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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ




　モニターの中にひろがる宇宙には、退たい屈くつな静けさだけがひろがっていた。

「……平和ねぇ……」

　白いティー・カップに満たされた、シナモン・ティーをひと口ふくみ、ミリィはため息まじりにつぶやいた。

　標準時刻で言うなら午後の三時ごろ。ものうい昼下りのティータイム、とでも言ったところだろうか。

　どことも知れぬ空くう域いきを漂ただよう、宇宙船『ソードブレイカー』のリビング・ルームでくつろいでいるのは彼女ひとりだった。

　ちなみにケインは今日もまた、トレーニング・ルームで特とつ訓くんである。

　──あの日──

　惑わく星せいレグンの海賊パイレーツ騒さわぎで、犯はん罪ざい結けつ社しや『ナイトメア』の刺し客かくとおぼしき男と戦い、敗れて以来、ケインは毎日、トレーニングを続けている。

　いわく、『刃物を扱あつかわせて俺おれより上う手まい奴やつがいるってぇのが許せんっ！』ということだそうである。

　動機に、若じやつ干かんアブナいものがあるよーな気はするのだが、まあ、強くなるのなら、それはそれでいーのではないか、と思ったりするミリィであった。

「……あとこれで、しごとがあって、ちゃんと給料が出れば言うことないんだけど……」

　つぶやき、ふたたびため息ひとつ。

　──そう。

　前の事件で、『ソードブレイカー』の船腹に接せつ舷げんされていた連絡艇シヤトルは大破し、かわりの新しいシャトルを買ったのだが……

　それでいきなり、経けい費ひが底をついたのだ。

　シャトルを買いつけた時に寄った惑ほ星しで、かんたんなしごとを二つ三つ、片づけたのだが、ふところが暖まるにはまだほど遠い。

　今こうして、どことも知れぬ宙ちゆう域いきを漂ただよっているのも、衛星港の停てい泊はく料金を払い続ける余よ裕ゆうがないからの話である。

「……ふっ……なんか、どんどんさくさくビンボになってくような気がする……」

　自じ嘲ちようぎみの苦笑を浮うかべ、ミリィはカップを口へと運び──

『ケイン！　ミリィ！　急ぎ操縦室コツクピツトまで来てください！』

　どこかに仕込まれたスピーカーから、キャナルの声が響ひびいたのはその時だった。

「……？　なんだろ……？」

　カップとソーサーを手に持って、金色のスプーンをかちゃつかせつつ、ミリィはコックピットへと向かった。

　ドアをくぐって入ってみれば、中央に佇たたずむひとりの女性。

　ファンタジー・ゲームなどに出て来る、巫み女このような服装をしているが、限りなく本物に近いその姿は、実は立体映像なのだ。

　キャナル＝ヴォルフィード。この宇宙船ふね──『ソードブレイカー』の意識、ともいうべき存在なのだが──多少性格がヒネクれている。

「ケインはまだなの？」

　問いながら、自分の席──砲手席ガンナー・シートに腰こしかけるミリィに、キャナルはちらりと目をやって、

「まだです──ってミリィ！　またここに飲み物なんて持ってきて！」

「気にしない気にしない。こぼしたりしないから。ね♡」

「なんて言って、今までに、紅茶九回、コーヒー二回こぼしたじゃあありませんか!?」

「じゃあこの一回で紅茶のほうは大台ね♡」

「こぼすつもりで話をしないでくださぁぁぁいっ！　わたしの愛いとしい愛しいコントロール・パネルたちはけっこうデリケートなんですからっ！　紅茶のせいで対空装そう備びが使えなくなる、なんて情けない事態はいやですからねっ！」

　──などと二人がやっているうちに──

「──どうした？　キャナル？」

　ドアをくぐって入って来たのは、言うまでもなく、残ったひとり、ケイン＝ブルーリバー。

　かつてミリィが、昔むかしのしごと仲間たちに、彼のことを説明するのに、『マントが怪しい刃物マニアのナイス・ガイ』などと評したことがあったが──その通りの人物だったりするのだから、全く困ったものではある。

　キャナルはケインの方をふりむいて、

「──聞いてくださいよ、ケイン、ミリィがまた操縦室ここに紅茶なんて持って入って来るんですよー」

「……ひょっとして……それが言いたくて………？」

「──あ。いえ。そうじゃなくて──
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　ともかく、そのあたりに腰かけてください。コントロール・パネルの上はダメですよっ！」

「ほいほい」

　ケインが操縦席パイロツト・シートに着くのを待って、キャナルは口を開いた。

「──実は今、趣しゆ味みで、特とつ許きよ庁ちようのコンピューター・データバンクに強制侵入ハツキングしてたんですけど……」

「……ち……ちょっと……!?」

　小さくのけぞり、ミリィがそこで待ったをかける。

「──何です？　いきなり」

「……いや……いきなり……って、ハッキングしてた、なんてさらっと言うけど……それって立派な犯はん罪ざいでしょーが!?」

「ふっ。まだ考えが浅いですね、ミリィ」

　言ってキャナルは、ちっちっちっ、と右手の人さし指を振ふる。

　──むろん立体映像に、いちいち指を振らせる必要はない、という説も多々あるのだが、どういうわけかこのキャナルは、細かいしぐさや表情に、無意味に凝こる、という癖くせがあった。

「とりあえず、他人に迷めい惑わくをかけなければいいじゃあありませんか」

　──情報警備プロテクト会社のひとはとことんめーわくしてると思うぞ。きっと。

　内心ツッコミを入れるミリィ。

　口に出さなかったのは、言ったところで、反省したり、態度をあらためたりするようなまっすぐな人間は、とりあえずこの場にはいないと判断したからである。

　彼女の沈ちん黙もくを納なつ得とくと判断したか、キャナルはふたたび口を開いた。

「──話を続けますが──

　その中のデータに、数日前に特許登録の完了した、宇宙船の砲ほう座ざ用の、新型照しよう準じゆん機きのデータがあったんです」

「……まさか、『買ってくれ』なんて言い出すんじゃねーだろーな……？」

「そうじゃあなくて。その照準機、一部、遺失宇宙船ロスト・シツプの技術が使われてるんですよ。これが」

『……なっ……!?』

　あっさりと言ったキャナルのことばに、ケインとミリィは、同時に声を上げていた。

　──遺失宇宙船ロスト・シツプ──

　人類が、超光速航法をその手中におさめ、銀河への進出を果たす、そのはるか以前──銀河系内にその文明を華はな開かせ──そして、滅めつ亡ぼうを遂とげた文明の遺い産さん──そのひとつが、遺失宇宙船ロスト・シツプと呼ばれるものだった。

　さまざまな理由から、その存在は、公おおやけには認られておらず、あくまで噂うわさとして取り沙ざ汰たされており、その基本能力は、現在の技術によって生み出される宇宙船ふねのそれをはるかにしのぐ。

　そしてこの『ソードブレイカー』とキャナルもまた、そういった遺失宇宙船ロスト・シツプのうちの一隻せきなのだが──

「……ほ……ほんとうに遺失宇宙船ロスト・シツプの技術なのか!?　単になんとなく似たシステムができちまった、ってこともあるだろーが!?」

　問うケインに、キャナルは、ちらりっ、と思わせぶりな視線を送り、

「……特とつ許きよを申しん請せいしたのがラグルド社だったとしても──ですか？」

「どこだ!?　そこは!?」

　がししゃばっ！

　ケインのことばに同時にコケるキャナルとミリィ。

「ほらっ！　この前ウィナラーンとかいったとこであった海賊パイレーツ騒ぎでっ！　海賊パイレーツたちと組んでた会社よっ！」

　コントロール・パネルから身を起こしつつ言うミリィ。

「……あそこか!?　なるほど……！　遺失宇宙船ロスト・シツプを持ってた海賊どもとつるんでた会社が、遺失宇宙船ロスト・シツプの技術に似た新技術を発表した……

　こりゃあどう考えても──だな」

　──そう。

　ラグルド社は、遺失宇宙船ロスト・シツプの部品を持ち込んだ海賊たちに対しては、『解かい析せき不可能』などと言っておきながら、一方で研究・調査を進め、解析できた一部の技術を独占しようともくろんでいたのだ。

「けど──待ってよ。たしかに遺失宇宙船ロスト・シツプの技術盗ぬすんだのかもしんないけど、だからって、別に法に触ふれることしてるわけじゃあないんでしょ？」

「……ま……まあ……そりゃあ『遺失宇宙船ロスト・シツプの技術を研究・利用しちゃいけない』なんて法律はねーだろーから、ま、別に罪つみにゃあなんねーだろーけど……

　なんか、ムカつくじゃねーか」

「あのねぇっ！　ムカつくからっていちいちケンカ売ってちゃあ、そのうち宇宙じゅうの人とケンカしなくちゃならなくなっちゃうわよっ！……問題は、あの会社が、単にお金もうけをしたがってるだけなのか、それとも他ほかに、何かたくらんでるのか、ってことね。

　お金もうけしたいだけなら、ほっぽっといてもかまわないわけだから」

「……そーかなー……なんか納なつ得とくいかねーなー……キャナル、お前はどう思う？」

　問いかけ、ケインがふりむけば、そこには悲しい表情を浮かべてじっと佇たたずむ彼女。

「……キャナル？」

　眉をひそめて言うケインに、キャナルは悲しい表情のまま、しずかに右手の人さし指を上げ、

「……十回目……」

　その白い指の示す先には、コントロール・パネルの上でひっくり返り、中身をぶちまけたシナモン・ティーのカップがあった。




　蒼あおくかがやく惑ほ星しを背に、宇宙に漂ただよう銀色の円盤──

　ウィナラーン星系、惑星レグンの衛星軌き道どう上に漂うそれは、ラグルド社の所有する衛星港。その名を『ヴァルハリエ』といった。

　数あま多たの宇宙船が、この衛星港へと集つどい、人々や物資はここを経へて、連絡艇シヤトルで惑ほ星しの上へと降りてゆく。

「──ん……？」

　その『ヴァルハリエ』の管制塔とうで、レーダーを眺ながめていたオペレーターが、つぶやき、小さく首をかしげた。

「……おい、なんかレーダーの調子、変だぜ。さっきから時々、思い出したようにちらつきやがる」

　そばにいた、通信オペレーターのひとりに向かって言うと、目の前にあるレーダー用のディスプレイを、こんっ、こんっと爪つま先さきではじいてみせる。

　レーダーはさきほどから、一隻せきの宇宙船ふねが、この『ヴァルハリエ』に向かって近づきつつあることを示しているが、時々画面全体に、よくわからないノイズが走るのだ。

「俺おれに言っても知るか！」

　しかし問われた方は、ふりむきもせずにぶあいそに言い放つ。

「あとで修理屋メカ・マンにでも言っときな。……しかしいいよな、レーダー係なんて。ただ眺めてりゃあいいだけだもんな」

「……おめぇ……いくらきのう、オレにポーカーで大負けしたからって、そーゆー言い方は……」

「ばかやろう。きのうは俺が負けてやったんだ。大体──っと待った、通信だ」

　通信システムのスイッチを入れ、相手と二言、三言交わし──

　彼はわずかに眉まゆをひそめた。

　ひととおり、入港手続きの処理をすませ、通信を切ると、レーダー係に向きなおり、

「──おい」

「なんだ？　まだ負けおしみが言いたりねぇか？」

「そうじゃなくて──お前、宇宙船ふねが一隻、近づいてきてる、って言ってたな？」

「ああ。レーダーがぶっ壊こわれてなきゃあ、な」

「……今の……その一隻からの入港許可申請だったんだが……」

「ふーん。じゃあレーダーは壊れてねえ、ってことだ」

「……さてな……やっこさん、『俺の後ろにくっついて来ている、あの大おお所じよ帯たいは何なんだ？』なんておかしなこと尋きくもんでな……」

「後ろの大所帯!?」

　おうむ返しにくり返し、レーダー係はふたたびディスプレイに見入る。

　映っているのは、やはり一隻だけだった。

「──からかわれたんじゃねぇのか？」

「かもしれんが、お前、さっきから、レーダーの調子が悪い、ってこぼしてたじゃねーか。それで、もしも、と思ってよ……」

「……うーん……」

　彼はひとしきり唸うなってから、レーダー機器の横にある、ふだんはスイッチなど入れたこともない、外部映像ディスプレイのスイッチをオンにした。

　近づいて来る一隻せきの方にカメラを合わせ、ズーム・アップ。

　やがて画面の中央に、一隻の、青い貨物船が映し出された。

「……こいつが映ってるやつだろ……」

　つぶやきながらもその指は、キーボードの上を疾はしり、画像による動体反応をコンピューター・チェックにかける。

　待つこと数秒、やがて『ヴァルハリエ』の画像解かい析せきコンピューターは、貨物船のやや右上のあたりに、赤い枠組カーソルを表示させた。

「──ビンゴ！　やっぱり何かいやがるぜ！」

「流星群──とかじゃあねーのか？」

「待て待て──今すぐ実映像を拡大して──」

　その必要はなかった。

　赤く表示された枠組カーソルの中からディスプレイの手前に向かって、数十、数百の白光がひろがった。

『───!?』

　それが一体何なのかを、二人が悟るより早く──




　ごごごぅんっ！




　長距離ビーム砲の雨が、『ヴァルハリエ』の巨きよ体たいをゆるがした！

　ヴィーッ！　ヴィーッ！

　レッド・ランプが派手に瞬またたき、けたたましいアラームが管制塔とうを満たす。

「何だっ!?　どうしたっ!?」

　いあわせたオペレーターたちが事態を把は握あくする前に。

　二度目に降り来た砲ほう撃げきが、『ヴァルハリエ』の管制塔を打ち砕くだいた。




　惑わく星せいレグンの空くう域いきは戦場──いや、殺さつ戮りくの舞ぶ台たいと化した。

　レーダー網もうを完全にかいくぐり、出現した数十隻の艦かん隊たいは、あるいはレグンの衛星港に、あるいは惑星の地表に向かって砲撃を開始した。

　駐留していた星間警察ユニバーサル・ガーデイアンの艦隊が迎げい撃げきに出るが、そのほとんどすべてが問答無用で撃げき沈ちんされるに至り、ついに星間警察ユニバーサル・ガーデイアンは宇宙軍ユニバーサル・フオースの出動を要よう請せいした。




「──まったく！　どうなっとるんだ!?」

『グレイコンドル』の管制室ブリツジを落ち着きなく歩き回りながら、ブライアン＝クライドはいらいらとつぶやいた。

　宇宙軍、Ｆ─一一二遊撃巡じゆん航こう部ぶ隊たい。

　旗き艦かんの小型機動空母『グレイコンドル』と、巡じゆん洋よう艦かん、駆く逐ちく艦計十隻せきからなる艦隊は、一路、惑星レグンへとその進路を取っていた。

　艦隊は、相転移航法フエイズ・ドライブを終え、すでにウィナラーン星せい域いきに突とつ入にゆうし、最大加速を続けてはいたが、現場に到着するにはいましばしの時間がかかる。

　上層部うえの話によれば、レグンが正体不明の艦隊の襲しゆう撃げきに遭あっている、ということなのだが──

「……いまどき、謎なぞの艦隊の襲撃だ!?　銀河開かい拓たく時代でもあるまいし！　一体どこの馬鹿だ!?　そんな真ま似ねをやるのは!?

　──航法士！　レグンまであとどれくらいかかる!?」

「はっ！　このままのペースであとおよそ○：二〇です！」

「クライド中佐！」

　声を上げたのは通信士のひとりだった

「レグンの星間警察Ｕ・Ｇより通信！　例の艦隊は砲ほう撃げきを中止し、退たい却きやくを開始！　追つい跡せき可能なパトロール船がないため、追つい撃げきは断念する、とのことです！」

「……我々が来たのを悟ったか!?　それで!?　どちらに向かって逃にげている!?」

　むろん、おとなしく逃がしてやるつもりなどない。追いつめて叩たたき、敵の生き残りから、こんな馬鹿をやったのはどこの誰なのかを聞き出す。

「……それが……」

　クライドの問いに、通信士は一いつ瞬しゆん口ごもり、

「星間警察あちらからの連れん絡らくによれば、座標方向を計算すれば……こちらに向かうコースです！」

「なにっ!?」

　ざわっ。

　ブリッジの中が一瞬ざわつく。逃げ出した、と思った相手が、まさかこちらに──よりによって宇宙軍ユニバーサル・フオースの艦隊に向かって、まっすぐ向かって来ようとは。

「挑ちよう戦せんする気か!?　宇宙軍われわれに!?──長距離レーダーに反応は!?」

「ありません！」

「全艦に通達！　第一級戦闘準備！　おそらく約〇：一〇の後に、本艦隊は、レグンを襲撃した艦隊と接せつ触しよくするはずである！」

　あわただしい空気と緊きん張ちようがあたりを満たす。

　各艦同士の通信は、光レーザー通信に切り替かえられ、やがて艦隊は、上下と左右に大きく開いた十字型の隊形を取った。

「──レーダーに反応は!?」

　ふたたびクライドが問いかけたのは、五分ほどが経過したあとのことだった。

「──いえ……まだ反応ありません」

　返ってきたのは、やや自信のなさそうな、ノーの応えだった。

「──妙だな……敵がこちらに向かっているなら、とっくに反応してもいいはずなのだが……」

　実はこの時点で、艦隊が、レグンのさまざまな機関のレーダーに映らなかった、という事実は、クライドの耳に入っていなかった。

　星間警察ユニバーサル・ガーデイアンの方は、『レーダーに映らならかった』と報告はしたのだが、軍の上層部はそれを、怠たい慢まんの言い訳わけと聞き流したのだ。

　軍や警察のレーダーの性能を考えると、その目をかいくぐる技術、などというものは、現在は存在しない、と言っていい。

「一応念のため、エネルギー反応でチェックしてみろ！」

「了解！　エネルギー反応でチェック！──やはり反応ありません！」

「……ふぅむ……」

　クライドはしばし首をかしげ、

「……あるいは……こちらに向かったのは見せかけで、レーダーレンジに入る前に進路を変えたか……

　──レグンの星間警察Ｕ・Ｇに通信！　例の艦隊の進路に変化があったかどうかを問い合わせろ！」

　命令を下し、メイン・ディスプレイへと視線を移す。

　ブリッジの前部上面を大きく占めたディスプレイには、ただ漆しつ黒こくの宇宙空間。ほぼ中央にぽつんと見える青い点は、惑わく星せいレグンだった。

　──突とつ如じよ、ディスプレイの中のレグンが消えた。

「なにっ!?」

　思わず小さく声を上げ、ふたたび画面に目をやれば、ディスプレイのまん中には、かわらずぽつりと青い点があった。

　──見まちがいか──

　思ったその時、レグンのそばにある星が瞬またたいた。

　────？

「中佐！」

　眉まゆをひそめるクライドに、通信士からの声がかかった。

「現地駐ちゆう留りゆうの星間警察Ｕ・Ｇに問い合わせたところ──艦かん隊たいは、こちらのレーダーには映らず、進行方向の変化については返答できず、と言ってきました！」

「レーダーに映らん、だと!?　まさか!?　しかし……

　近くにエネルギー反応はないか!?　再チェック！」

　レーダーに映らない、というのは信じがたい話ではあったが、たとえそうであったとしても、機関が動いているかぎりは、何らかのエネルギー反応が必ずあるはずである。

　しかし──

「依い然ぜんエネルギー反応ありません！」

「……となると……やはり逃にげ……」

　つぶやきかけたクライドは、メイン・ディスプレイを目にしたままで、その場に一いつ瞬しゆん硬直した。

　あきらかに、ディスプレイの中で星々が瞬またたいていた。

　モニターの故こ障しようなら、画面全部に影えい響きようが出るはず。

　となれば、大気のない宇宙空間で、星の瞬く理由はひとつ。

　星の光を遮さえぎる何かがそこにいるのだ。

「前方、メインディスプレイの映像を動体チェック！　何かいるぞ！」

　ブリッジ・スタッフの視線が、メインディスプレイに集中した。

　星々の瞬きは、やがて、いくつもの小さな黒い点の姿を取り、それはひろがる染しみのように、すこしずつ、その大きさを増してゆく。

「──なんだ……あれは……？」

　誰かが小さくつぶやいた。

「依然、レーダー反応エネルギー反応ともにありません！」

　レーダー・オペレーターが悲鳴に近い声を上げる。

「──そうか!?　奴らめ、慣かん性せい航行で来たか!?」

　クライドはようやくそれに思い至った。

　最初にエンジンを吹かすだけ吹かしておいて、機関を停止し、慣性だけで進めば、エネルギー反応にもひっかかることはない。

　──しかしそれにしては、接せつ触しよくの時間がやや早いような気がするのだが──

　ディスプレイの中の黒い染みは、急速にその大きさを増し、いまやはっきりと、艦かん影えいらしき姿として見て取ることができる。

「──接近が早いな！

　全艦減速、砲ほう撃げき準備！　戦せん闘とう機き発進準備！

　通信士、全周波数で前方の相手に呼びかけろ！　『停てい船せんし、所属と目的をあきらかにせよ。聞かぬ場合は敵対行動とみなし対処する』とな！　素直に聞くとは思えんが。

　目標の移動速度は!?」

「──算出完了！　目標の移動速度は──」

　航法ディスプレイに目をやったまま、航法士はそこで絶句した。

「──どうした!?」

「……いえ……レーダーが使用できないので……画像から、目標の移動速度を算出したのですが……」

「方法の説明はいい！　結果は!?」

　問われて航法士は、一瞬口ごもってから、

「……こちらのおよそ一・三倍の速度です！」

「馬鹿な!?　慣かん性せい航行でその速度だと!?」

　叫さけんでふたたびディスプレイに視線を送る。数十に及ぶ黒い影かげは、画面の中で、みるみるその大きさを増してゆく。

「……！　仕方あるまい！　全艦、画像照準による砲ほう撃げき！　ただし一撃目は威い嚇かくだ！　当てるなよ！」

「全艦より連れん絡らく！　砲撃準備完了！」

「よし！　全艦、第一射──撃うて！」

　艦隊の放ったエネルギーの矢が、黒い虚こ空くうに軌き跡せきを灼やいた。

　しかし前方の艦隊は、回かい避ひ行動さえせずに、何事もなかったかのように悠ゆう々ゆうと進み続ける。

　クライドはしばし沈黙してから、

「第二射準備！　今度は当てろ！　ただしエンジンは狙うな！」

　だがしかし、砲撃準備完了の報告が届とどくその前に、前方の艦隊に変化があらわれた。

「前方にエネルギー反応発生！　目標艦隊、バリアを展開したものと思われます！」

「動いたか!?　進路は!?」

「そのまま変わらず！　なおも接近中！　全艦、砲撃準備完了！」
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「撃てぇぃっ！」

　ふたたび、死を運ぶはずのエネルギー光が闇やみを切り裂さき、今度はそのうちいくつかは、まごうことなく目標に命中した。

　だが。

「駄だ目めです！　目標、全くダメージを受けた形けい跡せきありません！　すべてバリアで防がれたようです！」

「この至近距離でか!?　くそっ！　なんてバリアだ！　磁レ気ー射ル出ガ砲ン発射準備！」

「間にあいませんっ！　目標、突つっ込こんで来ます！」

「なにっ!?」

　見れば相手の宇宙船は、バリアを展開したそのままで、まっすぐこちらに向かって突っ込んで来る。

「全艦回かい避ひ！」

　黒い船体が、メイン・ディスプレイの視野いっぱいにひろがる。

「来るぞぉぉぉっ！」

　誰かが恐きよう怖ふの悲鳴を上げた。

　──そして──

　数十隻せきの黒い艦かん隊たいは、あわてふためく宇Ｕ宙・軍Ｆの船のすぐ隣となりを、悠々とすり抜けて行った。

　ブリッジに落ちる、永い沈黙。

「──何なんだ………一体……？」

　追つい撃げき命令をかけることさえしばし忘れて、クライド中佐はかすれた声でつぶやいた。








　侵入インベージヨン




「ラグルド社が──壊滅？」

『ソードブレイカー』のコックピットで、キャナルからそのしらせを聞いた時、ケインとミリィの二人は眉まゆをひそめた。

　ラグルド社が、遺失宇宙船ロスト・シツプの技術を流用した特とつ許きよを申しん請せいした──

　そう聞いてから、一週間ほど後のことである。

「……それって……倒産した、ってこと？」

「いいえ。『壊滅』です」

　ミリィの問いかけに、キャナルはきっぱりと首を横に振ふった。

「──きょう、つい今しがたのことです。もうすぐ星間放送のニュースでも放映されると思いますけど……

　正体不明の艦隊数十隻せきが、惑わく星せいレグンを急きゆう襲しゆう。駐ちゆう留りゆうしていた星間警察ユニバーサル・ガーデイアンのパトロールを撃げき破はして、衛星港や地上に攻こう撃げきをしかけたようです」

「……思いきったことやるなー……へたすりゃ宇Ｕ宙・軍Ｆ飛んで来るぞ」

「飛んで来ました」

「あ。やっぱり」

「問題の艦隊は、一度は軍と接触したものの、その追撃をふり切って、あっさり逃とう亡ぼうしたみたいです。

　レグンの受けた被ひ害がいを調査したところ、衛星港にしろ地上にしろ、すべてラグルド社関係の施し設せつがあった場所ばかりでした。

　地上の会社、工場、研究施設は言うに及ばず、ごていねいに役員の邸てい宅たくまで、きっちり潰つぶされています」

「……つまり、そいつらは、わざわざ会社潰しにやって来た、ってわけか？」

　眉をひそめたままで問うケイン。

「そういうことになりますね」

「……なんだってまた？」

　と、今度はミリィ。今日も今日とてコックピットにココアなんぞ持ち込んでいるが、言ってもムダと思ってか、今日はキャナルは何も言わなかった。

「──ラグルド社が襲撃された動機についてですが──手がかりとなるポイントはいくつかあります。

　まず、宇宙軍ユニバーサル・フオースが、接触したにもかかわらず、一隻も捕ほ獲かく・撃げき沈ちんすることができなかった、という点。

　そして、星間警察ユニバーサル・ガーデイアンと、現場にいあわせた宇宙軍ユニバーサル・フオースの話によれば、問題の艦かん隊たいは、警察や軍のレーダー網もうに、全くかからなかった、ということだそうです」

「──ほんとなの？　それ？」

　問うミリィに、キャナルは自信たっぷり、首を縦に振り、

「──まちがいありません。軍や警察の通信を盗とう聴ちようしまくったり、コンピューターにハッキングしまくったりした上での情報ですから」

「……あ……そう……」

　──聞くんじゃなかった……などと思いつつ、ココアをひと口。

　キャナルは話を続ける。

「つまり、問題の艦隊は、かなり──いえ、現代の科学レベルから言えば、抜きん出て高い性能を保持していた、ということになります。

　──卓たく越えつした能力を持つ艦隊──

　──遺失宇宙船ロスト・シツプの技術を一部発表したラグルド社──

　となれば、なんとなく答えが見えてきませんか？」

「よくわからん」

「あたしもー♪」

　ひききききっ！

　ケインとミリィに、考えもせずにあっさり言われ、キャナルは顔を引きつらせ、

「……つ……つまり、ですねぇ……遺失宇宙船ロスト・シツプがなんとなくからんでるらしいなー、ってことは大体想像つくでしょ!?　お二方も!?」

「……まあ……それくらいなら、な」

「──すなわち、です。

　ある日どこかの誰かが、何かの偶ぐう然ぜんか必然かで、やはりわたしと同じように、ラグルド社の申請した特許が、遺失宇宙船ロスト・シツプの技術応用だと気づいた。

　そのことに気づいた、ということは、すなわちその何者かもまた、遺失宇宙船ロスト・シツプに、何らかの形で関かかわっていたことがある証しよう拠こです」

「……おい……」

　ようやく嫌いやな予感がしはじめたのか、ケインはもたれていたシートから身を起こす。

「──その何者かは、遺失宇宙船ロスト・シツプの技術が世に出るのを嫌きらい、そこで強力な艦隊を編成し、ラグルド社を襲おそわせた──

　動機としては、そんなところじゃあないですか」

「……ちょっと待て……それって……

　──つまり、その『何者か』が、ほかでもない『ナイトメア』だと!?」

「そこまではわかりません……」

　キャナルはゆっくりとかぶりを振った。

「『あいつら』が、自分たちの他の遺失宇宙船ロスト・シツプの存在を、ひどく嫌うことは事実ですけど……」

「あいつら？　前に戦った『ネザード』とか『ガルヴェイラ』とか……遺失宇宙船あいつらのことか？」

「ええ。

　──けど、今回の事件の話を総合すると、襲撃した艦隊の方にも、遺失宇宙船ロスト・シツプの技術が導入されていた可能性が高いですから。

『あいつら』なら、そんなものを量産させるわけはありませんから、全然別の何者かが、かなり以前に遺失宇宙船ロスト・シツプを手に入れてて──という可能性の方が高いと思いますけど」

「………なんか……キャナルの話聞いてると、『ナイトメア』を操あやつってるのって、アルバート＝Ｖヴアン＝スターゲイザーじゃなくって、あの遺失宇宙船ロスト・シツプたちだ、みたいに聞こえるんだけど……」

　口をはさんだミリィを、キャナルはまっすぐに見すえて、

「──もし、そうだと言ったら？」

「………………」

　キャナルのことばに絶句するミリィ。

「……しかし、こーもあっちで遺失宇宙船ロスト・シツプ、こっちで遺失宇宙船ロスト・シツプってぽこぽこわいて出られると、世間さまでは単なる噂うわさ扱あつかいされてる、なんてのが嘘うそみたいに思えてくるよなー」

「けど二十世紀の地球でも、現地の漁師がシーラカンスほこほこ捕とってても、学者がちっとも存在認めてなかった、なんて話もありますから」

「……どーゆーたとえだ……？　それは……？」

「人間、一いつ旦たん『ない』と思い込んでしまったものの存在を、あっさりもう一度認められるほど、素直にはできてない、ってことですよ。

　──けど、どう思います？　今回の事件」

「……どう思う……って言われてもなー……別に俺おれたちに直接かかわりのある事件じゃなさそうだし、ただ……」

「──ただ？」

「……なんか……いずれ関わっちまうよーな気はするな……すごく……」

　言ってケインは、憂ゆう鬱うつなため息をついたのだった。




　……お……おぉぉぉぉぉお……ん……

　昏くらくひろがる部屋にこだまするその音が、日ましに大きくなってきているような気がするのは気のせいだろうか？

　にじみ出る額の汗を意識せぬよう努めつつ、ダーク・スーツの男は手にした報告書に視線を落とした。

「──先日承うけたまわりました、ラグルド社襲撃の犯人の件ですが──見当がつきましたので、ご報告に上りました」

　男のことばを聞いているのか、いないのか、目の前の老人──アルバート＝ヴァン＝スターゲイザーは、目を閉じ、黙だまって佇たたずむばかり。

　男はかまわず報告を続ける。

「エージェントの一人からの情報によるのですが、どうやらあれをやったのは、ウィルキンス社──というか、『ウィスプ』の連中のようです」

『ウィスプ』──銀河に数ある犯はん罪ざい組織の中でも、最近とみにその力を蓄たくわえはじめた組織のひとつである。

　さすがに『ナイトメア』には及ぶべくもないが、それでも、銀河系で十指に入る規模であることはまちがいない。

　──犯罪結社が、企業を隠かくれみのにする、というのはよくある話で、この『ウィスプ』とウィルキンス社とにしても、やはりそういった関係が成り立っていた。

　今まで『ナイトメア』は、『ウィスプ』と直接抗こう争そうを起こしたことはなかったが、だからといって無視しておくというわけにもいかない。

　そこで、組織やウィルキンス社にエージェント──早い話がスパイたちをもぐり込ませているのだが、そんな中のひとりが、その情報をもたらしたのだった。

「銀河エリア二─二─Ｂ、カルーア星系第五惑星マクフィールの衛星軌き道どう上に、ウィルキンス社の実験工業プラントがあります。

　話によりますと、どうやらそこには、百の単位で、世間には未発表の新型船が格納されているらしい、ということなのですが、先日、そのうち三十隻が出航、数日後に帰港しています。

　この日時が、ラグルド社の襲撃があった頃ころとほぼ一致します。

　──航行記録コンピューターを調査すれば、はっきりわかったのでしょうが、そこまでの調査はガードが固くて無理だった、とのことです。

　──むろん他にも、その時期に宇宙船ふねのテスト航行等を行った会社などは多々ありますが、艦隻数や、出航・入港などが一いつ般ぱんの勤務スタッフには秘密裏りに行なわれていたことから考えれば、可能性としては一番高い、と思われます。

　そこで今後なのですが、エージェントたちには、少々危険を冒おかさせても突つっ込んで調べさせるか、あるいは慎重を期して、今まで通りにいくか──」

「今まで通りでかまわん」

　両の瞳ひとみは閉じたまま、スターゲイザーは静かに言った。

「──わかりました。ではそのように取り計らいます。この件に関して、ほかにご指示は？」

「いや」

「──それでは、他の件に関しましては、後ほどいつもの時間にご報告させていただきます」

　老人の無言を肯こう定ていと受け取って、ダーク・スーツは、一礼を残して部屋を退たい出しゆつした。

　あとには、佇たたずむスターゲイザーと、闇やみ色の部屋が残るだけ。

『……どういう……つもりだ……？』

　やがて、闇そのものがふるえているかのような声は、どこからともなく響ひびいてきた。

　この部屋の──いや、ある意味では『ナイトメア』の本当の主──

「どういうつもり──とは？」

　ゆっくりと両の目を開き、問いかけるスターゲイザー。

『……襲しゆう撃げきの理由が遺失宇宙船ロスト・シツプの技術独どく占せんにあるとしたら……『ウィスプ』とかいうその連中は、あるいはすでに、遺失宇宙船ロスト・シツプを模も倣ほうした艦隊を持っているかもしれぬ……

　……目め障ざわりな上に不ふ愉ゆ快かいだ……

　……ことをはっきりさせ……もしも相手の手に遺失宇宙船ロスト・シツプがあるのなら……叩たたけ……』

「もとより──そのつもりだ」

　スターゲイザーは、静かな口調でそう言った。




「──ケイン、星間警察ユニバーサル・ガーデイアンのタニア＝スティッキーとかおっしゃるかたから通信が入ってます」

　キャナルからのその連れん絡らくが入ったのは、ケインが、トレーニング・ルームで、にっこにこしながら仮想ターゲットをぶった斬ぎっていた時のことだった。

「──タニア＝スティッキー？」

　トレーニング用マシンのスイッチを切り、壁へき面めんのディスプレイに映ったキャナルに向かって言う。

「──知らねぇ名前だな……」

「ええ。私の記き憶おくにもありません。──出ます？」

「ああ。つないでくれ」

　応こたえてすぐ。画面は、ひとりの女性の姿に変わった。

　三十にやや届とどくか届かないか、といったところだろうか。濃こいブラウンの髪かみをアップにまとめ、ダーク・ブルーのスーツに、眼鏡めがねが少々やぼったい。

　──早い話が、『知的で美人のキャリア・ウーマン』を絵に書いたような相手である。星間警察ユニバーサル・ガーデイアン──とは名乗っていたが、彼女がいる場所は、どう見たところでオフィスには見えない。

　自宅のリビングあたりからかけている、といった雰ふん囲い気きである。

『──ハイ。ケイン？』

「ああ」

　うなずくケインに、彼女はしばし沈ちん黙もくしてから、

『……マント……着てるわね……』

　ややぼーぜんとした口く調ちようで言う。

「ああ。トレーニング中だったからな」

『……じゃあ……いつもは着てないのね？』

「寝ねる時と風ふ呂ろに入る時は、な。──で、あんたは？」

『……私は……マントは着ないわね……』

「……いや……マントの話じゃなくて……」

『──タニア＝スティッキーよ。星間警察Ｕ・Ｇの。

　……たしかにレイルがいつも言ってる通りね。あなた』

「レイルが？」

　おうむ返しに問うケイン。

　レイル＝フレイマー。かつていろいろな事件で、かかわりあいになったことのある、星間警察ユニバーサル・ガーデイアンの若き警部である。そのレイルが、裏で『ナイトメア』と繋つながっていることを、ケインはむろん知らない。

『ええ。趣しゆ味みは変だが腕うでは立つ。ただし尾び行こうだけは無理だ、って』

「はっはっはっはっは」

　──今度会ったら殴なぐっちゃる──

　などと内心思いつつ、かわいた笑いを浮かべるケイン。

『──それで──少々やっかいなしごとを頼たのみたいんだけど？』

「……やっかいな仕事……？」

　言われてケインは、露ろ骨こつにイヤな顔をする。

「そいつは……話によるな。……大体今まで、レイルの奴やつが何かでからんできた事件で、ロクな目にあった覚えがないもんでね」

『実は、ある企き業ぎようの内部調査をしてほしいのよ』

「企業の？」

『ええ』

「脱だつ税ぜいや不正なら税務署や会計士の仕事だし、業務内容は産業スパイ、社員の勤務態度は人事課の担当だ」

『じゃあ、武器の密造・販はん売ばいは？』

「…………」

　言われてケインは納なつ得とくした。

　なるほど、確かに税務署員や会計士には、不向きな事件かもしれない。

『正直言って、こちらもまだ、証しよう拠こは全然掴つかんでないわ。でなきゃあ、とっくに潜せん入にゆう捜そう査さ官かん送り込んでるから。

　それであなたには、そこの会社が武器の密造と販売をやっている、って確証を掴んでほしいのよ。どう？』

「──ちょっと待て」

　ケインはロコツにうさんくさげな表情を浮うかべ、

「簡単そうに言うが──武器を造って売ってる、ってことは、当然買う相手もいるわけだ。とすりゃあ組織がらみなんだろ？　この件？」

『あ。気づいた？』

　あっけらかんと認める彼女。

「あんまりいい話じゃねーな。潜入捜査官も出てねえ、ってことは、当然経費もそんなには出ねえ。となりゃあ依い頼らい料りようも知れてるな。

　──組織がらみで依頼料は安い。

　こんな馬ば鹿かな依頼、ふつーは受けんぞ」

『そうなるわね。──普通なら』

　意味ありげにそう言うと、彼女は画面に向かって身を乗り出し、

『──前金で二千、成功したらもう五千──

　これならどう？』

「……っなっ……!?」

　彼女の示した金額に、ケインは思わずことばを失った。

　条件にもよるが、普通、物資の輸ゆ送そうや貨物船の護ご衛えいの仕事の相そう場ばは、必要経費込みで、千から千五百。

　前金だけで二千、トータルにして七千というのは、はっきり言って法外だった。

「……ち……ちょっと待て!?　どっから出るんだ!?　そんな金が!?　まさか星間警察Ｕ・Ｇがそんなに気前いいわけねーだろ!?」

『私は確かに星間警察Ｕ・Ｇの人間だけど、依頼主が星間警察Ｕ・Ｇだとか、私だとか言ったおぼえはないわ。

　──実は私、星間警察Ｕ・Ｇには内ない緒しよでね、こういうことの仲ちゆう介かいのアルバイトをやってるのよ。本当のスポンサーは他にいるけど、名前は明かせないわ。

　それをやると、私の取り分もなくなっちゃうし、ね』

「……しかしその金額から考えりゃあ、どう考えたって非合法なしごとなんじゃねーか？」

『……そりゃあ、調査となれば不法侵しん入にゆうのひとつもしなくちゃならないでしょうけど、武器の密造、組織との癒ゆ着ちやくに比べればかわいいものよ。

　金額の多さは、ま、ありていに言って危険手当ね。

　なにしろ組織がからんでるんだし』

「……ふぅむ……」

　ケインはしばし沈黙した。

　どう考えたところで、この上なくうさんくさい話である。

　うさんくさい話だが──この依頼料は魅み力りよくだった。

　やがて、彼は小さくうなずき、

「──わかった。この仕事、受けよう」




「受けちゃったわけ!?　そんな死ぬほど怪あやしいしごとを!?」

『ソードブレイカー』のコックピットで、ひと通り、ケインからの説明を聞いたあと、ミリィは、露ろ骨こつに眉まゆをひそめてそう言った。

「……いや……まあ……」

　きまり悪そうに頭を掻かくケイン。

「いやまあ、じゃなくって。依頼人の名前は明かせない、依頼料は法外。──第一、そのタニアってひとが星間警察Ｕ・Ｇにいるかどうかも疑わしいもんよ」

「……実は……俺もそう思う……」

「俺もそう思う……って、そいじゃあなんで……!?」

「正直言うと、前金のタダ取りしてやるつもりだったんだ」

「……はあ……？」

　ケインのことばに眉をひそめるミリィ。

「俺もそう思ったんだ。タニア＝スティッキーなんて女は星間警察Ｕ・Ｇにいない。たとえいたとしても、この話を持ってきた奴とはたぶん別人だろう、って。

　それで俺は、条件を出したんだ。『あんたの話に、もしも嘘うそがあるとわかった場合、一方的に契けい約やくは破は棄きする』ってな。

　あとは、前金が振り込まれたあと、話を持って来た人間が、『星間警察Ｕ・Ｇのタニア＝スティッキー』なんかじゃないことを証明する。

　──これで前金二千は俺のものっ！　相手が文句をつけてきても、『あんたはタニアじゃない』って言えば終わることだ。ついでにあっちは、とーぜん後ろ暗いところがあるわけだから、正式にこっちを訴うつたえる、なんて真ま似ねもできねーわけだし」

「……なるほど……」

「ところが──だ。

　キャナルに確かめてもらったら、星間警察Ｕ・Ｇに、タニア＝スティッキーはちゃんといて、まちがいなく、話を持って来たのと同じ奴だったりするんだな……これが……」

「……そなの？」

　ふり向くミリィにうなずくキャナル。

「星間警察ユニバーサル・ガーデイアンのコンピューターから、タニア＝スティッキーのデータをこっそり拝はい見けんしました。今年で勤続七年目、組織関係の捜査に従事。データにくみ込まれていた顔写真を依頼人の顔と照合、当人と確認しました」

「ついでに言うと……前金、もう振り込まれちまってるんだな……」

　陰いん鬱うつな表情で言うケイン。

「……と……ゆーことは……」

　ミリィのつぶやきに、彼は首を縦に振り、

「──ああ。この仕事、やらんわけにはいかなくなっちまった、ってことだ」

「…………………………」

「……け……けどまあ、悪い話ばかりじゃないって」

　ジト目の無言で彼を見つめるミリィに、あわててケインは言いつくろう。

「考えてもみろよ。少なくとも、二千の前まえ払ばらいがあった。ってことだけは、まぎれもない事実なんだからな。

　二千だぜ二千！　ミリィ、お前の先月の給料は？」

「……ゼロ……」

「だろ!?」

「……給料払わなかった張ちよう本ほん人にんがいばってどーすんのよ……？」

「……ゔっ……!?　いや……その……

　とにかく、二千ありゃあ、未払いの給料も出せる！　しごとに成功して、あと五千が入って来りゃあ、ボーナスだって出せるんだぞっ！」

　必死で力説するケインの姿に、ミリィは小さく息をつき、

「……はいはい。わかったわよ。──それでケイン、まだ聞いてなかったけど、どこで、何の会社を調べるわけ？」

「──ああ。

　カルーア星系の、ウィルキンス社って会社だ」

「ウィルキンス社!?」

　その名を聞いて、思わずミリィは声を上げた。

「……ってことは……『ウィスプ』がからんでんじゃないの!?」

　彼女のことばに、今度はケインとキャナルの方が、思わず顔を見合わせた。

「……ミ……ミリィ……？　なんでお前そんなこと知ってるんだ……？」

「なんで、って……」

　問われて彼女は一いつ瞬しゆん口ごもり、

「……ほら、常識じゃない、そーゆーの」

「どこの会社がどこの組織とつるんでるかが、か？　ふつーは知らんと思うぞ」

「そ……そうかなぁ……

　あ、ほら、あたし、まえに探たん偵てい社しやにつとめてたでしょ!?　だから、いつの間にかそーゆー知識、あっちこっちから入ってるのよ」

「おー。そういえば」

「……そうでしたね、あんまりらしくないんできっぱり忘れ去ってました」

　……キ……キャナルにまで忘れ去られるあたしって……一体……？

　しばし憮ぶ然ぜんとするミリィ。

「……ってことはミリィ、お前、ウィルキンス社のこと、いろいろ知ってんのか？」

「あ。いや。いろいろ、ってほどじゃあないけど……

　もっぱら宇宙船関係のモノを扱あつかってることと、十年ほど前、『ウィスプ』に乗っ取りをかけられて、今じゃあ組織の隠かくれ蓑みのになってること──くらいね。

　……ま、『ウィスプ』相手ってことなら、七千なんて値段も、そこそこ妥だ当とうなセンね。

　──けど、武器密造って、一体何をつくってるわけ？」

「そのものずばり、宇宙戦艦だ」

　ケインの答えに、ミリィの目が点になった。

「……な……なかなかダイナミックなことをしてるわねー……」

「タニアの話だと、どこで戦艦の密造をやってるか、大体の見当はついているらしい。

　ウィルキンスの本社があるのは、カルーア星系の第三惑わく星せいだが、宇宙工場は第二、第四、第五惑星にもいくつかずつある。

　そのうち、第五惑星にある、『ケルビム』とかいう実験工場が、どうやらその場所らしい、って話だ。

　そこになんとかもぐりこんで、『決定的証しよう拠こ』ってやつを掴つかむ。

　あとはその証拠をタニアに送れば仕事は終わりだ」

「キャナルがウィルキンスのコンピューターに強制侵入ハツキングして、証拠になるようなデータを引き出す、ってのもあるんじゃない？」

「それはもう試してみました」

　ミリィの提案に、涼すずしい口調で言うキャナル。

「けど、さすがに重要機密のデータが入ったコンピューターは、外部とは完全に隔かく離りしてあるようで、強制侵入ハツキングは無理でした。

　いくら私でも、回線が繋つながらない以上は、どうしようもありませんからね」

「……つまりはやっぱし、あたしたちがもぐり込むっきゃないわけね……」

　言いながら、ミリィはゆううつなため息をついた。




　まっ黒い宇宙の中に、ぽっかりと浮かんだ巨大な土色の惑ほ星し。

　この星系、カルーア最大の直径と質量とを誇ほこるガス惑星、それがこの第五惑星、マクフィールだった。

　そしてその衛えい星せい軌き道どう上に浮かんだ、銀色の、ややいびつな球体。

　最長部は、ほぼ百キロメートルに近い。

　ウィルキンスの宇宙実験工場『ケルビム』である。

　もともとは、全長五十キロほどの岩がん塊かいをくり抜いて利用したのだが、改造と増設をくり返すうち、今やほとんどの部分が完全人工物と化していた。

　この惑星マクフィールの回りには、他にも三つ、ウィルキンス社の宇宙工場が浮かんでいるが、その中でも最大の大きさを持つのが『ケルビム』だった。

　その『ケルビム』に向かって、のろのろと近づいてゆく宇宙船ふねが一いつ隻せき。

　言うまでもない。ケインたちの乗る『ソードブレイカー』である。

「……さーて、そろそろやるか……

　キャナル、顔出すんじゃないぞ。ミリィ、もっとダレた顔して」

　操縦室コツクピツトで、二人に演技指導をしてから、ケインは通信機をオンにして、『ケルビム』に向かって通信を送る。

「──こちらトラブル・コントラクター、ケイン＝ブルーリバー『ソードブレイカー』。

　緊きん急きゆう事じ態たい。実験工場『ケルビム』応答願う」

　ケインが何度か呼びかけをくり返すうち、『ケルビム』からの通信が入って来た。

　メイン・ディスプレイに映うつし出された管制官に、ケインは苦しげな表情を作ったまま、

「──ちょっと……事故っちまってな……

　自動修理装置は動いてるから、ほっときゃあいつかは直るんだが……計算したら、生命維持装置ライフ・システムの修理が終わるより、艦内の空気が尽つきる方が早いことがわかった。

　──着艦と、空気の補給を頼たのみたい──」

「…………」

　ケインのことばに、管制官は困った表情を浮かべた。

　たしかに航宙法では、遭そう難なん者しやなど、ＳＯＳを発しているものへの救助は最優先とされている。

　しかし彼らにしてみれば、関係のない人間を『ケルビム』に入れたくはない、という気持があるのだろう。

「──なあ。頼むよ。

　何もタダで修理してくれとか、その中を見物させてくれ、なんてムチャは言わねーよ。

　ただ、直るまでのすこしの間着艦して、空気を分けてくれさえすりゃいいんだ。もちろんそのぶん、礼もちゃんとする。

　なんだったら着艦している間、オレたちはこの船から一歩も出なくってもかまわねえから。

　頼む！　かなり息も苦しくなって来てるんだ！」

『……ちょっと待ってろ』

　さすがにむげに断わるわけにもいかないと思ったのか、管制官は席を立ち、しばし画面から姿を消した。

　おそらく、上の人間に、お伺うかがいを立てに行ったのだろう。

　待つことしばし。

　やがてふたたび管制官が、画面の中に現われて、

『──わかった。艦かん籍せきを確認の上、着艦を許きよ可かする。十五番ゲートに着艦してくれ。

　明りとビーコンで誘ゆう導どうする』

「感かん謝しやする。──だが、航行関係の制せい御ぎよシステムもトラブってるもんでな。こっちは手動でやらせてもらう。誘導はライトだけでいい」

『……ボロボロだな……大だい丈じよう夫ぶなのか？　手動なんかで？』

「なんとかするさ……それじゃあ、よろしく頼む」

　言ってケインは、ディスプレイの映像を切り替かえた。

　鈍にぶくかがやく『ケルビム』の表面に、点々と、光の道どう標ひようが伸のびていた。




「──いやぁ、大変な目に遭あわれたようですねぇ」

『ソードブレイカー』から降り立ったケインとミリィを迎むかえたのは、まだ若い、スーツ姿の男だった。
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　二十五、六といったところだろうか。グレイの髪かみに、やや細身の、整った顔立ちの男だった。

　彼に対するまわりの人間の態度から見て、かなり地位の高い人間なのだろう。

　結局『ケルビム』がわの方は、さすがにケインたちに『船の中から出るな』などと言うわけにもいかなかったのか、ケインとミリィの二人を、『ソードブレイカー』が着艦したドック近くにある休憩室レスト・ルームへと案内した。

「ギッシュ＝ハワードといいます。一応この『ケルビム』の、警備部門の責任者を勤つとめています」

　握あく手しゆを求められ、ケインは右手をさし出した。

「ありがとうございます。助かりました」

「──最初にお断わりしておきますが、この『ケルビム』は、わが社の研究施し設せつでして──」

「ええ。存じてます。──不用意にあたりをうろつき回ったりはしませんから、ご安心を」

　言ったミリィに、ギッシュは笑えみを送り、

「ご理解いただいてありがとうございます。

　──しかし、一体どんな事故だったんです？」

「なぁに。うちのバカ・コンピューターがイカれちゃいましてね」

　ケインは小さく肩かたをすくめ、キャナルが聞いたら、本気で生命維持装置ライフ・システムを止めそうなセリフを吐はいた。

「あっちこっちボロボロですよ。

　イカれたのが中ちゆう枢すうの中の中枢だったもんで、自動修復装置もロクに作動しない。

　マニュアル首っ引きで、なんとかぶっ壊こわれてたチップを取り替えて、あれやこれややってるうちに、こんなことになっちゃいましてね。

　──まあ、日ごろのメンテが悪い、と言えばそれまでですけど」

「こちらにはお仕事で？」

「ええ。──まあ、こういう商売なもんで、詳くわしくはお話できませんけどね」

　ギッシュはしばらく、ケインたちと、当たりさわりのない話をしたあと、やがて、用があるから、と席を立った。

　残された、ケインとミリィがなすべきこと──

　それは、時間が来るのを待つことだった。




「結局あの二人、おかしな動きは特になし、か」

　──どうやら思い過ごしだったようだな──

『ケルビム』の数ある管制室のひとつで、ギッシュは内心つぶやいた。

『ソードブレイカー』が着艦してから、およそ二時間ほどの後。

　生命維持装置ライフ・システムの修理は終わったから、と、ケインとミリィの二人はふたたび『ソードブレイカー』に乗り込み、『ケルビム』を発たつこととなった。

　──はじめはギッシュも、ケインたちを、産業スパイか何かではないかと疑い、休憩室レスト・ルームにいた二人を、隠かくしカメラで監かん視ししたりもしていたが、別に変わった様子はなし。

　雑誌を読んで、コーヒーをすすり、ケインが一度、トイレに立った。

　──念のためにと、あとでトイレを調べさせもしたが、やはりどこにも異常なし。

　むろんその間、『ソードブレイカー』の方も、ドック内のカメラで監視を続けた。

　しかしこちらも変化はなかった。

『──こちら『ソードブレイカー』ケイン＝ブルーリバー。発進準備完了』

　やがて、『ソードブレイカー』からの通信が入って来た。

　画面には、コックピットについたケインと、その後ろにミリィの姿が映っている。

「こちらギッシュです。──もういいんですか？」

『──ええ。生命維持装置ライフ・システムはもう完全に。航行システムの方は、まだちょっと頼りないんですけど、まあ、だましだましやっていきますよ。

　慣かん性せい航行で漂ただよってるうちに、そっちの修理も終わるでしょうし。

　あまり長なが居いするわけにはいきませんから。

　──それで、お世せ話わになったお礼というか、ドックをお借りした代金ですけど……』

「なぁに。結けつ構こうですよ。代金なんて。

　たいしたことをやったわけじゃあありませんからね。

　けどもしも、どうしても、とおっしゃるんでしたら、こんど宇宙船ふねの備品をお買い替えになる時は、うちの製品をお願いします」

　言って営業スマイルを浮かべるギッシュ。

　やがてドックのハッチが開き、ディスプレイの中、ゆっくりと、たよりない動きでドックから漆しつ黒こくの空間へと上昇してゆく。

　やがて、『ソードブレイカー』が、ハッチから外に出たその時。

　推進器バーニアの操作でも間違えたか、一瞬船体が、ぐらりっ、と大きく傾かしいだ。

「──ぶつかるっ!?」

　管制官の一人が思わず声を上げた。

　しかし『ソードブレイカー』は、間かん一いつ髪ぱつ、別のバーニアを噴ふかして体勢を立て直した。

「──大丈夫ですか？」

　ギッシュの送った通信に、ふたたび画面にケインとミリィの姿が映り、

『……いや……いろいろ心配かけまして……まだ少々調子がおかしいみたいですけど──なんとかなります』

「それならいいんですが……」

　やがて、『ソードブレイカー』は、多少よろよろしながらも、バーニアを噴かせて『ケルビム』から距離を取る。

　管制室のレーダーに、船影が小さな点として映った。

『それでは『ソードブレイカー』、発進します』

「よい航海ボン・ボヤージ」

　ギッシュのことばに、画面の中のケインは軽く手を振り、通信を切った。

　そして、レーダーに映った光点は、ゆっくりと『ケルビム』から遠ざかって行った。




　──その頃──

　ケインとミリィの二人を乗せた小型ポッドは、『ケルビム』の表面、数メートルほどのところを漂ただよっていた。

　もとより、『ソードブレイカー』の故障など、嘘うそだということは言うまでもない。

　二人は『ソードブレイカー』に乗り込むなり、船の下に接せつ舷げんされたシャトルの脱出用兼作業用のポッドに乗り込んだ。

　発進の間、ギッシュとのやりとりを交わしていたのは、キャナルが造り出した、ただのリアルな音と映像である。

　発進後、キャナルは、わざとよたよた船体を操あやつって、ハッチから出たその瞬間、コントロールを乱したふりをして、ドック内のカメラが捕とらえることのできない位置から、二人の乗ったポッドを射出したのだ。

　エネルギー反応が探知されないよう、空気圧を使って。

　おそらく『ケルビム』のレーダーは、その表面からすこし──おそらく、数十メートル以上離はなれたものにしか反応しないだろう。

　でなければ、『ケルビム』自身からつき出した区画や構造材などにまで、いちいち反応することになる。

　まず正面から入り込み、無害な相手と信じ込ませ、発進のその瞬しゆん間かん、小型ポッドでレーダーの死角に入り込み、どこかのエア・ロックから内部へと忍しのび込む計画だった。

　ケインは、空気圧を使ってポッドを慎しん重ちように操作する。

　もしも距きよ離りを取りすぎて、レーダーにでも引っかかろうものなら、流星と判断され攻撃されるか、あるいは侵入者と看かん破ぱされて捕つかまるか、いずれにしろ、ロクな未来は待っていない。

「……だいじょーぶ？　ケイン？」

「操そう縦じゆうの方ならなんとか大丈夫だ」

　闇やみの中、不安な声で問うミリィに応こたえるケイン。

　この瞬しゆん間かんに、『ケルビム』の中から、こちらに目をやっている人間はいないとは限らない。となれば、ポッドに光を灯ともせばすぐさま見つかるだろう。

　今、ポッドの中には、操作部をほのかに照らす、淡あわい明りが灯っているだけである。

「操縦は大丈夫だが──

　問題は、こん中の空気がなくなるまでに、エア・ロックが見つかるかどうか、だな」

「──おどかさないでよ……

　ここの見取り図とか、手に入んなかったの？」

「五、六年前の図面なら手に入ってるんだけどな……

　どーやらそれから、かなり無む節せつ操そうな増設や改装やってるみてーだからな。その頃の図面なんてアテにならねぇ──っと……？」

　ケインの目が、銀色の地平のある一点を向いた。

「──あれ、エア・ロックじゃねーか？」

「どれ？……よくわかんないけど……？」

「とにかく、近づいてみる」

　ケインはポッドを操作して、ゆっくりとそちらへと向かった。

「──あ！　ほんとだ！　エア・ロックだ！

　いい目してるわねー、ケイン」

「喜ぶのは早いぞ。一体どこに何があるのか、全然見当がつかねーんだからな。エア・ロックを見つけて入ったのはいいが、警備室のすぐ隣でした、なんてこともあるかもしれねーぞ」

「……といっても、迷ってられるほど、時間に余よ裕ゆうがあるわけじゃあないんでしょ？」

「まーな」

　ケインはエア・ロックにポッドを近づけ、作業用アームで、ハッチのそばの、作業用フックを引っかける金具を掴つかんだ。

「──行くぞ」

「オーケイ」

　二人とも、すでに宇宙服は着込んでいる。あとはヘルメットをかぶり、いろいろな道具や、長期戦にそなえて携けい帯たい食料などの入ったケースを持って、準備は完了である。

　ミリィが指で準備オーケイのサインを出したのを確かめてから、ケインはポッドの機能を停とめて、ハッチを開いた。

　がくんっ。

　外に噴き出した空気の圧力で、ポッドが一瞬後ろに揺ゆれる。

　噴き出た空気の流れに乗るように、ケインとミリィはポッドの外──虚きよ無むだけがひろがる宇宙空間へと出た。

　舞まうように、踊おどるように。二人は宙を漂ただよって、エア・ロックへとたどり着く。

　壁へき面めんの開閉レバーを操作して、開いたハッチから、二人は『ケルビム』の中へともぐり込んだ。

　──いよいよ、これからが本番だった。




「……ん……？」

　制せい御ぎよ盤ばんに灯った信号を目にして、その係員はわずかに眉まゆをひそめた。

　全長百キロに近い『ケルビム』の巨体すべてを、一か所の制御室で管理することは不可能である。

　結果、『ケルビム』をいくつもの区画ブロツクに分けて、それぞれに区画制御室を置き、さらにそれらすべてを統とう括かつする、主制御室が設もうけられている。

　その区画制御室のひとつで、それは起こった。

「──どうした？」

　同どう僚りようの問いかけに、係員は制御盤に灯るランプを指さして、

「Ｂ─〇六のエア・ロックが作動してるんだ。──使用届とどけは──出てないよな」

「……と、思うが。──ちょっと待て」

　同僚は、目の前のキーボードを叩たたき、

「──出てない。とすれば故こ障しようか誤ご作さ動どうか……」

「侵入者──ってこともあるかもしれねえぞ」

「まさか。──しかし何にしても、無視するわけにはいかんな。とりあえず、行ってみるしかないな」

　ほかの同僚にその場を任まかせ、二人は制御室をあとにした。

　メインの広い通路を通り、作業用の細い通路に入る。工具室の前を通り、二人はやがて、問題のエア・ロックの前へとやって来た。

　第一の扉とびらを開けば、ちょっとした広さの部屋の中、左右の壁かべに、合計一ダースほどの宇宙服が吊つり下げられていた。

　ここで宇宙服を着て、向かいがわのドアから気密室へと入り、気密室の空気を抜いてから、さらにその向こう──内と外とを隔へだてる隔かく壁へきから、宇宙空間へと出ることができる。

　気密室へと続くドアのアクリル窓から、部屋の中をのぞいてみるが、異常がある様子はない。

　外への隔壁も閉まっているし、ドアの横にある操作盤で、中の様子を探っても、空気漏もれなどの異常は見当たらない。

「……おかしなことはないが……」

　係員のひとりはつぶやいて、やはり壁の通話機で、管制室を呼び出してみる。

「エア・ロックに着いた。別に異常はないようだが……」

『異常なし？──しかしこっちは、いまだにエア・ロック作動中の信号が出てるぞ。

　お前らまさか、別のエア・ロックに行ってるんじゃないだろうな？』

「ばか言え。間ま違ちがいなくＢ─〇六だ。……本当にそっちじゃあ、作動信号が出てるのか？」

『ああ。作動ランプがさっきからずっと灯つきっぱなしだ』

「さっきからずっと？……とすると、センサーの故障か……確かめてみる」

　それでも一応宇宙服を着てから、気密室の扉を開けて中へと入る。

『──これじゃないのか？　ひょっとして!?』

　やがて、室内と宇宙を隔てるハッチを調べていた片方が、ヘルメットの無線を入れて、声を上げた。

　彼の指さしたところに、もう片方が目をやれば、隔壁に取りつけられた小さなセンサーが、取りつけビスのゆるみのせいで外れかかっている。

『……何だ……こいつのせいか？』

　センサー、といっても、それほど複雑なものではない。隔壁が動けば、センサーとハッチとの接触が外れ、エア・ロック作動中の信号が出る、というだけの、ごく単純な安物である。

『何かの拍ひよう子しにこうなって、接触が外れただけのことか……』

　係員は、言って安あん堵どの息をついた。

　──自分自身の言った『何かの拍子』というのが一体何なのか、などと深くは考えもせずに。

『……この程度の故障なら、おれでも直せるな。あとで整備の連中に文句言ってやろうぜ』

『酒の一いつ杯ぱいもおごってもらうか。……全く……人さわがせな……』

　苦笑を浮かべ、二人は顔を見合わせた。

　──かくて、この一件は、保安部長のギッシュの耳には入らぬままで終わる。




　エア・ロックのうち一つで、そんな小さな騒さわぎが持ち上がっていたその頃──

　センサーの接触が外れた原因こと、ケインとミリィの二人は、どことも知れぬ通ダ風ク孔トの中をずりずりはい進んでいた。

　センサーの取りつけビスをゆるめたのは、言うまでもなく故意に、である。

　宇宙に浮かんだ施し設せつで、エア・ロックが作動して、誰も気づかないわけはない。

　しかし普通の人間は、ビスのゆるみ、という単純な原因がわかった時点で、そこで納なつ得とくしてしまう。

　なぜそんな単純な故障が起こったか、などと考えはせずに。

　二人はセンサーに細さい工くをしてから、急いで宇宙服を脱ぬぎ、近くの通ダ風ク孔トにもぐり込んだのだ。

　むろん、脱いだ宇宙服や、道具類の入ったケースとともに。

　一応今後のおおまかな手順だけは決まっていた。

　案内図があるならそれを見るなり、なければここの内部のコンピューターに、ミリィが強制侵入ハツキングするなりして、まずこの『ケルビム』の大ざっぱな見取り図を手に入れる。

　あとはその中から、戦せん艦かんを格かく納のうしておくことができるほどの大きさのドックをピック・アップし、そこを順に回ってみるのだ。

　ただ問題なのは移動の方法である。

　なにしろこの『ケルビム』は最大長百キロ近く。宇宙の規き模ぼでモノを見るなら、それほどたいした大きさでもないが、人が移動するには大きすぎる距離である。

　──むろん、高速通路や各種交通機関など、設置されてはいるのだろうが、それをケインたちが安心して利用できるかどうか、となれば、それは別問題だった。

「……さてと……ここらでひと休みといくか……」

　通つう風ふう孔こうの分ぶん岐き点てん、やや広い場所に出たところで、ケインは小さくつぶやいた。

「……ひとやすみ……って、そんなのん気な……」

　ミリィも声をひそめて言う。

　なにしろ場所が通風孔だけに、へたに大きな声で話しでもすれば、どこかに声が流れ出るおそれが大きい。

「むやみに進んでもしかたねーだろ。それより、このあとの相談だ。

　とりあえずダクトからはい出して、様子を見て、堂々と通路を行く」

「……またンなムチャな……」

「──まあ聞けよ。

　なにしろこいつは、全長百キロ近いデカブツだ。とーぜん、社員、研究スタッフ、警備員、整備員エトセトラ……合わせて一万や二万、あるいはもっとずっと多くの連中がいるはずだ。

　となりゃあ俺たち二人くらいが混じっても、めったには気づかれねーよ。

　さっき会った、ギッシュとかいうおっさんや警備員たちは、胸にネーム・プレートつけてたけど、休きゆう憩けい室しつ通りかかった社員連中はつけてなかったろ？

　と、いうことは、だ。

　一いつ旦たん入り込んじまったら、こん中は、ネーム・プレートみたいな身分証明なしでも、ある程度自由にうろつける、ってことだ。

　とーぜん社員の勤務交代時間とか、食事時間とかあるだろーから、そのあたりを狙ねらってまぎれ込めば、まず気づかれはしねーだろ」

「なるほど……

　この中で、あたしたちの顔を知ってるのは、さっき会った警備のひとたちや、管制室のひとたちだけ。

　あっちの方に不用意に近づいたりしなけりゃ、まあだいじょーぶだろう、ってことね」

「そういうことだ」

「……けどケイン、かりにその案で行くとしても、よ。

　──マントだけは外しといてね」

　ミリィの要求に、ケインはかすかに、不満の表情を浮かべたのだった。




　交代の時間を報しらせるサイレンがあたりに鳴り響ひびき、『ケルビム』の通路は、あっという間にごった返した。

　自分の居住区へと戻る者、食事をとりに出かける者、どさくさにまぎれてサボる者。

『ケルビム』の内部を行き交うリニア・モーターレールは、ひっきりなしに人を乗せては吐はき出して、高速移動通路ムービング・ロードには、すき間なく人が並んでいる。

　その大量の人ごみに混じって、ケインとミリィの姿はあった。

　当然私服姿なのだが、私服姿は、二人に限ったことではない。

　いや、むしろ、ビジネス・スーツを着込んでいる者の方が少ないくらいだった。

　ここで勤つとめる者にとっては、この『ケルビム』は、職場であると同時に生活の場でもある。プライベートな時間にまでビジネス・スーツを着ている者など皆かい無む──とはいかないまでも、少ないことは事実だろう。

「しかし……思ったよりも人、多いな。ン万人、って言ったが……ひょっとしたら十万単位の連中がいるかもしれねーな」

　あたりをさりげなく見渡しながら、ケインは小さな声で言う。

「……けどちゃんと町になってんのねー。この中って」

　コンビニ、ブティック、レストラン、娯ご楽らく施設などもある。

「ねー、見て見てケイン、ふーぞくまであるわよ。ほらほら、あそこ」

「……こらっ、珍しそーにきょときょとするんじゃないっ！　怪あやしまれたらどーするんだっ!?

　そりゃあ、みんなここで暮してるんだからな。いろんな店だってあるわな。

　──たぶん、店のほとんどは、『ウィスプ』の息がかかってるだろうけどな」

　ことばの後半は、さらに小さなつぶやきになる。

　この『ケルビム』で戦艦の密造などをやっているのなら、当然組織の人間も、かなりの数が、何らかの形でここに入り込んでいるはずである。となればあまりそういった話を大声でするわけにはいかない。

「なるほど。資金源にもなってる、ってわけね。

　──あ！　ケイン！　あそこ？」

「……何だ……？　今度は……？」

「情報サービスの端たん末まつだと思う。──たぶん、あたりの地図とか入ってるはずよ」

　ミリィが目で指すその先には、広場のまん中のオブジェだかモニュメントだかに寄より添そうように設置された、数台の端末があった。

「──おし、行ってみようぜ」

　二人は人の波を渡って、広場中央の端末へと近づく。

　ディスプレイには、『ケルビム情報サービス』のタイトルと天使のマスコット・キャラクター、『スタート』の文字とが表示されている。

　その『スタート』と表示されている画面部分に指先でかるく触ふれると画面が切り替わり、いくつかのメニューが表示された。

　娯楽、食事、趣しゆ味み、スポーツ、エトセトラエトセトラ……

　並んだ数あるメニューの中から、ミリィは『地理・交通』を選ぶ。

　さらにいくどか似たような手順を踏ふんだのち、やがて画面には、『ケルビム』の概がい略りやく図ずが映し出された。

　──しかし。

「……役に立たねーな……これじゃあ……」

　横から画面をのぞき込み、ケインはため息といっしょにつぶやいた。

　いびつな球形をした『ケルビム』の、そのほとんどを『研究・業務施し設せつ』が占しめ、その巨体のあちこち、二十か所にわたって『生活区域』が、文字通り点在していた。

　ケインたちが今いるここは、第十六生活エリア。

　人が思ったより密集しているのも、ここが生活エリアだからに他ならない。

　おそらく、業務だの研究施設だの工場だののところには、それほど人はいないだろう。

　──監かん視しカメラの目はあるだろうが。

　各生活エリアの地図なら、かなり詳くわしい部分まで、この端末で検けん索さくすることができるのだが、研究、業務の施設に関しては、おおざっぱに区切られた区画に『第十一業務施設』などといった、いいかげんな表示があるだけで、どこが警備でどこが研究施設でどこが工場なのか、その程度のことさえわからない。

　災害時の、研究施設内からの避ひ難なん路ろの表示くらいはあってもいいようなものだが、しかしそれさえ見つからない。

　あるいはそういったものの情報は、その各施設内にでもあるのだろうか。

「……となりゃあ、やっぱしあの手しかねーな……」

　つぶやくケインは、ミリィにゆううつな顔で小さくうなずいた。

「……どっかのコンピューターに強制侵入ハツキング……ってわけね……」




　人工の星、『ケルビム』に夜はない。

　すべての業務が交こう替たい制で行なわれ、各施設は実質、休むことなくフル稼か動どうしている。

　商店街さえ、同じようなものを扱う二つの商店街が、並んで営業しており、片方が開店している間はもう片方は店のシャッターを閉めている。

　ここに住む人々にとっては、自分の業務受け持ち時間が終了し、家や寮りように帰ってベッドにもぐり込み、明りを消してから、次に目ざめるまでが夜なのだ。

　そこが、ケインとミリィにとって頭の痛いところだった。

　惑ほ星しの上にある町ならば、自然の夜と昼がある。それに合わせて人々は動き、当然夜には、人の目も少なくなる。

　そこを狙ねらい、闇やみにまぎれて──などというテが使えるわけだが、始終バカみたいに明るいこの『ケルビム』の中ではそういうわけにはいかない。

　なおかつ、各施設の中に忍しのび込む、というのもむずかしい相談だった。

　惑星の上にある会社になら、自動販はん売ばい機きのサービス員とか何かの設備のセールスマンを装よそおって入り込む、というテも使えるが、ここは、宇宙のただ中に浮かぶ、ウィルキンス社というひとつの会社の所有物である。

　そんな中にいきなり、聞いたこともない保険会社のセールスマンか何かが現われでもしようものなら、ふつうはとことん怪あやしまれる。

　──そこで結局。

　二人はごく基本的なテを使うことにした。

　この『ケルビム』は、一部には岩がん塊かいのままの部分もあるだろうが、その大部分は人工物である。区画を隔へだてる壁かべと壁との間には、構造材や通ダ風ク孔トやエネルギー供給チューブなど、いろいろなものが這はい回っている。

　となれば、場所にもよるが、人が入れるほどの空くう隙げきはある。

　その空隙の中を、ケインとミリィの二人は、手にしたライトの光を頼たよりにずりずりと這い回っていた。

　あのあと。

　あたりで簡単な食事をとってから、ふたたびダクトの中へととって返し、しばらく進んだあとで、ケインがサイ・ブレードでダクトの一部を切り裂さき、構造材の林の中へと這い出したのだ。

　──サイ・ブレードというのは、人の精神力を利用して、エネルギーの刃やいばを生み出す武器である。

　刃を、エネルギー銃じゆうのように飛ばすこともできるのだが、銃に比べて使い勝手が悪く、結局、あまり普ふ及きゆうはしていない。

　しかし、今ケインがやったように、レーザートーチ替わりに使うことなどもできるおかげで、宇宙軍ユニバーサル・フオースの白兵部隊などで採用されている。

　ケインがこれを持っているのは、もっぱら趣しゆ味みだから、であるが。

　二人は、はっきり言って自分たちでもよくわからない場所を、腹はら這ばいになって進んでいた。

「……けどケイン……なんでこんな狭せまいとこ行くのに、わざわざまたマント着けてんのよ……あんたは……？」

　後ろからミリィの問いに、ケインはずりずり進むペースをゆるめずに、

「ここなら他人の目もねーから、マント着てても怪あやしまれないだろ？」

「……いや……怪しい怪しくない、って問題じゃなくてね……」

「マントなけりゃ落ち着かねーじゃねーか」

「……あ……そう……」

「──ミリィ、これじゃねーのか？」

　ケインは進むのをやめて、場所を後ろのミリィに譲ゆずる。

「──どれどれ……」

　つぶやいて進んだミリィの前に、ランプの照らす、小さな光の輪の中に、ひとつの接続器コネクターにつながったコードの束たばがある。

「……大ビ当ンりゴ、よ」

『ケルビム』の壁や天てん井じようの中を、縦横に伸のびた、コンピューター・ケーブルのターミナルだった。

　ここに接続されたコードをひんむいて、持ってきたハンディ・パソコンと無理矢理つないで強制侵入ハツキングする、というわけである。

　ミリィは早さつ速そく作業にかかった。

　コードの皮ひ膜まくをカッター・ナイフで削けずり取り、中の銅どう線せんをむき出しにする。

　ケインの手にしたライトで照らし出された中、やがて、ハンディ・パソコンとの接続も終了し、ハッキングの作業に移る。
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　白い指先がキーボードを叩たたき、何やらつぶやき、しばし待ち、またもやキーボードを叩く。

　はたで見ているケインには、一体何をどうやっているのかさっぱりわからない。

　やがて突とつ然ぜん、ミリィは手を止め、硬こう直ちよくした。

「……どうした？」

　問いかけるケインに、彼女はしばし沈ちん黙もくしてから、

「……ハッキングには成功したわ……各施設の地図データを、こっちに吸い上げてるところよ……」

「へえ。なかなかやるもんだ」

「……けど……」

「けど？」

　ミリィはさらにしばし沈黙してから、やおらにっこりほほえむと、

「……たぶん……向こうに、ハッキングしてるのがバレちゃったみたい♡　てへっ♡」

「『てへっ』じゃねーだろーがぁぁぁぁっ！」

　思わず上げたケインの絶ぜつ叫きようが、構造材の間にこだました。








　ケルビム




「ハッキングされている、だと!?」

『ケルビム』の中心部分近くにある、第一警備室の中、部下からの連絡を受けて、ギッシュは声を荒げた。

　彼の頭にちらりっ、と、何時間か前にここに立ち寄った、『ソードブレイカー』とかいうなんでも屋の宇宙船ふねのことが頭をかすめた。

　やはりあの連中がからんでいるのか、たまたま偶ぐう然ぜん、このタイミングで、あの宇宙船ふねとは全く関係なく、すでにもぐり込んでいた何者かが活動をはじめただけか。

　──しかしそのどちらだとしても、ほうっておくわけにもいかない。

「回線を閉じることはできんのか？」

　部下の顔が映し出されたディスプレイに向かってギッシュは問いかけた。

『無理です。このあたりの業務が麻ま痺ひします』

「なら、相手がどこにいるかはわかるか？」

『はあ、それが……どの端たん末まつが使われているかはわかったのですが……』

「──それで？」

　歯切れの悪い部下のことばに、内心のいらだちを隠かくそうともせず彼は尋きく。

『確認しましたが、問題の端末は、今、使用されていません。つまりハッカーは、壁かべの裏か天てん井じようの裏あたりから、ケーブルに直接接続して、そこからハッキングを行なっているようなんです』

「そこまでわかっているなら当然、もう警備の連中はさし向けたんだろうな？」

『………………』

「さし向けろ！　今すぐにだ！　なんとしてでもハッカーどもを捕つかまえろ！

　私も今からそっちに行く！」

『わ……わかりまし……』

　ぶつっ。

　部下の返事を終わりまで聞かず、ギッシュは通信を切った。

　──手て際ぎわの悪い馬ば鹿かどもが！　ここがどれほど重要か、本当にわかってるのか!?

　内心毒づきながら、ギッシュは数名の部下を引き連れて、警備室をあとにした。

　ギッシュ自身は重じゆう々じゆう承知している。この『ケルビム』が、どれほど重要な場所か。

『ウィルキンス社にとって』ではなく、『ウィスプにとって』だが。

　ある場所──それがどこなのか、ギッシュは聞かされていなかったが、とにかくどこかから発見された遺い失しつ文明の手になる宇宙船、遺失宇宙船ロスト・シツプと呼ばれるものが、この『ケルビム』の中に収納されている。

　そして、その技術を解かい析せき、模も倣ほうして造られた宇宙戦闘艦の群れもまた。

　さすがに解析不能の部分や、技術的に模倣不可能な部分もあり、ここで造り上げたコピーの方は、性能ではオリジナルに遠く及ばないが、それでも現い在まある普通の宇宙船ふねの性能をはるかに凌りよう駕がしていた。

『ウィスプ』はこれを量産することによって、他の組織を壊かい滅めつ、制圧、併へい合ごうし、やがては『ナイトメア』にとって変わって、銀河の裏社会を牛ぎゆう耳じるつもりだった。

　しかし──である。

　ある日、ラグルド社が特とつ許きよを申しん請せいした、照準機の設計に、彼らは驚きよう愕がくした。

　見るものが見ればすぐにわかる。それもまた、遺失宇宙船ロスト・シツプの模倣技術だったのだ。

　おそらくラグルド社も、何らかの形で遺失宇宙船ロスト・シツプを手に入れ、その技術を、商業的に独どく占せんしようとしている──

『ウィスプ』のトップはそう判断した。

　いくら遺失宇宙船ロスト・シツプのコピーを数多く造っても、その技術が、世間に流れ出したのでは優位に立つのは無理である。

　だからこそ、ラグルド社という会社の存在そのものを、コピーの戦艦を使って消し去ったのだ。

　実じつ践せんテストをも兼ねたその襲撃で、『ウィスプ』の艦隊は、予想通りの成果を上げた。

　並みのレーダーからは、ほぼ完全に姿を隠し、星間警察ユニバーサル・ガーデイアンを軽く下し、宇宙軍ユニバーサル・フオースの艦隊さえも手玉に取った。

　──これなら、裏社会だけでなく、表まで手に入れようと思えばできるんじゃないか？

『ウィスプ』のトップ・メンバーの一人に、冗じよう談だん半分ながらにそう言わせたほど、満足のいく結果だった。

　あとは、コピーの戦艦を一いつ隻せきでも多く造り上げ、行動を起こす時を待つのみ。

　少なくとも、『ウィスプ』が銀河の裏社会すべてを手に入れるその日まで、ここ『ケルビム』の秘密は守り通さねばならない。

　そのためにこそ、『ウィスプ』で五本の指に入る彼──ギッシュが、この『ケルビム』に送り込まれて来たのである。

　むろん彼だけではない。研究員の中にも、業務員の中にも『ウィスプ』のメンバーは数多くいる。

　警備員や管制室のスタッフなど、制服に身を包んではいるものの、全員が組織のメンバーである。

　連絡を入れて来た警備員も、そして今、ギッシュに従い、ついて行く部下たちも。

　ギッシュは内心のいらつきを抑おさえながら、高速チューブへと乗り込んだ。




「……まだか!?」

　ケインのややいらついた声が、闇やみの中に小さく響いた。

　この場所には、当然空調など働いてはいない。空気はよどみ、油くさいにおいがどこからともなく漂ただよい、しかも闇の中、おまけにいつ追おつ手てが来てもおかしくない。

　この状況でゆったりしていろ、という方が無理である。

「まだよ」

　しかし答えたミリィの声は、落ち着いたものである。

　むろん彼女とて、焦あせっていないわけではないが、焦ってもしかたのないことを重々承知しているのだ。

　今は、地図のデータを吸い出しているまっ最中、早い話が待ち時間である。

　あとどれくらいの時間がかかるのか、正直言ってミリィにもわからない。『ケルビム』のコンピューターとこちらのハンディ・パソコンの性能、プログラムの内容や密度によって、時間はかなり違ってくるはずである。

　……ゔ……ん……

　どこか遠くで、何かの音が聞こえたような気がした。

　壁へき材ざいは完全防音である。となればその向こうの音ではない。

「……追手……だな」

　苦い口く調ちようでつぶやくケイン。

「ケイン！　明り消して！」

「いいのか？」

「いーのよ！　あとは待ってるだけなんだから！　それより、相手に見つかっちゃう方がマズいでしょ!?」

　言って彼女は、ラップトップ式のハンディ・パソコンの、ディスプレイ部を、ぱたんっ、と閉じた。

　ディスプレイからの光が出口を失い、あたりは闇に閉ざされた。

　真の闇──というほどではない。コネクターやら何かのセンサー類やらの、取りつけられた機器の小さなパイロット・ランプが、闇夜に光る獣けものたちの目のように、あちらこちらに灯ともっている。

　とはいえむろん、十分な光量とは言えず、闇に目が慣なれれば、近くにひそむ相手の影かげくらいは見分けられる、といった程度のものである。

　闇の中で、あたりを見回すケインの目に、ちらりっ、と一瞬、遠くに瞬またたく光が見えた。

　おそらく、追手が手にしたライトの光だろう。

　そちらにしばらく目を向けるうち、やがて今度ははっきりと、ライトの光が閃ひらめいた。

　それも、二つ、三つと数を増して。

『……ちくしょう……なんだってオレたちが、こんなネズミみてぇなまねしなくちゃならないんだ……』

『知るかよ。くそっ。産業スパイだか何だか知らねえが、見つけたらボコボコにしてやろうぜ』

　そんなことばのやりとりが、狭せまい空くう隙げきに反はん響きようし、ケインの耳に届とどいて来る。

「──まだなのか!?　ミリィ!?」

　せっついてもムダなこととは知りつつも、小さく声をかけるケイン。

　──まだだってば。

　そう応こたえようとした彼女が口を開くより早く。

　ピピピッ。

　小さな電子音が流れた。

「──終わったわ！」

　言ってミリィは、むしり取るようにコードの接続を外した。

『……なあ、今、どっかで聞こえなかったか？』

　今の電子音が聞こえたか、追手たちの声が響ひびく。

『聞こえた……ような気がする。アラームみてぇな音だったが……』

『けどよ、どっちから聞こえたんだ？』

　音が反響して、方角が掴つかめなかったらしい。ライトの光がやみくもに、ちらちらと四方を照らし出す。

　光は一瞬、ケインとミリィをかすめたが、追手たちが気づいた様子はない。

「……行くぞ」

　言ってケインは、追手たちとは逆の方向へ這はい進みはじめた。その影を追ってミリィもついてゆく。

　狭い上に視界も悪く、あたりには、コードやパイプやらがはりめぐらされ、進みにくいことはなはだしいが、それは追う方とても同じことである。

　ただ問題は、地の利は向こうにあることだった。

　正直言ってケインもミリィも、自分たちが今、一体どこをどう進んでいるのかさえもわからない。

　とりあえず、二人がやみくもに前進するそのうち──

　一条の光が二人の視界をよぎった。

　──まっ正面から。

『何か動いたぞ！』

　どこからか声が聞こえてくる。

「……別動隊か……!?　ミリィ！　左へ方向転てん換かん！」

「わかったわ！……けどなんで左なわけ!?」

「根こん拠きよなどないっ！」

　自信たっぷり言うケイン。

　ミリィは、よほどツッコミを入れてやろうかとも思ったが、そんなことをやっている場合ではない。

　二人はしばらくあたりを這いずり、逃げ回る。しかしどうやら相手はかなりの人数を出しているらしく、行く先々に、ケインたちの姿を求める明りがちらつく。

「……まずいわね……このままじゃあ時間の問題よ」

「えぇいっ！　こーなったら、どっかそのあたりから外にでも出てみるかっ!?」

「無む茶ちやよ！　どこに出るかもわかんないし、追って来る連中にもこっちの場所がバレちゃうし！」

「いったん出ちまえば、追手の方はなんとかできる！

　とにかくこうなったら、いちかばちかだ！」

　言ってケインは、ウエスト・ポーチにおさめていたサイ・ブレードを取り出した。

　額ひたいにバンダナをつけ、増幅器ブースターはポーチにおさめたまま、発はつ振しん器きを手にする。

　ヴィッ！

　一いつ瞬しゆんだけ刃やいばを生み出し、床──いや、天井材に小さな穴あなを開け、そこから外の様子をのぞき見る。

　その下は、資材倉庫か何かだろう。薄暗くだだっ広い空間に、大小さまざまな箱が山積みにされていた。あまり使われていないのか、あたりに人の姿はない。

　床までの距離は、ざっと七、八メートルといったところだろうか。

「おしっ」

　うなずいて、ケインはふたたびサイ・ブレードの刃を生み出し、天井材に直径六、七十センチほどの円を描く。

　ただし天井材を完全に切り抜きはせず、数センチだけ、つながった部分を残したまま、そこの部分を外に向かって押し開く。

　ちょうど、カンキリでカンヅメのフタを切り開いたような状態である。

『──光が見えたぞ！　ライトの光じゃなかったぞ！』

『スパイどもか!?　あっちだ！』

　サイ・ブレードの輝かがやきを目に止めたのか、闇の奥から追手たちの声がする。

「ミリィ！　そっから下に出ろ！　監視カメラがあるはずだから、一応顔は隠しとけ！」

「わかったわ！」

　言って彼女は、ポケットから出したハンカチで、顔の鼻から下を覆おおい、ひょいっ、と穴から下をのぞき込み──

「ムチャ言わないでよぉぉぉぉっ！」

　思わず半泣きの悲ひ鳴めいを上げた。

「こんなとこから降りたらへたすりゃ死んじゃうでしょーがっ!?」

「だいじょーぶだって！　暗いから実際より高く見えるだけだ！　いーから急げ！」

「だいじょーぶなわけ……」

　なおも言いかけて、ミリィはふと気がついた。

「──なるほど。わかったわ」

　言って、穴のそばまで這い寄ると、足の方から先に、するりっ、と穴から外へ飛び出した！

　七、八メートル──およそ二階建てのビルの屋上ほどの高さから地面までを、ミリィはふんわり降下して、とんっ、と無事に着地した。

　この倉庫、疑ぎ似じ重力発生装置が生み出す重力が、かなり低く設定してあるのだ。

　生活ブロックでは、たしかに１Ｇ──人類発はつ祥しようの地、地球とほぼ同じ程度の重力設定にしてあった。しかしこの倉庫は、おそらく運うん搬ぱんの労力を考えてのことだろう。十分の一Ｇ程度になっている。

　当然自分の体重も、いつもの十分の一程度。だからこそ、この高さから飛び降りても無事でいられたのだ。

　残ったケインはあたりを見回し、近くを走るダクトの一部を、サイ・ブレードで切り抜いて、切り放した鉄板を手に取る。

　サイ・ブレードのコードを二つに折り、輪になった方を近くの構造材に引っかけ、もう片方の端を持って、穴から下へと身をすべらせた。

　これで、ケーブルを手に、天井からぶら下がる形になった。

　細いコードがケインを支ささえ、コードを握にぎる左手に、自分の全体重がかかる。

　ふつうの重力の場所では、かなり困難なこの芸当も、重力の低いここでは、それほど難しいことでもなかった。

　彼は、こじ開けた天井材を押し上げ、ふたたびフタをした。

　フタの上から、さきほど切り取った鉄板を当て、サイ・ブレードの刃を絞しぼり、フタとそのまわりとを『溶よう接せつ』する。

　あとは、サイ・ブレードのケーブル接続部コネクターの一端を外し、左手を離すだけ。

　耳もとで風が唸うなり、そしてケインは倉庫の床へと降り立った。

　むろんケインも、降りる前に、顔の半なかばをハンカチで隠している。

　彼が床へと降り立った時、ミリィはハンディ・パソコンを取り出し、何やらキーボードを叩たたいていた。

「──行くぞ」

　言って、カンだけで走り出すケイン。

　場所もわからないのにむやみに動くのは危険だが、かと言って、ここにじっとしているわけにもいかない。

　倉庫の中は、それでも一応、申し訳程度の照明はついており、足もとが、なんとかわかる程度の明るさはあった。

　天井の隅すみに見える、赤く小さなパイロット・ランプと四角い影は、たぶん監視カメラだろう。

　監視カメラがあるとなれば、今も、警備員たちがこちらに向かって来ているはず。ゆうちょうにしているヒマはない。

「──待って！　逆よ！」

　走り出したケインの背に、ミリィの声がかかる。

「さっき引っ張り出した地理データ見ててわかったの！　そっちに行くと事務所の方、人がいるはずよ！　こっち！」

　言ってケインとは全く逆の方へと駆かけ出す。

「──なるほど」

　あわててその後を追うケイン。

　重力がふだんと違うため、走りにくいことこの上ない。

　それでもなんとか、反対がわの壁へと取りつく。

　別の区画ブロツクへと続く扉とびらは当然閉まっていた。

　カード・キーやら網もう膜まくパターンの読み取り装置やら指し紋もん読み取りのセンサーやらと、いろいろものものしいモノが横の壁についていたが、ケインは一切おかまいなしに、ドアそのものを、サイ・ブレードで切り裂さいた。

　くぐり抜けようとしてふと思いつき、ケインは、サイ・ブレードの刃を飛ばし、監視カメラを破壊した。

　入った先も、やはり何かの倉庫だった。

　取りつけられた監視カメラを、まずまっ先に撃うち壊こわしてから、次の扉へと向かう。

　その先は、宇宙船の整備工場になっていた。

　規き模ぼとしては、ごく小さなもので、宇宙船ふねが一隻、なんとかおさまる程度の空間しかない。

　二人は思わずその場に足を止める。

　ここもやはり、今は稼か動どうしていないらしく、あたりに人の姿はない。

　しかしそのかわり──というわけでもないだろうが、その空間のまん中には、黒い巨体がいすわっていた。

　──一隻の中型宇宙船が。

「……ひょっとして……これなの？　密造戦艦って……？」

「いや……たぶん違うと思う。これがそうなら、もっとあたりに人がいてもいいはずだ。

　それより、この宇宙船ふねのデザイン……どこかで見たよーな気がしねーか？」

「……そう言われれば……」

　つぶやいてミリィは、ふたたび目の前の宇宙船に目を移す。

　全長は、三〇〇Ｍ少々といったところだろうか。うすぼんやりとした照明に浮び上がったシルエットには、たしかに見おぼえがあるような気がした。

　流線形の船体を覆おおう、有機的なフォルムの黒い装そう甲こう──

「思い出した！」

　やおらミリィは声を上げた。

「ほら！　ケイン！　あれよ！　あれに似てるのよ！　ほら！　まえに戦やった海かい賊ぞくたちが使ってた！」

「…………!?」

　言われてケインは、口の中で呻うめき声を上げた。

　そうだ。間違いない。

　かつて、ラグルド社と海賊たちがからんだ仕事で、ケインたちの前に姿を現わした、一隻の黒い宇宙船。

　多少違うところはあるようだが、全体として持つイメージは全く同じである。

「……それじゃあ……まさかこいつも……」

　彼はかわいた声でつぶやいた。

「……遺失宇宙船ロスト・シツプか……？」




「奴やつら……！　あそこに入っちまいやがった！」

　ギッシュが第十五警備室にたどり着いた時、聞こえた第一声がそれだった。

　空気圧と磁じ力りよくで移動する、高速チューブを使えば、中心部からここに来るまで、およそ十五分程度。あるいはここについた時には、侵入者捕ほ獲かくの報告を聞けるかもしれない、などと甘い期待も少しは抱いていたのだが──

　どうやら事態は、彼らにとって、より悪い方向へと流れていたようである。

「──ギッシュさん!?」

　扉の開いたその音に、警備室長はギッシュの方をふり向くと、満面に、恐きよう怖ふと緊きん張ちようの色を浮かべた。

「……ギ……ギッシュさん……！　あの……」

「状況は？」

　問いかける声の中に、あきらかな怒りと軽けい蔑べつの色が含ふくまれている。

「……その……動ける連中を総動員して、壁や天井のすき間を探させたんですが……」

「現状はどうなっているか、と聞いているんだ！」

「は……はいっ！　れ……連中は今、一〇五Ｘの工場に……」

「あそこにいるのか!?」

「……あ……あの……」

「あれを見られた、ということだな!?」

　畏い縮しゆくする室長に詰つめ寄るギッシュ。

　あそこには、運び込まれた遺失宇宙船ロスト・シツプが安置してある。

　──主要部分は、研究の対象として取り外され、各研究施し設せつへと回されている。

　とはいえ、ある程度メカニックに詳くわしい者が見れば、あれが人類の技術では製作不可能なものだということは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「──ほ……他の区画ブロツクの警備室にも連絡して、人を回してもらってます！　例の倉庫にも、かなりの人数が向かってるはずですから、間もなく捕えられるはずです！」

　あわてて言いつくろう室長に、ギッシュは冷たい視線を向けて、

「『はずです』ですむか！　絶対に捕えろ！」

「……は……はい！」

「それで、そのネズミはどんな奴だ!?」

「男と女の二人組みで──今、カメラに映ってます！」

　言われてギッシュは、画面に日を移し──思わずその場に硬こう直ちよくした。

　薄暗い工場の中で、収納されている宇宙船に目をやったまま、呆ぼう然ぜんと佇たたずむ男と女。

　カメラとの距離が遠く、あたりが暗いせいで、顔立ちまでははっきりとはわからない。

　その上、二人は顔の半ばを何かで覆い隠している。

　──しかし。

　金きん髪ぱつの女と、茶色い髪かみのマントを着込んだ男。

　髪の色と性別はともかくとして、マント、などというセンスは今どきそうそうあるものではない。

「……あいつらだ……」

　ぎりっ。

　口の中でつぶやいたギッシュの奥歯が小さく鳴った。

　──しかし……あの状況で、一体どうやってこの『ケルビム』にもぐり込んだ!?

　発進してレーダーに映る時まで、連中はコックピットにいたはずだ！

　どうやったか、聞き出してみたい、という誘ゆう惑わくはあったが、今はそれより二人をどうにかすることの方が先決である。

「全警備員に伝えろ！　なんとしてもネズミどもを逃がすな！　射しや殺さつしてもかまわん！」

「……わ……わかりました！」

　室長は、ギッシュのことばをそのまま無線で皆みなに伝えた。

　画面の中で、唐とう突とつに男が我われに返り、手にした筒つつのようなものをカメラの方に向ける。

　閃せん光こう。

　そして、画面はノイズの海と化した。




「もうすぐだ！」

　もぐり込んだネズミを追う警備員たちは、問題の倉庫のすぐそばまでやって来ていた。

　閉ざされたドアの前にいる人数は、およそ十人ばかり。

　しかし他の警備員たちも、続々と、こちらに向かって集まりつつあるはずである。時が経たてば、人数はどんどん増えてゆく。

　このドアの向こうが、侵入者たちが、屋根裏から降り立ったところ──一〇三Ｄの資材倉庫だった。

　相手は二人。レーザー・トーチともエネルギー・ガンともつかぬ、おかしな武器を持っているという話だが、こちらは全員がレーザー・ガンを持ち、侵入者の射殺許きよ可かも下りている。

　しかし、その前に問題がひとつ。

　彼らのすぐ目の前にあるドアである。

　二重、三重にほどこされたロックは、外部からの侵入者を拒きよ絶ぜつし、機き密みつへ近づこうとする者の行く手を阻はばむはずだった。

　だが、侵入者が、あたりのモノを斬きりまくる、というシンプルかつ乱暴きわまる手段に出た時、厳げん重じゆうなつくりのドアは、追つい跡せき者しやにとっての障しよう害がいと化した。

　カード・キー、網膜パターン、そして指紋。それらのすべてをキャンセルしてドアを開く、マスター・キーもあるにはあるが、たかだか警備員その一その二ふぜいが、軽々しく持ち歩けるようなシロモノではない。

　今、扉の前にいる、十人ほどの警備員たちは、連絡を受けた時、たまたまここの近くにいた、というだけのものである。そんな彼らがマスター・キーなど持っている道理はなかった。

　各区画の警備センターになら置いてあるが、取りに行くくらいなら、連絡を入れて誰かに持って来させた方がはるかに早い。

　しかしこのまま、ただ扉の前でうろうろしているだけでははじまらない。結局彼らは、警備室にお伺うかがいを立ててから、侵入者と同じように、ドアを灼やき切る手段に出た。

　近くの工具室からレーザー・トーチを持って来て、さっそく作業に移った。

『──急げ！　侵入者が移動した！』

　トランシーバーからその通信が入ったのは、作業がほぼ半ばまで進んだ頃のことだった。

『一〇五Ｘから、扉を破り、一〇六Ｅに侵入、室内の監視カメラを破壊した！』

「こちちの作業ももうすぐ終わります！　終わり次第全員で突入、侵入者を捕ほ獲かくします！」

　手のあいている警備員のひとりが答えた。

　やがて、レーザー・トーチが扉を破ったのは、その前に集まった警備員たちの数が、二十人ほどにふくれ上がった頃のことだった。

「行くぞ！　逃がすな！」

　一同は、一丸となって、ドアの奥へとなだれ込んだ。

　資材倉庫をつっ切って、もうひとつ奥の倉庫も走り抜ける。宇宙船ふねの格かく納のうされている、広い空間を通り抜け、最後に侵入者たちの姿が確認された、一〇六Ｅの倉庫へと入って行った。

　やはりここにも、大小さまざまな大きさの箱が山積みにされており、死角になっている部分が多い。

「……野郎……見つけ出したらタダじゃおかねえぞ」

「何人かは入り口のところに残った方がいいんじゃねーか」

　口々に言いながら、数人はドアのそばに残り、他は思い思いに散って、奥の方へと進み出す。

「──おい！　これ！」

　声が上がったのは、間もなくのことだった。

　反対がわの扉の横──壁面に、人ひとりが余よ裕ゆうでくぐり抜けられるほどの大きさの穴が、ぽっかりと口を開けていた。

　問題の侵入者が開けたのだ、ということは想像に難かたくない。

　壁と壁との間には、人間がひとり、横向きならば、なんとか入れるほどのすき間があいている。

「……ここから逃げたか……」

　つぶやいて、一人が穴の奥の方をライトで照らし出した。

　ほとんどでたらめにつき出した、構造材やら何かのパイプやらケーブルやらが、ライトのか弱い明りを受けて浮かび出す。

　一見したところ、光の届く範はん囲いには、侵入者の姿はないようだが……

「ゴキブリかモグラみてぇな連中だな……」

　別のひとりがトランシーバーで警備室へと連絡を入れ、今の状況を報告する。

「──ドアの横の壁に、やはり大きな穴が開けられています。おそらくネズミどもは、またぞろ壁と壁との間にもぐり込んだようです」

『──わかっているならさっさと追えっ！』

「は……はいっ！」

　レシーバーの怒声に答え、彼は通信を切った。

「……なんだって？」

　問う同どう僚りように、小さく肩をすくめてみせて、

「『追え』ってよ。オレたちにもゴキブリの真ま似ねをしろ、ってわけさ」

「……ちっ……いいよな、上の連中は。モニター見て怒ど鳴なってるだけで、おれたちより金もらってんだぜ。

　……これじゃあ、シャバで麻薬ドラツグの売人やってた頃の方がマシだよな……」

　ぶつぶつ文句を言いながらも、彼らは一人ずつ順番に、壁の奥へとその身を押し込んでいった。




　その同じ頃。

　ケインとミリィの二人は、またまた狭せまいすき間をずりずり進んでいた。

　しかしそこは、警備員たちの探す壁の間ではない。

　一〇六──いちばん奥の倉庫で監視カメラを潰つぶし、扉の横の壁に大穴を開けた後──

　二人は最初の倉庫、一〇三へと引き返し、床に丸く穴を開けた。

　あたりにある資材の箱の中から、見た目に大きく、比較的軽いものを選び出し、開けた穴にその端がかかるように置く。

　それから二人は穴の中にもぐり込み、中から、資材の箱を持ち上げてずらし、穴の上を塞ふさいだのだ。

　むろん、穴や箱の位置も、なだれ込んで来た警備の連中からは目立たない位置にしてある。

　しばらく進んでから、二人はその場所に止まった。

　このあたりまで来れば、少々小声で話をしても、上の連中の耳には届かないだろう。

「──とりあえず、今いる場所の確認と、これからどっちに進むか、だ」

「オーケイ、ちょっと待ってて」

　ミリィはケインの横に寝そべったまま、バッグに入れて持ち運んでいたハンディ・パソコンを取り出して起動する。

　地形のデータを呼び出し、『ケルビム』の全体像を表示させる。

　その一部を拡大・表示して、

「あたしたちが今いるのが、だいたいこのあたりよ。第十五区画ブロツク、一〇三倉庫の下……ちょっと通路寄りってとこね」

「しかし、あれだけでたらめに動き回ったあとでよくわかるな。今どこにいるか、なんてことが……」

「何言ってんのよ。さっきの倉庫、床にデカデカと倉庫ナンバー書いてあったでしょーが」

「……そーだっけ……？」

「──そーよ、それで……と……」

　ミリィは何度か画面を切り替え、見取り図を眺ながめていたが、

「──何？　これ？」

　やがて、小さくつぶやき、眉をひそめる。

「どうした？」

「……うん……なんだかよくわかんないんだけど……わりと近くに、一か所、むやみにだだっ広い場所があるの。〇─Ｚ区画、ってなってるけど……」

「だだっ広い──って、どれくらい」

「そうね──」

　ミリィは、ケインを意味ありげにじっと見つめてから言った。

「密造した宇宙船ふねを、山ほど収納できるくらい、ね」




「……うまくやってるといいんですけどねー。あの二人……」

『ケルビム』のレーダー範はん囲いのはるか外。

　航路からも外れた空域に漂ただよう『ソードブレイカー』のコックピットで、モダン・クラシック調の椅い子すに腰かけ、ティー・カップをかたむけながら、キャナルはひとり、つぶやいた。

　──むろん、椅子もティー・カップも立体映像である。

　誰だれも見ていないところで、立体映像投影をやるのは、むろん全くの無意味なのだが、そこはそれ、雰ふん囲い気きづくり、という奴である。

　こういうことは、ケインやミリィの前でも時々やっている。ちなみにどこかのコンピューターにハッキングする時には、右手に文庫本を持ったモードとなっている。

「……ま……ケインたちのことですから心配……」

　キャナルはやおらことばを切ると、その姿はいきなり硬こう直ちよくした。

　──これ……は……!?

　感じ取ったのだ。ある気け配はいを。

　──あいつ……か……？　近くに……いる……

　キャナルの──いや、『ヴォルフィード』の『目』は、じっと、どことも知れぬ虚こ空くうを見つめていた。




「まだ見つけられんのか」

　警備室のほぼまん中に、じっと佇たたずんだそのままで、ギッシュは静かな口調で言った。

　侵入者たちの姿を見失ってから、一時間ほどが経たとうとしていた。

　しかし未いまだ、発見の報告は届かない。
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「……な……なぁに、時間の問題です。もうすぐ……そう、必ずもうすぐ、連中を見つけ、捕らえてみせます」

　額にうっすら汗をにじませ、言い訳じみたことを言う警備室長に、ギッシュは冷たい視線を投げかけ、

「──ほぉう。さっきもそんなセリフを聞いたが？

　それで？　お前のいう『もうすぐ』とはいつだ？　十年後か？　それとも百年後か？」

「……そ……それは……」

「言い訳にもならん言い訳を考えるヒマがあるなら、連中を捕らえる策を考えろ！　連中が一体何者なのか!?　目的は何なのか!?　それがわかれば、次に奴らが向かうところもわかる！」

「……ただの……産業スパイ……ではないのでしょうか……？」

「かもしれん。しかし、他にも可能性はある。このウィルキンス社が、我々『ウィスプ』の隠かくれ蓑みのだ、などということは公然の秘密だ。となれば星間警察Ｕ・Ｇの密みつ偵ていかもしれんし、別の組織が送り込んだスパイだという危険もあるだろうが!?」

　いらだった口調で彼は言う。

　部下たちの無能ぶりにも腹は立ったが、彼自身が、いともあっさりと出し抜かれたということが、ギッシュを一層いらだたせていた。

　ほんのしばらく前まで、彼は、外部からこの『ケルビム』の機密部分に侵入することなど不可能なこと、と信じていた。

　まず、宇宙に浮かぶ『ケルビム』に侵入するだけでひと仕事のはずである。たとえ、宇宙軍ユニバーサル・フオースあたりの高性能の隠密艇ステルスシツプを使ったとしても、遺失宇宙船ロスト・シツプの技術を応用した、ここのレーダーの目から逃のがれて近寄ることはできないはず。

　侵入者たちが、そこをどうやってクリアしたのかは、彼にとっては未だ謎なぞのままだったが。

　そして、各警備システム。

　重要施設を二重、三重に守るロックは、たとえ超一流のハッカーでさえも、おいそれと破れるものではない。

　しかしそれは、侵入者たちの、乱暴かつ原始的な手段で、無用の長物と化した。

　できることなら、生かしたままで捕まえて、目的や黒幕や、一体どうやってこの『ケルビム』に忍び込んだのか、聞いてみたいところだが、そう悠ゆう長ちようなことを言ってもいられない。

　もし、ここの秘密を守り抜き、やがて『ウィスプ』が『ナイトメア』を下す日が来れば、組織の中の彼の地位は、間違いなく上がるだろう。

　あるいは、組織のトップを狙うことさえ不可能ではないかもしれない、と、ギッシュ自身は思っていた。

　しかし逆に、もし今、外に秘密が漏もれて、この計画が破は綻たんをきたせば、彼は確実に、組織の制せい裁さいを受けることになるだろう。

　ならば、なんとしても──

「──私は移動する」

　唐とう突とつに、ギッシュはそう宣言した。

　気づいたのだ。本当に守らねばならない場所がどこなのか。

「──ど……どちらへ？」

　問う警備室長に、ちらり、と視線を投げかけて、

「〇─Ｚ区画ブロツクだ。あそこを守らず、どこを守る？」




「……そろそろ……このあたりのはずなんだけど……」

　闇の中、ミリィは声を低めて言った。

　ケインとミリィの二人が、問題の区画ブロツクの近くにやって来たのは、それから二時間ほど後のことだった。

　──むろんここまで、壁や天井のすき間を通って来た──わけではない。

　ミリィは『近い』とは言ったが、それでも五キロ程度の距離はあった。

　さすがにそれだけの道のりを、ひたすら這はい進む気にはならず、一いつ旦たん近くの生活区画ブロツクに出て、距離を詰つめられるだけ詰めてから、またまた壁の間に入り込んだのだ。

　むろん、生活区画にも、二人の手配は回っていた。現に街頭の大画面ＴＶでは、番組のあい間を縫ぬって、ひんぱんに、ケインとミリィの顔を映し出し、『産業スパイの逮たい捕ほ』協力を、市民たちに呼びかけていた。

　しかしケインとミリィの方も、当然、手配されていることを予測し、一応変装をしておいた。

　髪型を変え、ミリィの持っていた化け粧しよう道具で、顔の要所要所に陰いん影えいをつけ、ケインがマントをはずすだけ──という、ほとんど子供だましに近いものだったが、しかしそれでも効果はあったのか、あるいは通行人が無関心なだけなのか、誰も二人に目を止める者はいなかった。

　警備員たちさえ、結構いいかげんなもので、町の中で二、三度すれ違ったが、やはりケインたちとは気づかなかったようである。

　かくて二人は、ここまでは無事にたどり着いたのだった。

「──まちがいないわ。この壁の向こうが例のブロックよ。たぶん、上の方に出るはずよ」

　ミリィは、ハンディ・パソコンで、現在の位置を確かめて言った。

　むろんこの『上』というのは、働いている疑ぎ似じ重力の方向を基準にしての話である。

　今いる場所の感じからすれば、やはり十分の一Ｇほどだろうか、ごくわずかに疑似重力が働いているようである。

「上の方──って、高さはけっこうあるわけか？」

「そうね。この地図で見れば、ざっと──上下五キロくらいね」

「五キロ!?」

「ええ。幅は十キロ、全長およそ二十キロ。小っちゃな宇宙工場くらいなら、すっぽり入るわね。

　……何の用途に使われてるのか、地図データに一切入力されてない、っていうのがロコツに怪あやしいわね」

「……なるほど……それじゃあそろそろ、こいつの出番かもしれねーな」

　言ってケインは荷物の中から、手のひらに載る程度の小型カメラを取り出した。

　ふつうのビデオ・カメラを、キャナルが改造したもので、『ソードブレイカー』への映像送信ができるようになっている。

　つまり、ケインが密造戦艦を撮さつ影えいした時点で、その映像は『ソードブレイカー』を経けい由ゆして、依い頼らい人にんのタニアへと送られる。あとは、この『ケルビム』に星間警察ユニバーサル・ガーデイアンの捜そう査さの手が伸びるなりしてきた時点で、どさくさにまぎれて逃げ出すだけである。

「じゃあまずは……中の様子を拝はい見けんさせていただきますか……」

　言ってケインは、装着したサイ・ブレードの刃を細く絞しぼり、壁に小さな穴を開けた。

　そこから中を覗のぞき込めば──

　うす明るく、むやみにだだっ広い空間にあったのは、巨大な、エレベーター式の立体駐ちゆう車しや場じようのようなものだった。

　ただし、停とまっているのは、車ではなく、無数の黒い宇宙船ふね。

　そして、はりめぐらされた無数の蜘く蛛もの巣のごとく、縦じゆう横おうに走る作業用通路キヤツト・ウオーク。

　その作業用通路キヤツト・ウオークのうち、ケインたちがいる場所から、さほど遠くには離れていないあたりにある一本の上には──

　手にした銃じゆうをこちらに向けた、数人の警備員の姿！

「やばいっ！　見つかった！」

　銃撃は、ケインの声と同時に来た。

　づっ！　づっ！

　すぐそばの壁にあっさり穴が開き、、赤い光が闇を切り裂く。

「ひょぇぇぇぇっ!?」

「レーザーかっ!?」

　おそらく、サイ・ブレードで壁に穴を開けた時、その光を見られたのだろう。

　間違いなく相手は、こちらを殺すつもりで撃うってきている。

　いくら相手からこちらは見えず、見当だけで撃ってきているとはいえど、警備員たちの数はすぐに増えるだろうし、何より、この狭い壁の間では思うようには動けない。

　となればこのままでは、いずれ壁ごと撃ち貫ぬかれる。

「くそっ！　逃げるっきゃねーか！」

　言ってケインは、後ろ──〇─Ｚ区画ブロツクに面したのとは逆の壁に、サイ・ブレードで切りつけた。

　そちらを破って、別の区画ブロツクから逃げるつもりだったのだ。

　──が。

　サイ・ブレードで壁を四角く切り抜いたその向こうには、もう一枚の壁があった。

「──なんだ!?」

「岩がん盤ばんよ！」

　ケインの叫さけびにミリィが答えた。

「小惑星いしころだった頃の名な残ごりよ！　かなりの厚さがあるわ！　切り抜くのは無理よ！　すき間づたいに逃げましょ！」

「それじゃあ間に合わん！」

　ケインは声を上げた。

　こうしている間にも、レーザーの光が壁を穿うがつ頻ひん度どは、ますます高くなってきている。

　おそらく、警備員が集まって来ているのだろう。

「こうなったら中に逃げるぞ！」

「……中……？」

　ミリィが、ケインのことばの意味を理解するより早く、サイ・ブレードの光が闇に閃ひらめいた！

　……づぎっ……

　壁の一部が重い音を立て、虚こ空くうへとずれ落ちてゆく。

　人が立ったまま通れるほどの大きさに、えぐり切られた壁のその向こうには、縦横に走る作業用通路キヤツト・ウオークと、集まりつつある警備員たち。そして、無数の宇宙船。

　〇─Ｚ区画ブロツクだった。

　ケインは開けた穴から外の様子を確かめる。ミリィの言った通りなら、底までは、五キロ近い距離があるだろう。高所恐怖症の人間でなくとも、思わず立ちくらみを起こしそうなほどの高さがあった。

　むろん、いくら重力が小さいと言っても、これだけの距離を落ちれば、命を失なくすどころか原形もとどめない。

　この広大な空間に比べれば、作業用通路キヤツト・ウオークなど、はりめぐらされた糸にしか見えない。

　──しかし、やるしかないのだ。

「──跳とぶぞ！」

「……へ……!?　ちょっと……!?」

　抗議の声を上げようとする、ミリィを無視し、ケインは身を躍おどらせた！

「ちょっとぉぉぉぉぉぉっ!?」

　悲鳴を上げつつ、それでもしかたなく、ミリィも虚空へと跳とび出した！

　耳もとで風が唸うなる。

　長いような、短いような時間のそのあと。
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　ぎんっ！




　二人は高い靴くつ音おととともに、作業用通路の一本に着地した。

「……っとへぇぇぇぇえっ！」

　ミリィは大きく息をつき、跳び出した穴のある場所を見上げてみれば、それほど高いという気もしない。

「ひと息ついてないで！　逃げるぞっ！」

　言ってかけ出すケインのあとを追って彼女も走り出す。

　たった今まで二人のいたあたりの通路を、警備員たちの撃つレーザーが灼やき貫ぬいた。

　一応手すりはついているものの、しょせんは作業用通路キヤツト・ウオーク。下の奈な落らくは丸見えだし、一歩あゆむそのたびごとに、鉄板の床板──どころか、通路全体がゆらゆらとたわむ。

　そこを、ほぼ全速力で走っているのだ。コワいことこの上ないが、おびえて動きを止めようものなら、一いつ斉せい射撃の的まととなる運命さだめが待っている。

「ええい！　くそっ！」

　通路をひたすら走りつつ、ケインは左手で、ビデオ・カメラのスイッチを入れてあたりを写す。

　画像はブレるが、これでこの映像は、『ソードブレイカー』経由でタニアのもとに届くはずだった。

　広大な空間、無数の密造戦艦、そして、はりめぐらされた作業用通路キヤツト・ウオークからこちらに向かって、銃を乱射する警備員たち。

「ケイン！　前っ！」

　ミリィの声に目をやれば、二人が進む作業用通路キヤツト・ウオークの行く手に、わらわらと、警備員たちが集まりつつあった。

　上の方の通路から二人を撃っていた警備員たちも、階段を降りてこちらへと向かって来ている。

　ざっと見たところ、その数、およそ二十人。

「侵入者め！　動くな！　おとなしくすれば殺しはせん！」

　銃を片手に、殺気に満ちた声で、説得力のないことを言いながら、床を踏ふみ鳴らし、ケインたちの方へと殺さつ到とうする。

「どーする!?」

「追い払う」

　ミリィの問いにあっさり答え、ケインは右手のサイ・ブレードの刃やいばを生んだ。

　そのまま刃を足もとに向かってふり下ろす！

　ぎむっ！

　きしんだ大きな音を立て、半なかば以上を切断された作業用通路キヤツト・ウオークが大きく傾かしいだ。

『うわわわわわわわわわわわわわっ!?』

「ひぃよえぇぇぇぇぇっ!?」

　悲鳴を上げる警備員たちとミリィ。

　当然、人数の多い警備員たちがわの方が傾かたむきは大きかったが、たまらず下に転がり落ちるほどのものでもなかった。

　しかし、相手の恐怖をあおるのには、それで十分だった。

「通路が落ちるぞ！」

「退さがれ！　退れ！」

「あいつ……！　狂ってやがる！」

　口ぐちにわめきつつ、あわててもと来た方へとかけ戻る。

「今のうちだ！」

　ケインとミリィはきびすを返し、もとの方へと駆かけ戻る。

　その時。

　灼やけるような殺気を感じ取り、ケインとミリィの二人は、そちらをふり向いていた。

　同時に、二人は一瞬硬直した。

　やや離れた作業用通路キヤツト・ウオークの一本に、こちらを向いて立つ男が一人。

　二人の知った相手だった。

　故こ障しようを偽いつわり、この『ケルビム』にもぐり込んだその時、彼らを出で迎むかえた男──

　スーツ姿にグレイの髪。名はたしか──ギッシュ。ここの警備主任である。

　しかしケインたちを硬直させたのは、彼ではない。

　彼が手にしたもの──こちらに向かってまっすぐ狙ねらいをつけられた、低反動のハンディ・バズーカだった。

「ちょっと!?」

「冗談じゃねえ！」

　同時だった。

　ケインとミリィが同時に声を上げるのと、ギッシュが引き金を引いたのとは。

　あわててケインとミリィは跳とんだ。

　──それぞれ逆の方向に。




　ツドゥオォンッ！




　二人が跳び退のいた、ちょうどそのまん中に、バズーカの火線がつきささり、作業用通路キヤツト・ウオークの一部がまともに吹っ飛んだ。

　──そして──

　……っぎぎ……ぎぃぃぃぃぃ……

　まん中でつながりを失った、長い作業用通路キヤツト・ウオークは、ゆっくりと折れ下がっていった。




　ぎがっ！

　にぶい衝しよう撃げきと耳ざわりな音。

　多少の揺ゆれは残しつつ、それでも、たれ下がりかけた作業用通路キヤツト・ウオークの動きはそこで止まっていた。

「……な……何……？」

　手すりにしがみついたまま、ミリィはあたりに目をやった。

　どうやら、下を走っていた、別の作業用通路キヤツト・ウオークに引っかかり、そこで止まったようである。

「──ケインは!?」

　あわててそちらの方に目をやれば、反対がわの通路は、まともに折れて垂たれ下がっていた。

　そして、彼女がいるのよりやや下のあたりの、作業用通路キヤツト・ウオークの一本に、こちらに向かってかるく手を振るケインの姿。

　どうやら、別の通路に無事飛びついたようである。

　ギッシュは──と見れば、さきほどいたところから、すでに姿を消していた。別の武器でも取りに行ったか、あるいはケインかミリィかのどちらかを追うべく移動をはじめたか。

　いずれにしても、ミリィとて、このまま斜ななめになった通路にしがみついているわけにもいかない。まずはケインとの合流である。

　手すりを手がかり、足がかりに、やがて彼女は、接せつ触しよくしている作業用通路キヤツト・ウオークの方に降り立った。

　降りて来た通路の端の方には、今さらのように、何人かの警備員が姿を見せてはいたものの、この坂道を降りてくる度ど胸きようのある者はいないのか、ただおろおろと眺ながめているだけだった。

　──おしっ。今のうちに！

　ミリィは通路を、ドアのある、壁面の方に向かって駆かけ出した。

　距離はおよそ二〇〇メートル。

　当然、警備員がやって来ることを予想して、彼女は腰の後ろに右手をまわし──

　思わずその場に立ち止まった。

　いつもそこにつけている麻痺銃パラライズ・ガンがない。

　壁の間を這はうその間に落としたか、あるいは今のどさくさで落としたか。いずれにしろ、これでは、いざという時に、反撃もままならない。

　しかしだからといって、あきらめるわけにもいかない。彼女は気をとり直し、ふたたび通路をかけ出した。

　──ドアまで、あと五〇メートル──

　唐突に、彼女の向かう先のドアが開いた。

　その向こうに立つのは二人の警備員。その手にはレーザー・ガンがある。

　突っ込んでゆくには距離がありすぎた。

　殺す気か、威い嚇かくのつもりか、二人はミリィに向かって銃を構かまえ──

　二条の光が虚こ空くうを灼やいた。

　まともに頭を撃ち抜かれ、その場に倒れ伏したのは、行く手を阻はばむ警備員たちだった。

　撃った男は、通路の奥──警備員たちの後ろにいた。

「──ケイン!?」

　言ってミリィは駆け寄ろうとして──そして、再び足を止めた。

　──ケインではなかった。

　警備員たちの額を射抜いたのは、たしかにサイ・ブレードの光だった。

　だが──

　男はゆっくりと、通路の奥から歩み出て来る。

　右手には、サイ・ブレードの発はつ振しん器き。

　しかし、バンダナもブースターも、男はつけていなかった。

　ケタ外れの──人間とは別の次元にまで高められた精神力のみで、サイ・ブレードの刃を具ぐ現げんさせたのだ。

　ミリィは、男に見み覚おぼえがあった。

　金色の炎の色にかがやく髪。やや痩やせぎみの、整った面おもざし。

　紫がかった瞳ひとみの奥に眠る、不可解な色の光。

　以前、海かい賊ぞくがらみの事件で、一度だけ会ったことがある。

　──いや、ひょっとしたら、それ以前にも会ったことがあったのかもしれない。

　男の名前は知らないが、その素す姓じようだけはなんとなくわかっていた。

「……『ナイトメア』……」

　ミリィは、むしろ、静かな口調でつぶやいた。








　ファントム・フリート




「『ケルビム』の強制捜そう査さ!?」

　本部からの命令に、艦長は思わず眉まゆをひそめた。

『そうだ。容疑は、宇宙戦艦の密造と格納。すでに捜査令状も下りている。

　──頼んだぞ。その船が、一番近くにいるんだ』

　ディスプレイの中、彼の上司は表情一つ変えぬままにそう言った。

「……はっ……わかりました……」

　答えて彼は敬礼を送り──それで通信は終わった。

　基本的に、星間警察ユニバーサル・ガーデイアンが常じよう駐ちゆうしているのは、地上に人が住んでいる惑星だけである。

　このカルーア星系なら、その第三惑星。

　その他の惑星軌道上にも、ウィルキンス社の実験工場はあるが、まさか会社施設にむりやり常駐する、などというわけにもいかず、結局、定期的なパトロールをくり返しているだけである。

　連絡が入ったのは、そのパトロール艦が、『ケルビム』のある、第五惑星のすぐ近くにまで来た時のことだった。

　しかし──一体いつの間に、令状を取れるだけの材料を集めたのだろう？

　艦長は内心、首をひねった。

　ウィルキンス社が、犯罪組織『ウィスプ』の隠かくれ蓑みのになっている、ということは、半なかば公然の秘密だった。

　とはいえ、そのシッポを掴つかむには至いたっていなかったはずだ。

　何よりの原因が、現地警察の非協力である。『ウィスプ』と裏でつながっている者も数多くいる、との噂うわさだし、何かにつけて横やりを入れてくる星間警察ユニバーサル・ガーデイアンへの反発もあっただろう。

　それがいきなり、一体どこからどういうふうに話が出たのか、『ケルビムで戦艦を密造しているから捜査しろ』である。

　あるいは、潜入捜査官でも送り込んでいたのだろうか？

　──しかしいずれにしても、彼の取るべき道はひとつ。

　命令通り、強制捜査を行なうのみ、である。

　艦長席の前にある、艦内全てへの放送システムをオンにして、

「艦長より、乗組員全員に通達！　艦長より、乗組員全員に通達！

　本艦はこれより転進し、第五惑星軌道上の、ウィルキンス社宇宙実験工場スペース・ラボ・フアクトリー『ケルビム』の強制捜査を行なう！　各捜査官は乗り込みと捜査の準備にかかれ！」

　パトロール艦の艦内に、あわただしい空気が満ちあふれた。




「ミレニアム」

　男は静かな口調で彼女の名を呼んだ。

　──なぜ男が、自分の名前を知っているのか──

　その疑問は湧わかなかった。

　なぜかミリィは、それがごく当り前のことのように感じたのだ。

　男は、じっと彼女を見つめたまま、

「何な故ぜ、いるべき場所を離れ、こんな所にいる？

　帰るがいい。お前がいるべき場所へ」

「……いるべき……場所……？」

　ミリィは、半ば呆ぼう然ぜんと小さくつぶやき、

「──なるほど……」

　苦笑を浮かべ、ぽつりと言った。

　ひたりっ、と男を正面から見すえ、

「けど、残念ながら人ちがいよ。あたしの名は、ミレニアム＝フェリア＝ノクターン。いまは──あたしの帰るべき場所は『ソードブレイカー』よ」

　今度は、きっぱりとした口調で言い放つ。

　男の、静かだが底の見えない視線と、ミリィの決意を込めたまなざしが、しばし正面からぶつかり合った。

「ミリィ!?」

　その沈黙と緊張とをうち破ったのはケインの声だった。

　彼女がいる作業用通路ところから、少し離れた作業用通路キヤツト・ウオークの一本。そこに彼の姿はあった。

「無事か!?」

　言いながら、しかしその目は、男の方を向いていた。

　油断なくサイ・ブレードの発はつ振しん器きを、男の方に向けたまま、

「──てめぇ……なんでこんな所にいる!?　てめぇ、『ナイトメア』のメンバーじゃなかったのか!?」

　ケインはわざと大きな声で呼びかけた。
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　その声は、ケインたちを追うべく集まりつつあった警備員たち、そしてギッシュの耳にも届いていた。

　しかし男は、ケインの方には見向きもせず、ミリィに向かって、静かな口調で、

「自らの死に場所は自ら選ぶか。それもいいだろう」

　言って、くるり、ときびすを返す。

「──こらっ！　無視するんじゃねーっ！」

　言いながらも、ケインは手を出せずにいた。

　──まだ、かなわない。

　半ば本能的に、彼はそう感じ取っていたのだ。

　手を出したのは──いや、出そうとしたのは、警備員の一人だった。

　しかし。

　ヴィッ！

　ふり向きもせずに男の放ったサイ・ブレードの光に胸を貫つらぬかれ、小さな苦く鳴めいとともにその場にくずおれた。

　それが、引き金となった。

「撃うて！」

　作業用通路キヤツト・ウオークの一本に、仁に王おう立だちのまま、ギッシュが叫ぶ。

　同時に、十数本のレーザー光が虚こ空くうを裂さいた！

　そのほとんどが、男を狙ねらったものである。ケインは『ナイトメア』の名を持ち出すことにより、警備員たちの敵意を男に向けさせたのだ。

　しかし、男はそのことごとくを、いともあっさりとかわすと、もと来た通路の奥へとその姿を消した。

「逃がすな！　追え！　三人とも始末しろ！」

　ギッシュは、ほとんど悲鳴に近い声を上げた。

　いまだ正体不明の二人に続き、『ナイトメア』のスパイまでもが、この『ケルビム』に、いともあっさり侵しん入にゆうした。

　そのことが、彼の頭に血を昇のぼらせていた。

　彼自らも、持ち出して来た熱線銃ブラスターを構え、まずはケインに狙いをつけ──

　ツーッ。ツーッ。

　腰に吊つるしたトランシーバーの、緊急呼び出し音が鳴ったのは、その時だった。

　一瞬気がそがれ、彼が放ったブラスターの熱線は、かなりあさっての方へと飛んで行った。

「──えぇいっ！　こんな時にっ!?」

　イラつく声で言いながらも、ギッシュはトランシーバーのスイッチを入れる。

　彼が持っているのは、ふつうの警備員たちに配られているものとは違う。それから警備員たちに指示を下すこともできるし、各警備室や管制室への直接連絡もできるようになっている。

　それに緊急通信が入ってきた、ということは、当然ただごとではないはずだが──

「どうした!?」

　通話スイッチを入れると同時に、怒鳴りつけるように問いかけた。

『──ギ……ギッシュさん！　大変です……！』

『何があったか知らんが、自分の所属くらいちゃんと言え！」

「……あ……！　はい……！　こちら第一管制室です……！　実はたった今、星間警察Ｕ・Ｇのパトロール艦がやって来て……『今からそちらの強制捜査を行なう』なんて言って来たんです！』

「星間警察Ｕ・Ｇが!?」

『はい。あと十分ほどの後に着艦する、と言ってます』

「着艦を拒きよ否ひしろ！　捜査したいなら令状を持って来い、と言ってやれ！」

『それが……令状はもう下りている、と言ってるんです……』

「何!?」

　ギッシュはしばし、沈黙し、

「──わかった！　私が今からそちらに行く！」




「今からそちらに戻る」

『ケルビム』の通路をひた走りながら、男は誰にともなくつぶやいた。

　むろんただ単に走っているわけではない。向かい来る警備員たちを撃ち倒し、行く手を塞ふさぐ扉を切り裂きながらのことである。

『野暮用は済すんだのか？』

　声が聞こえた。男の耳だけに。

「済んだ。遺失宇宙船ロスト・シツプもどきも見つけた。

　しかし、数が多い。百や二百は下るまい。『ラグド・メゼギス』、お前とて、これだけの数を相手にするのは面倒ではないか？」

　言いながら、サイ・ブレードの刃やいばを放ち、行く手に立った警備員の額ひたいを撃ち抜いた。

『なるほど……それだけの数を相手にするなら、私より適任のものがいる』

「『ゴルンノヴァ』か」

『その通り。──実はもう、近くまで呼んである』

「……手回しのいいことだ」

　つぶやいて、男は通路を駆け抜ける。

『ラグド・メゼギス』との合流地点へと向かって。




「星間警察Ｕ・Ｇの動きはどうなっている!?」

　声を上げ、ギッシュが第一管制室へとその姿を現わした。

「ギッシュさん……！　例のパトロール艦、変わらず接近中です！　通信を傍受したところ、ほかのパトロール艦も、こちらに向かっている、とのことです！」

「それで？　連中が本当に捜査令状を待っているか、確かめたか？」

「はい。確かに連中は令状を持ってました。……どうします……？」

「むろん──」

「ギッシュさん！」

　彼のことばを遮さえぎって、通信オペレーターの声が響ひびいた。

「パトロール艦から、通信が入ってます！」

「──わかった。つなげ」

　ほどなく、メイン・ディスプレイに、ひとりの男の姿が映った。

『こちら、星間警察ユニバーサル・ガーデイアンパトロール艦『ウェールズ』艦長、グレイン＝ノース。ただいまよりその『ケルビム』への着艦と強制捜査を行なう。

　着艦の誘ゆう導どうを行なってもらおう』

「断わる」

　間かん髪はつ入れず、きっぱりと断言したギッシュに、画面の中の艦長ばかりか、『ケルビム』の管制室スタッフまでもが一瞬硬直した。

『──ほう。それはどういう意味かな？』

「そのままの意味だ。

　この『ケルビム』は、ウィルキンス社の最重要機密施設だ。それを、いきなりやって来て『強制捜査する』だと!?　笑わせるな！

　一応令状は下りているらしいがな、一体何の証拠があってそんなものが下りたのか、納得の行くよう説明してもらおうか!?」

『説明する必要はないな。そちらがどれだけ屁へ理り屈くつを並べ立てようと、我々にはちゃんとした令状がある。それが事実であり、すべてだ』

　艦長は言った。

　──もっとも、彼自身、どういういきさつで令状が下りたのかなど知らないのだが、そう正直に言うわけにもいかない。

　彼は、自信に満ちた態度を崩さず、

『協力を拒否したければするがいい。しかし、捜査の拒きよ否ひまではできんぞ。

　こちらで勝手にアンカー・チューブでもぶち込んで、乗り込んで捜査するだけだ』

「できるものならやってみろ」

　冷然と言い放ち、ギッシュは通信を切った。

「──ギッシュさん!?」

　通信が終わると同時に、管制室の室長チーフが抗議の声を上げた。

「どうするんですか!?　星間警察Ｕ・Ｇの神経逆ナデして!?　ここはもう少し穏おん便びんに……」

「穏便!?　ハッ！　穏便に──どうするんだ!?　もみ手でもして連中を迎え入れるか!?

　あの艦隊を見つけられて、『こんなもの知りません』とでも言うつもりか!?　それともおとなしく捕つかまって、組織の制裁を待つか!?」

　ギッシュのことばに、管制室のスタッフ全員の顔がこわばった。

　言うまでもなく、ここにいるのも全員が組織のメンバーである。こんな所にかたぎが混じっていると、いろいろとやりにくいことも起きてくるからである。

　それゆえにこそ、ギッシュの放った『組織の制裁』のひとことは効きいた。

　彼ら組織のメンバーにとって、星間警察ユニバーサル・ガーデイアンに捕まること自体は、正直言って、それほど怖こわいことではなかった。星間警察かれらにできることと言えば、せいぜいが、彼らを逮たい捕ほし、裁判にかける程度のことである。へたに抵抗を示したりさえしなければ、そう無茶なことをされる心配もない。

　しかし、組織は違う。

　へマをやらかして捕まったメンバーが、口封じに始末されることなど珍めずらしくもないし、重大なミスをしでかした者や裏切り者などは、見せしめのために、家族ごと始末されることさえあった。

　もしここで、星間警察ユニバーサル・ガーデイアンによってあの艦隊が発見され、計画がつぶれることになれば、このメンバーは、おそらく、何らかの形で制裁を受けることになるだろう。

「……し……しかし、それじゃあ、どうするつもりですか……？　連中、たぶん本気で、こっちにアンカー・チューブか何かぶち込んで……」

　……ず……ずぅ……

　室長チーフのことばも終わらぬそのうちに、かすかな振動が管制室に伝わって来た。

「──さっそく来たか！　星間警察Ｕ・Ｇどもめ！」

「いえ──違います！」

　ギッシュのことばをスタッフのひとりが否定した。

「パトロール艦は、まだそこまでは近づいてません！　強制接せつ舷げんには遠すぎます！」

「……なら、今の振動は……？」

「十四ブロック警備室より緊急連絡！」

　通信士のひとりが声を上げ──そしてそのまま、眉をひそめて沈ちん黙もくした。

「──何だ!?」

　問いかけるギッシュに、とまどいの表情を浮かべたままで、

「──はあ……それが……その……」

「何だ!?　さっさと報告しろ！」

「その……！　警備室からの話によると……Ｄ─一五〇のドックに……その……正体不明の宇宙船が侵しん入にゆうしてきたそうです」

「…………!?」

　あまりに非現実的な報告に、思わず一瞬絶句するギッシュ。

　遺失宇宙船ロスト・シツプの技術を応用したレーダーを使っているこの『ケルビム』相手に、一体どうやったら、そんなことができるのか？

「唐とう突とつに、ドックのハッチが破られて……見たこともない宇宙船ふねがドックに侵入して来たそうです」

　言っている通信士も現実感がわかないのか、口調には、緊きん迫ぱくよりもとまどいの色がにじんでいた。

「そんな馬鹿な話が……レーダーには、何の反応もなかったのだろう？」

　ギッシュもやや毒どく気けを抜かれた口調で問う。

「はあ。全く……それで、迎げい撃げきの許可を求めて来ているんですが……」

　迎撃、ということばに、ギッシュはようやく我に返った。

　信じがたいことだ、というのは事実だが、どうあろうと、いきなりここに侵入してきた相手を見過ごすわけにはいかない。

「わかった。かまわんから撃げき墜ついさせろ。──とはいえ、『ケルビム』の対空装備では力不足か──ならばファントム・シップを出す」

「……っなっ……!?」

　ギッシュのことばに、室長は思わず声を上げた。

　幽霊船フアントム・シツプ──例のコピー艦のコード・ネームである。

「そんな!?　星間警察Ｕ・Ｇの船がすぐそこに来てるんですよ！　間違いなく見つかります！」

「気にすることはない。連中も一緒に沈めてやればいいだけのことだ」

「無茶です！」

「無茶じゃあないさ。ラグルドを襲しゆう撃げきした時には、宇Ｕ宙・軍Ｆさえ手玉に取った。

　もし星間警察Ｕ・Ｇが宇Ｕ宙・軍Ｆを呼んだとしても、だ。あの艦隊なら、宇Ｕ宙・軍Ｆ相手にもひけは取らん」

「し……しかし！　そんな勝手なことをしたら、上のかたたちが黙ってません！」

「艦隊を勝手に動かすことより、艦隊が、星間警察Ｕ・Ｇや宇Ｕ宙・軍Ｆの手に落ちることの方が問題だ！

　この『ケルビム』から資料を持ち出せるだけ持ち出して、ファントム・シップも出せるだけ出す。

　作業が終われば、あとはこの『ケルビム』を沈める」

「『ケルビム』を沈める!?」

「そうだ。ファントム・シップが総がかりなら、不可能ではあるまい。砲撃でずたずたにするもよし、軌道を変えてマクフィールのガスの海に沈めるのもよし。

　この『ケルビム』という証拠がなくなれば、星間警察Ｕ・Ｇも、あとあとの追及はむずかしくなるだろう。

　ファントム艦隊フリートは、『ケルビム』を処分した後、追撃をふり切って逃げ、頃ころあいを見計らって、組織の本部と連絡をつける。

　これならば、まだ再起の可能性もあるし、うまくゆけば宇Ｕ宙・軍Ｆが出てくる前に始末をつけられる。

　むろん処しよ罰ばつはまぬがれんだろうが、星間警察Ｕ・Ｇにおとなしく捕まり、ファントム・フリートの存在が公おおやけのものになるよりはマシなはずだ。

　これが不服なら、これ以上の案を出してもらおうか」

　管制室に、しばしの沈黙が落ち──

「……わかりました……」

　室長チーフは、重い口調でうなずいた。




「──なんだ……？　何かあったな……こりゃ……」

　通路を進む足をふと止め、ケインはぽつりとつぶやいた。

「そー言えば……さっきから、警備員、ぜんぜん見かけないわね」

　ミリィも眉をひそめてつぶやいた。

　〇─Ｚ区画で、サイ・ブレードを使うあの男との短い邂かい逅こうの後、ケインとミリィの二人は、なんとか合流していた。

　しかし、さきほどから、警備員たちの姿が見えない。いくらあの男の方に気を取られているからといっても、二人の方に全くまわって来ない、というのはおかしな話である。

　ケインは通路を駆かけながら、左手の腕時計兼通信機で、『ソードブレイカー』のキャナルを呼び出す。

「キャナル！　状況はどうなってる!?」

『さっき送られた映像で、星間警察ユニバーサル・ガーデイアンが動きはじめました。パトロール艦が一いつ隻せき、すぐ近くまで来ています』

「早いな……それで警備員たちがパニクって、こっちにまで手が回らなくなった、ってわけか。

　──しかし、そーなりゃもうここにいる必要はねーな。

　撤てつ収しゆうする！　すまんがキャナル、迎えに来てくれ！」

『………………』

「──キャナル？　どうした？」

『……いえ……ケイン、気をつけてください。たぶん、近くまで来てます。『ナイトメア』が』

「……ああ……知ってる。もう出会った」

『も……もう出会った……って……

　それで!?　無事なんですか!?　お二人とも!?』

「ああ。とにかく、詳くわしい話は合流してからだ。迎えを頼むぞ」

『……わかりました……』

　めずらしく、歯切れの悪い返事をするキャナル。

「けど、一体いつの間に映像なんて送ったの？」

「ああ。さっきのどさくさに紛まぎれて、な」

「……な……なかなか器用ねー……

　ともあれそーすると、あとは脱出だけど……」

「脱出ポッドくらい、『ケルビム』にもあるはずだからな。頃あいを見はからって、そいつで逃げ出すとするか。

　──ミリィ、ここから一番近い脱出ポッドまでは、どう行けばいい？」

「……いや……どう行けばいい……って言われても……その……

　ハンディ・パソコン落っことしちゃったから……」

「落とした!?」

　思わず大声を上げたケインに、ミリィは小さく身をすくめ、

「だ……だって……！　あんなふーに通路から通路に飛び移ったのよ。落とさないよう気をつける、なんて芸当できっこないわよ」

「……まあ……そりゃそうか……

　しかしそうなると、当てずっぽうで探すしかないか……」

「だいじょーぶよ。たぶん。大体、脱出ポッドなんてモノは、外がい殻かく近くにあるって相場は決まってるんだし、たぶん表示もあるはずよ。

　となれば、『こっちが外かな』って方に向かえば、たぶん見つかるはずよっ！」

「……大丈夫かよ……ほんとにそれで……」

　一いち抹まつの不安は残しつつ、かといって他に案もなく、二人は適当に通路を走りはじめた。




「十四ブロック警備室から通信！　正体不明の宇宙船ふねが離陸してゆく、とのことです！」

　さまざまな報告が次々に入り乱れ、『ケルビム』の管制室は、あわただしい空気に包まれていた。

「逃がすな！　対空砲の使用を許可する！　ファントム・シップの準備はまだか!?　準備できた船から発進させろ！

　──しかしその船、一体何が目的だった……？」

「報告によりますと、離陸の直前、誰かが一人、その船に乗り込んだそうです」

「一人……！　するとあいつか!?」

　ギッシュの脳裏に、〇─Ｚ区画で出会った男の姿が浮かんだ。

　もう片方の侵入者たちは、男を『ナイトメア』のメンバーだと言っていたが……

「……すると、その船も『ナイトメア』か……しかしどうやってここのレーダーをかいくぐった!?」

「それは……わかりませんが……」

　答えて首をかしげる通信士。

　──この時ギッシュが、その宇宙船ふねの映像を見せるように指示していれば、あるいは彼は気づいていたかもしれない。

　その宇宙船ふねの持っているイメージが、格納されている遺失宇宙船ロスト・シツプのそれと酷こく似じしていることに。

　しかし、乱れ飛ぶ情報の中、結局、彼がそれを思いつくことはなかった。

「ファントム・シップ先陣、五隻、発進しました！」

　別のオペレーターが報告をもたらす。

「わかった！　うち三隻で不明艦の追撃・撃破を！　あと二隻で星間警察Ｕ・Ｇのパトロール艦を沈めろ！

　機密資料の持ち出し状況は!?」

「はっ……ファントム・シップ・ナンバー十五から二〇までとその要員を、搬はん出しゆつ作業に当てていますが、表立って一般社員や研究者への協力が得られませんので、進行の状況はあまりかんばしくありません。

　──もう少し、人手をまわしますか？」

「いや、ファントム・シップ出動の方を優先させろ。

　できれば遺失宇宙船ロスト・シツプの各部サンプルは持って行きたいが……適当に理由をつけて、研究中のデータやサンプルを持ち出せ！」

「星間警察Ｕ・Ｇのパトロール艦から通信です！」

「──メイン・ディスプレイにつなげ」

　ギッシュが言うのとほぼ同時に、メイン・ディスプレイに、ふたたびパトロール艦の艦長の顔が映し出された。

　しかしその顔には、さきほどまでの自信の色はすでにない。

『どういうつもりだ!?　たった今、そこから発進した宇宙船ふねは一体何だ!?」

「何だと思う？」

『まさか──逆らうつもりじゃあないだろうな!?　そんなことをすれば一体どうなるか、わかってるのか!?』

　問う口調こそ荒いものの、声にはあきらかに、おびえの色が混じっていた。

　たしかに星間警察ユニバーサル・ガーデイアンのパトロール艦は、それなりにバランスの取れた宇宙船ふねである。操あやつる者のウデにもよるが、大きさが同クラスの宇宙船ものと戦っても、そうそうひけは取らないだろう。

　ただしそれは、あくまで一対一での話である。

　相手が複数、しかもより大型のものになってくれば、どうやったところで不利はまぬがれない。

「──どうなるんだ？　すまんが教えてくれんか？」

　あくまでからかうような口ぶりを崩くずさず、ギッシュは言う。

『宇Ｕ宙・軍Ｆの出動を要よう請せいする！』

「──それで？」

『………………』

　表情ひとつ変えず問うギッシュに、艦長は一瞬沈黙した。

『……だから……無意味な抵抗をするなら、宇Ｕ宙・軍Ｆを呼んで、貴様たちを叩たたくことになる、そう言ってるんだ！』

「しかし、今さら宇Ｕ宙・軍Ｆを呼んだところで、あんたの運命は変わらんと思うが？」

『……ど……どういう意味だ!?』

　艦長の問いには答えず、ギッシュは通信士の方を向き、

「ファントム・シップに命令を伝えろ。かまわんからとっとと沈めろ、とな」

『……きさま!?　正気……』

　艦長のことばも終わらぬそのうちに。

　唐突に、ディスプレイはノイズの海と化した。

「──目標のパトロール艦、撃沈しました」

　淡々とした声が管制室に響いた。




　星の光を背に負って、闇やみを無数の宇宙船ふねがゆく。

　宇宙軍ユニバーサル・フオース、Ｆ─一〇〇系列の遊ゆう撃げき巡じゆん航こう部ぶ隊たい。補給部隊などを含ふくめ全二十五艦隊、およそ二百五十隻からなるそれは、その日、大規模な長期演習のまっ最中だった。

　その中には、かつて、ラグルド社が襲撃を受けた時、正体不明の艦隊に遭そう遇ぐうした、Ｆ─一一二遊撃巡航部隊と、その旗艦『グレイコンドル』の姿もあった。

　──星間警察Ｕ・Ｇからの出動要請が来た──

『グレイコンドル』の艦橋で、艦隊提てい督とくからの全艦通信を聞いた時、クライド艦長の脳裏に、あの時のことがちらりと頭をかすめた。

　メイン・ディスプレイに映し出された提督は、状況の説明をはじめた。

『現場は、カルーア星系の第五惑星軌道上。

　偶然にも、本艦隊の、ま近といってもよい距離である』

　──提督は知らない。なぜこの長期演習が、この時期、この場所で行なわれることになったのか。

　むろん偶然などではなかった。『ナイトメア』の裏からの力が働いたのだ。銀河最大の犯罪結社の看かん板ばんはダテではない。軍の上層部にも、政治家の中にも、『ナイトメア』の影響力は及およんでいた。

『衛星軌道上のウィルキンス社所有、実験工場『ケルビム』を、船せん舶ぱく密造の容疑で捜査に向かった星間警察Ｕ・Ｇのパトロール艦が、『ケルビム』より発進した宇宙船により撃沈された。パトロール艦が最期に捕らえた、密造船の映像がこれだ』

　メイン・ディスプレイの画像が切り替わり──

「……こっ……!?」

　クライドは、思わず声を上げていた。

　忘れもしない。この艦影は──

『諸君も見覚えがあるだろう。先日配布した、惑星レグンを襲撃した艦隊と、同型の宇宙船である』

　コンピューター処理で鮮明化された静止画像に重なって、提督のことばは続く。

『今までのデータから考えて、高性能の隠密ステルス能力など、かなり高スペックと推測される。また、『ケルビム』内に、稼か動どう可能状態にある、これと同じタイプの宇宙船がどれだけあるのかも不明である。

　他の部隊もやがては現場に到着するだろうが、我々が先陣を切ることは間違いない。

　決して油断のできる相手でないことだけは、各自、肝きもに命じておくこと！

　──では、全艦、相転移航法フエイズ・ドライブ準備！　目標地点、カルーア星系、恒星座標六─二、空間座標五─二─七、ドライブ・レベルＡにて、〇〇：一〇の後にドライブ突入をかける！』

　──そして、艦隊は動きはじめる。

『ケルビム』へと向かって。




　その頃。

　ケインたちは、ふたたび〇─Ｚブロックへとやって来ていた。

「あああああっ！　こっちの道じゃないっ！」

「えーいっ！　間違えるなぁぁぁっ！」

「何よ何よ！　ケインだって、ただただ黙ってついて来てただけじゃない！」

「それはそれとして！……って、言ってる場合じゃねーなっ！」

　脱出できそうなところに行き当たればそれでよし、と、目印になるものもない通路を適当に走り回っているうちに、またまた似たような場所に出てきてしまったのだ。

　ミリィはため息ひとつつき、なんとはなしに視線を巡めぐらせ──

「ケイン！　宇宙船ふねが動いてる！」

「なに!?」

　──たしかに。

　棚たな状のドックに係留された、例の黒い宇宙戦艦のうちいくつかが、バーニアをふかして離り床しようし、ケインたちから見て奥の方へとのろのろ進んでゆく。

「ひょっとして……逃げ出すつもりね！　連中！」

「かもな。しかしそうなると……俺たちも、とっとと逃げ出さねーとヤバいぞ」

「ヤバい……って、何で？　組織の連中がとっとと出て行ったら、こっちは手て薄うすになるはずだし……」

「──で、出ていったあと、この『ケルビム』をほったらかしにしとくと思うか？　証拠だの資料だのが山のよーにあるのに、か？」

「………………」

　ケインの問いに、ミリィはことばを失った。

「おそらく連中は、あの船の技術を誰にも渡したがらねーはずだ。だからこそわざわざ、ラグルド社を潰つぶしたんだからな。

　全部の資料を持ち出したいところだろーけど、そうそう時間に余よ裕ゆうがあるわけでもねえ。

　研究員の中には、カタギもいるだろーから、そいつらをどうするか、って問題もある。

　かといって資料や研究員を残して、それを星間警察Ｕ・Ｇの手に渡すわけにもいかねえ。

　となりゃあ残ったテはひとつ、だ。

　──この『ケルビム』ごと、一いつ切さい合がつ財さい消しちまうテだ」

「……そんな……ムチャな!?」

「けどな、これまでにも遺失宇宙船ロスト・シツプのコピー量産してみたり、会社襲撃してみたり、もうじゅーぶんムチャはやってるんだ。ここで一つ二つムチャが増えたところで、連中にとっちゃあ大差ねーさ」

「………………」

「それに、もし『ウィスプ』の連中がやらなくても『ナイトメア』がやる」

「『ナイトメア』……が……？」

「ああ。さっきの男、『ナイトメア』のメンバーだ。となりゃあたぶん目的は、何かでここの情報を掴つかんで乗り込んできた、ってことだろ？

　キャナルが前に言ったことが本当なら、連中は、あの遺失宇宙船ロスト・シツプのコピーの艦隊を潰したがるだろーな。

　どうやったら一気に潰せるか──

　答えは簡単。この『ケルビム』ごと始末しちまうのさ。

　たぶん、そう経たたねぇうちに、『ナイトメア』の遺失宇宙船ロスト・シツプがまたぞろやって来るんじゃねーか？

　──いや、ひょっとしたら、もう来ちまってるかもしれねーな」

「……何にしろ、とっとと逃げ出すしかない、ってことね……」

　かすれた声でつぶやくミリィ。

「そーいうことだ。とにかく、なんとか脱出ポッドのあるところ探すぞ！」

「りょーかいっ！……今度は、ケインが先行ってね……」

「おうっ！」

　言って彼は走り出した。

　──ちなみに。

　二人がまたまた道をまちがえ、同じ区画ブロツクに顔を出すのは、これから五分ほど後のことだった。




「星間警察Ｕ・Ｇの艦かん艇てい、近辺に集結しつつあります！　現在その数、およそ一〇！」

「ファントム・シップ、発進作業順調。現在二十六隻が『ケルビム』より発進を完了」

「資料搬はん出しゆつ作業、現在進行度、およそ五％！」

　さまざまな連絡が乱れ飛ぶ第一管制室の中、ギッシュの耳に、ある一つの連絡が、また新たに飛び込んで来た。

「──『ケルビム』に侵入してきた正体不明の艦艇を追撃に出たファントム・シップ三隻、反応が消えました！」

「なにぃ」

　ギッシュは眉をひそめた。

「消えた──というのは、一体どういうことだ!?」

「それが……その……」

　問われたスタッフは口ごもる。どういうことかと聞かれても、彼にしても、それ以上のことがわかっているわけではない。

「……ですから……反応が唐突に消えた以上……相転移航行フエイズ・ドライブに突入したか、さもなければ撃沈されたかのいずれかです」

「なるほど……おじけづいて逃げ出したか……！」

　ギッシュは吐き捨てるように言った。

　彼は、反応が消えた原因を、単なる逃亡と判断した。

　むろんその三隻が、いともあっさりと返り討うちに遭あい、ゴミクズと化して虚こ空くうを漂ただよっている、などという事こ実とは想像すらしない。

　──宇宙軍ユニバーサル・フオースさえ出し抜いたファントム・シップの性能を、彼は過信していた。

「それで？　追撃させていた問題の宇宙船ふねは？」

「……いえ……その……」

　レーダー・スタッフはやはり口ごもり、

「……最初から……レーダーに反応していないんです……それが……」

「映らんわけがないだろう!?　ここのレーダーにはあれと同じものを使ってるんだぞ!?」

「……しかし……」

「星間警察Ｕ・Ｇの動きの方に気を取られてて、見落としでもしたんだろうが!?　くだらん言い訳をするな！

　……あの三隻が、逃げる前に沈めていてくれればいいが……」

「星間警察Ｕ・Ｇのパトロール艦から通信入っています！」

「どうせつまらん降こう伏ふく勧かん告こくだろうが！　無視しろ！

「──いや……」

　ギッシュは、にぃっ、と不敵な笑みを浮かべ、

「──この際だ。かまわん！　片っ端から沈めてやれー！

　映像をメイン・ディスプレイに出せ！　こんなショウはめったに見れんぞ！」

　ギッシュの命令に、メイン・ディスプレイの画像が切り替かわった。

『ケルビム』の望遠スコープは、虚空に浮かぶ、ダーク・ブルーの船体を捕らえた。見間違うはずもない。星間警察ユニバーサル・ガーデイアンのパトロール艦である。

　彼らは、射程外ぎりぎりの位置で踏ふみ止まっているつもりなのだろうが──

　いきなり何の前ぶれもなく、一条の光が闇を横ぎった。

　そして──爆発。

　音もなく、ディスプレイに光の輪がひろがり、それが消え去ったそのあとには、パトロール艦の姿は、影も形もなく消え去っていた。

　期せずして、管制室にわき起こる拍手と歓声。

「へっ！　見たか！　星間警察Ｕ・Ｇが！」

「いつもえばりくさってるくせに！　いざとなりゃあかたなしかよ!?」

「見ろよ！　連中、あわてて逃げていきやがるぜ！」

　いあわせたスタッフが口々にはやし立てる。

　一隻が沈み、二隻目が沈められて、ようやくファントム・シップの射程距離が、普通のものよりはるかに長いことに気がついたのか、残ったパトロール艦は、あるいはバーニアの逆噴ふん射しやをかけ、あるいは回頭し、回避行動へと移った。

　しかしその間にも、ファントム・シップからの砲撃は続き、なおも数隻が、またたく間に宇宙の塵ちりと化す。

「──はしゃぐのもいいが、本来のしごとも忘れるなよ」

　言うギッシュの口の端にも、会心の笑みが浮かんでいた。

　常日ごろ、『星間警察ユニバーサル・ガーデイアン』というその肩書きゆえに、手を出すことが許されない相手に、自由にしっぺ返しができるのだ。彼らにとっては、またとない娯ご楽らくだった。




　長いにらみ合いが続いていた。

　なんとか、ファントム・シップからの砲撃を逃れた数隻のパトロール艦と、あとからやって来た、十数隻のパトロール艦は、『ケルビム』を、かなり遠まきにしたまま、じっとしているだけだった。

　ファントム艦隊フリートの方とて、『ケルビム』を離れて勝手な行動を取るわけにもいかず、パトロール艦隊と、じっと対たい峙じしているだけだった。

　変化が現われたのは、そんなにらみ合いが、二時間ほども続いた後のことだった。

「何かが相転移航行離脱フエイズ・ドライブ・アウトして来ます！　かなりの数です！」

『ケルビム』の管制室に、オペレーターの声が響く。

「かなりの数？　どれくらいだ？」

「待ってください……！　目標、相転移航行離脱フエイズ・ドライブ・アウト！　総数──二百五十二！　宇Ｕ宙・軍Ｆの艦隊です！」

「なにぃっ!?」

　宇宙軍ユニバーサル・フオースの名に、管制室がいきなりざわつく。

「……まさか……！」

　ギッシュは呻うめくようにつぶやいた。

　前回、ラグルド社を潰つぶした、時に宇宙軍ユニバーサル・フオースを出し抜いた、という実績がある以上、宇あ宙い軍てはかなりの数を出して来るだろう、という予測はしていた。

　しかしさすがに、こんな短時間に、これだけの数の艦艇がやって来るとは思ってもいなかったのだ。

　だが実際の問題として、やって来たものはしかたない。

「ファントム・フリートは、現在何隻までが発進している!?」

「はっ！　現在約一四〇隻が発進を完了！　相手のおよそ半分以上です！」

「─よし……戦やれるな……」

「宇Ｕ宙・軍Ｆ相手に、ですか!?」

　目をむいて問う室長チーフに、ギッシュは自信に満ちた口調で、

「当然だ。たとえ相手が宇Ｕ宙・軍Ｆだろうと、基本性能はこちらの方がはるかに上だ。

　艦隊を三つに分けろ！　ひとつは『ケルビム』の直衛、あとの二つは攻撃だ！　宇Ｕ宙・軍Ｆがこちらに向かって来たなら、一つ目の艦隊は『壁かべ』をつくって、敵に微速前進しながらバリアを展開！　次の艦隊は、バリアを張った艦の尻しりについて、前の艦を盾たてにしながら、ある程度引きつけて、宇Ｕ宙・軍Ｆの艦隊に砲撃をかけろ！　『壁』を抜けた艦船や攻撃機は、直衛の艦隊で叩たたけ！

　とにかく、資料の搬出が……」

　唐突に、メイン・ディスプレイの画像が切り替わったのは、その瞬間だった。

　すべて──とはいわないが、ほとんどのディスプレイに、一人の男の姿が映った。

　知らない顔だが、軍服を着ているとなれば、何者かは察しがつく。

「宇Ｕ宙・軍Ｆからの強制通信です！」

　通信士のひとりが、言わずもがなの報告をする。

『──こちらは、宇宙軍ユニバーサル・フオースＦ─一〇〇遊撃巡航部隊提督、クリストフ＝マドーラ。

　実験工場『ケルビム』の諸君に通告する。

　ただちに抵抗をやめ、投降せよ！

　こちらの要求に応じぬ場合、『ケルビム』ごと撃破する！』

「──はっ！　ヘタクソな脅おどしだ」

「──いや──」

　室長チーフのつぶやきに、しかしギッシュは首を横に振った。

「脅しじゃない。奴らの作戦だ」

「──どういうことです？」

「ここには、組織とは無関係の連中も多くいる。宇Ｕ宙・軍Ｆにしても、それは承知してるはずだ。

　なら、連中には、ここを撃破するような真似はできん。

　──しかし、今の強制通信、生活区画ブロツクの方でも流れたはずだ。

　もしも事情を知らん人間が、今の通信を聞いたらどうなる？」

「──そうなったら──パニック──」

「そうだ。宇や宙つ軍らは、この中にいる、事情を知らん連中にゆさぶりをかけ、中からつき崩くずすつもりだ。

　──こうなっては、あまり悠ゆう長ちようにもしていられんな。

　資料の撤てつ収しゆう状況は!?」

「──はい、現在、なんとか三十五％、といったところです」

「少ないな……

　まあいい！　資料の撤収作業は中止し、ファントム・シップでの退たい去きよ作業にとりかかるよう指示しろ！

　──我々もそろそろ撤収するぞ！

　各管制室、警備室にも撤収命令を出せ！　一般の連中にはなるべく気づかれるな！

　艦隊には、私が次の指示を下すまで、この空域からの離脱は許さん、と伝えろ！

　指示を出し終えたら、お前たちも撤収しろ！」

　言ってギッシュは身をひるがえし、管制室をあとにした。




「全艦載機発進準備完了！」

「全艦、第一級戦闘準備完了！」

　宇宙軍ユニバール・フオース小型機動空母『グレイコンドル』のブリッジに、さまざまな報告が逐ちく次じもたらされる。

　マドーラ提督の乗る、六〇〇Ｍ級戦闘空母『ブラフマー』を旗艦とした、全二百五十二隻からなる宇宙軍ユニバーサル・フオース艦隊は、『ケルビム』周辺の艦隊に対する攻撃準備を進めていた。

「旗艦『ブラフマー』より入電！　○○：〇五に、作戦コードＮ─〇二を開始！　時刻合わせ……五、四、三、二、……時刻合わせ終了！」

「返信。『グレイコンドル』了解した」

　クライド艦長は言った。

　──作戦コードＮ─〇二。

　巡洋艦で砲撃・牽けん制せいしつつ相手との距離を詰つめ、ある程度近づいた時点で、攻撃機と駆く逐ちく艦が突出、相手の防御線を突破、本拠に攻撃をかける突破作戦である。

　相手に迎撃戦力が少なく、戦力数は今のところこちらの方がかなり多い。

　くわえて、このあと『ケルビム』から、どれだけ敵の増ぞう援えんが出てくるかわからない以上、早めに『ケルビム』を抑えておく必要があった。

　──たしかに、この現状から見れば妥だ当とうな作戦だろう。

　しかし──

　クライド艦長の脳裏を、一瞬疑問符がよぎった。

　彼は前に一度、実際に、この艦隊と対峙している。

　しかし、あの高い隠密ステルス性能、航行速度、そしてバリアの出力。

　どう考えたところで、同じクラスの宇宙船のそれを凌りよう駕がしていた。

　そのあたりの報告は、むろん、マドーラ提督のもとにも届いているはずだが──

　それでももし、提督が、あの黒い艦隊の能力ちからを過小評価していたら？

　この作戦で破れ去るのは、あるいは、彼ら宇宙軍ユニバーサル・フオースの方かもしれない。

　──余計なことを考えるな──今は──

　クライド艦長は、小さく首を左右に振った。

　たとえ彼の懸け念ねんしている通りだったとしても、ならばどうするか、と問われれば、それに答える術すべはない。

　正直な話、他の宇宙軍ユニバーサル・フオースの部隊が到着するのを待ちたい思いはあったが、それが一体何時間後になるかはわからないし、それまでには、『ケルビム』から出る敵の数も増えているだろう。

　彼がしばしの迷いを見せるうちにも、あわただしさと緊張の中、時は流れ──

　そして、作戦ははじまった。

　先せん鋒ぽうの巡洋艦と駆逐艦とが、上下左右に開いた十字に展開する。十字の中央付近が巡洋艦、端が駆逐艦である。距離が相手とある程度近くなれば、その時点で、端部に位置した駆逐艦隊が、おし包むように殺到する予定だった。

　巡洋艦と駆逐艦の後ろには、機動空母部隊と旗艦の『ブラフマー』が位置し、さらにその後ろ、射程からは外れた位置で、補給部隊が待機する。

　そのままの状態で、艦隊は、戦闘速度で『ケルビム』に向かって進みはじめた。

「敵艦艇、少しずつですが増えつつあります。出撃数、現在一五一。迎撃機、戦闘機の出る様子はありません。

　敵艦のうち、前衛で壁をつくっているのはおよそ百」

　航法士の声が『グレイコンドル』のブリッジに流れる。

　メイン・ディスプレイには、視界を覆おおう巨大なガス惑星と、その前に浮かぶ、いびつな銀色の球体──『ケルビム』の姿。

　そして、『ケルビム』への行く手を塞ふさぎ、方形に展開した黒い艦隊が映し出されていた。

「前衛の全巡洋艦および駆逐艦、砲撃準備完了。射程距離まであと十──」

　その時。

　航法士のことばを遮さえぎるるかのように、ディスプレイの映像が一瞬輝いた。




　ごぅんっ！




『グレイコンドル』の船体を衝しよう撃げきが襲おそった。

　ディスプレイの輝きが、黒い艦隊からの砲撃だと気づいたのはそのあとのことだった。

「被ひ害がいは!?」

　声を上げるクライド艦長。

「……本艦、被害ありません！　しかし……」

「しかし──何だ!?」

「……今の砲撃で、巡洋艦五、機動空母二……旗艦『ブラフマー』撃沈されました！」

「なに!?　『ブラフマー』が!?　馬鹿な！　まだ射程外だぞ！」

　クライド艦長は、悲鳴に近い声を上げた。

　しかし今や、レーダーに、『ブラフマー』を示す光点はない。

　今、『グレイコンドル』を襲った振動は、ま近の僚りよう艦かんの爆発だったのだろう。

　パニックに陥おちいっているのは、ほかの艦も同じだった。

　宇宙軍ユニバーサル・フオースの艦隊は、今や、黒い艦隊をその射程内に捕とらえていたが、いきなり射程外からの砲撃で旗艦を失う、などという予想外の事態にまともに動揺して、砲撃を始める艦はいまだ一隻もない。

　──その中で、最初に我にかえったのは、敵の力を身をもって知っている、クライド艦長だった。

「僚艦全艦に通信！　敵は長射程だが数は依然こちらが圧倒している！　作戦通り、数で押し込み、ふところに飛び込めばこちらが有利だ！」

　ここで退たい却きやくなどはじめようものなら、相手はここぞとばかりに、長射程を活かして撃ってくるだろう。そうなれば、犬死にする者が増えるばかりである。

　それでようやく我に返ったか、巡洋艦と駆逐艦とが、黒い艦隊に向かって砲撃を開始した。

　しかし──

　別部隊の艦長の指示に従ういわれはない、ということだろうか。

　かなり多くの艦艇が、クライドのことばを無視し、あわててバーニアをふかして後退をはじめた。




　数の上では優まさっていたはずの宇宙軍ユニバーサル・フオースは、最初から不利な展開を強しいられた。

　無数の光条が、漆しつ黒こくの闇を彩いろどり、乱れ飛ぶ。

　宇宙軍ユニバーサル・フオースの艦隊は、『ウィスプ』のファントム艦隊フリートとの間を詰めてゆき、やがて駆逐艦隊が突出しはじめた。

　当然、前に出た艦は、相手からの目標になる。ファントム・フリートからの光が殺到し、次々と、爆光の中へ消えてゆく。

　──むろん、ファントム・フリートとて、全くの無傷というわけではなかった。

　いかに遺失宇宙船ロスト・シツプの技術をある程度導入しているとはいえ、その能力を完全にコピーしているわけでもなければ、ましてや無敵などではありえない。

　たとえば装甲に関しては、分析の結果、現在の技術では作成不可能と判明しただけである。当然、ファントム・シップの装甲そのものは、現在ある材質を使ってある。バリアを展開していない状態で、砲撃を受ければひとたまりもない。

　バリアを展開した艦の陰から砲撃をかけているファントム・シップの中にも、運悪く、宇宙軍ユニバーサル・フオースからの砲撃を受け、撃沈させられたものもあった。

　──しかしそれでも、被害はやはり宇宙軍ユニバーサル・フオースの方が、圧倒的に大きかった。

　何より相手は、レーダーに映らないのだ。

　しかたなく、相手の位置確認や砲撃の照準などは、エネルギー反応を頼りに行なっているわけなのだが、ミサイルや何かの爆発があるたびに、これがあっさり攪かく乱らんされる。

　撃沈されたのと、それに何より、かなりの数が後退したのとで、前面の巡洋艦や駆逐艦の数は、いまや最初の半分ほどになっていた。

　そんな中──

　予想外の不利に混乱してか、目茶な作戦を思い立ったのは、後方に退さがった部隊のひとつだった。

　五〇〇Ｍ級戦闘空母『シルバーウルフ』指し揮きのもと、その作業は進められた。

　その船腹に接続されていた、全長三〇〇Ｍほどの細長いユニットが切り離され、『シルバーウルフ』と繋つながったワイヤーの伝える命令通り、各部のバーニアを噴ふかせて虚空に静止した。

『隕石潰しメテオ・マツシヤー』と呼ばれるそれは、その名が示すように、本来は、惑星に落下し、大きな被害を及ぼすと予想された隕いん石せきを破は砕さいするための道具だった。

　口径約四〇Ｍのエネルギー砲──と言えばすごいが、実際のところ、巨大なエネルギー放出ユニットに、申し訳程度のバーニアがついているだけのシロモノである。

　むろんそれだけのエネルギーを、『シルバーウルフ』一隻でまかなえるはずもない。エネルギー輸送艦数隻とメテオ・マッシャーとを直接エネルギー・チューブで接続させる、などという、かなりとんでもないことをしなければ発射は不可能である。

　安上りのいいかげんなつくりだけあって、当然トラブルも多く、たとえフル・パワーの半分ほどの出力で射うったとしても、一度発射したとたん、どこかが故障を起こす、などということはざらである。

　限りなく不良品に近いモノではあったが、しかしそれでも、その威い力りよくには絶大なものがあった。

　メテオ・マッシャーの展開作業と輸送艦との接続はあっさり終わり、ほどなくエネルギーの充じゆう填てんも完了した。

　むろん、狙うはファントム・フリート──ではない。

　近づけばこちらがやられるし、適当に射っても当たるわけはない。

　目標は──『ケルビム』。

　エネルギー反応、公転速度からその位置を割り出して、一撃を浴びせ、その後、降伏しなければ二撃、三撃を送る──そう宣告し、降伏を促うながす。

『シルバーウルフ』の艦長の立てた策はそれだった。

「『ケルビム』軌道算出完了！　照準補正完了！」

「メテオ・マッシャー、エネルギー充填六〇％、発射準備完了！」

『シルバーウルフ』のブリッジに、準備の終了を知らせる報告が届き、艦長は、大きくひとつうなずいた。

「メテオ・マッシャー、発射！」

　艦長の命令に、砲撃手の復ふく唱しようが続き──

　そして、巨大な光の帯が、虚空へと解き放たれた。




「なんてことを!?　正気か!?」

　ディスプレイに映し出された光景に、『グレイコンドル』のブリッジで、クライド艦長は思わず声を上げていた。
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　たった今。

　後方の僚りよう艦かんから放たれたメテオ・マッシャーの一撃が、『ケルビム』をまともに直撃したのだ。

　おびえて後ろに退さがるだけならばまだいい。

　しかし、よりにもよって、メテオ・マッシャーなどを使って『ケルビム』に砲撃をかけるとは。

「あそこには……民間人もいるはずなんだぞ……！」

　言って彼は、奥歯を強く噛かみしめた。




　ごぅんっ！




　強烈な衝撃が、突如『ケルビム』を襲った。

「……っなっ!?」

「何だっ!?」

　通路を駆けゆくケインとミリィは、たまらず数歩よろめいた。

「ひょっとして──星間警察Ｕ・Ｇが攻撃しかけてきたの!?」

「まさか!?　民間人だっているんだぜ！──ちょっと待て！　確かめてみる！」

　言ってケインは通信機でキャナルを呼び出した。

『──何やってるんですかっ!?　いつまでもそんなところでうろうろとっ！』

　あせりまくった口調のそれが、彼女の第一声だった。

「そう言うなって。ようやくポッドの場所は見つけたぜ。たぶんもう少しで脱出できる。それで、外の様子はどうなってる？　なんか今、がつんっ、と来たが」

『のん気なこと言ってる場合じゃありませんよ！　宇宙軍ユニバーサル・フオースが来て、例の艦隊と正面からドンパチやってるんですよっ！

　隕いん石せき破は砕さい用の大口径エネルギー砲を、そっちに向かって撃ち込んだんです！　外から見ると、あちこち誘ゆう爆ばくしまくってますよっ！』

「なにぃぃぃぃぃぃっ!?」

　そういえば今も、地鳴りにも似たかすかな振動が、どこかから伝わって来ている。

『それにっ！……すぐ近くまで来てます！　『ナイトメア』が！』

「……なんか……二時間ほど前にも同じこと言ってなかったか……？」

『あれとは別口です！　前のはとっととどこかに行っちゃったみたいですけど！　今度のは、あきらかにこっちに向かってます！』

「つまり……何にしろ、早く脱出しろ、ってことか……」

『わかってたら早くしてくださいっ！』

「了解っ！」

　返事だけは景気よく、ケインは通信を終え、ふたたびミリィとともに通路を駆けだした。




　──一体何が起こったのか。

　おそらく、ギッシュにはわからなかっただろう。

　第一管制室をあとにして、移動通路ムービング・ロードを乗り継つぎ、〇─Ｚ区画へと向かった。

　生活区画ブロツクはおそらくパニックになっているだろうが、彼らの使う移動路には、一般人は入り込めないようにできていた。

　二、三の確認作業をすませ、係けい留りゆうされたファントム・シップの一隻に乗り込もうとした、まさにその時──

　メテオ・マッシャーの直撃が来た。

　断だん末まつ魔まの苦痛を味わう暇ひまさえ、おそらくなかっただろう。

　数十隻の、稼か動どう状態にあったファントム・シップが起こした爆発は、『ケルビム』の外装を、いともあっさりつき破り、爆発は、さまざまな箇か所しよへと飛び火した。

　そして──

　巻き起こった爆発は、『ケルビム』の軌道を変えていた。

　今。

　最大長一〇〇キロに近い『ケルビム』の銀色の巨体は、惑星マクフィールのガスの海に向かって落下しつつあった。








　ゴルンノヴァ




　落ちてゆく。

『ケルビム』の巨体が。惑わく星せいマクフィールに向かって。

「……どうやら、助けに行ったほうがよさそうですね……これは……」

　その映像を眺ながめつつ、キャナルは苦い口く調ちようでつぶやいた。

「もっとも……あいつがこっちの動きを見み逃のがしてくれるかどうかは、かなり疑問ですけどね……」

　キャナルの『目』には、こちらに向かって近づきつつある、一いつ隻せきの宇宙船ふねの姿が映うつっていた。

　全長四一〇Ｍ。翼つばさを畳たたんでダイブする鳥のようなフォルムの、黒い船体。船体を囲んで浮ふ遊ゆうする、銀色の球体、その数六つ。

『ナイトメア』の遺失宇宙船ロスト・シツプ、『ゴルンノヴァ』

　むろんキャナルにとって、倒すべき敵ではあるのだが、今戦えば、ほぼ確実に、ケインとミリィを助け出すことは不可能になる。

「……ふむ……あんまり気は進まないけど……」

　キャナルはしばし考えてから、『ゴルンノヴァ』に向かって通信回線を開いた。

『……何の用だ……？　ヴォルフィード……貴き様さまと話すことなどないはずだが……』

　重い『声』がキャナルの『耳』に届とどいた。

「──ちょっとした提案がありましてね」

　キャナルは言う。

「いずれ、あなたとわたしは戦うことになるでしょうけど……決着は、遺失宇宙船ロスト・シツプのまがいものの艦かん隊たいを片づけたあと──ということでどうです？」

『……笑わせるな……なぜ……おれが……貴様と馴なれ合わねばならん……？』

「馴れ合い、じゃなくて取り引き、です。

　わたしを倒すだけのつもりなら、さっきここに来てた『ラグド・メゼギス』を使えばいい。にもかかわらず、わざわざ重じゆう砲ほう撃げき艦のあなたがかわりにやって来た。

　──つまり、あなたの受けた命令は、まがいものの艦隊を潰つぶすこと──ですね？」

『……その通りだ……しかし……だからと言って、目の前の貴様を見過ごしにするわけにはいかんな……』

「決着はあとでもつけられます。むろん今つけることもできますけど──もしわたしたちが戦っている間に、あのコピーの艦隊が、あちこちに逃げて行ったら、あなたは結局、命令を果はたせないことになりますけど？」

『………………』

　相手の沈ちん黙もくにかまわずキャナルはことばを続ける。

「わたしも、あなたと決着をつける前にやるべきことがあります。

　手を組む──という言い方が気に入らないなら、お互いが、やるべきことをすませるまで、互いの力を利用する──

　そういうことならどうです？」

『ことばのすり替え──だな』

　言う口調の中に、かすかに苦笑の色が混じっているように感じたのは、キャナルの気のせいだろうか。

『……まあいい……乗ってやろう。その話。……ただし……互いの用が終わったなら、必ず決着はつける……それでいいな……』

「──わかりました──」

　キャナルは、やや苦にがい口調で答えた。

　──そして。

　二隻の遺失宇宙船ロスト・シツプは進撃を開始した。

『ケルビム』の空域に向かって。




「未確認艦二隻、相対位置七〇─三二〇より急速接近！」

　宇宙軍ユニバーサル・フオース『グレイ・コンドル』のブリッジに、レーダー・オペレーターの報告が響ひびいた。

「未確認艦!?　援えん軍ぐんではないのか!?」

　クライド艦長の問いかけに、オペレーターは首を横に振り、

「いえ！　軍の識別信号、出ていません！　それに……この移動速度からすると、むしろ黒い艦隊やつらの仲間ではないかと！」

「……な……」

　クライド艦長は、絶望の呻うめきを漏もらした。

　──戦局は、宇か宙れ軍らにとって、決定的に不利に展開していた。

　しょっぱなに旗き艦かんを沈められ、これでかなりの部隊が戦意を失った。

　それでも、最初の予定通り作戦を進めていたのだが──

『シルバーウルフ』が、勝手な判断で放ったメテオ・マッシャーの一撃で、『ケルビム』が、軌き道どうを変え、墜つい落らくをはじめたのだ。

　──それで、黒い艦隊が、戦意を失ってくれればそれでもよかった。

　しかしどういうわけなのか、黒い艦隊は、そんなことおかまいなしに、変わらぬ攻撃をしかけて来る。

　──あそこは奴やつらの本ほん拠きよではなかったのか？──

　指令を下す旗艦を失い、そして今また、最大の制圧目標だったはずの『ケルビム』をも見失って、宇宙軍ユニバーサル・フオースはまともに混乱をきたしていた。

　その混乱の中、突出していた駆く逐ちく艦が、そして攻撃機が、次々と、黒い艦隊に沈められていく。

　各部隊はばらばらな行動を取りはじめた。

　無む謀ぼうにも、なおも突撃をかける駆逐艦が、集中砲火の前にあえなく四散する。

　退たい避ひを試み、あわてて船首を回頭しようとしていた巡じゆん洋よう艦が、横腹にまともに砲ほう撃げきを受け、二つにへし折れ、爆ばく発はつを起こす。

　そんな中、『グレイコンドル』は、『ケルビム』が沈みはじめた時点で撤てつ退たいをはじめ、なんとか生き残っていた。

　もはやこうなっては、宇か宙れ軍らに残った希望の光は、こちらに向かってやって来ているはずの援軍だけなのだが──

「……なんで……奴らの仲間がやって来るんだ……!?」

　半なかば呆ぼう然ぜんとつぶやくクライドの耳に、レーダー・オペレーターの報告が届とどく。

「不明艦二隻、コース変更！　一隻は落下途中の『ケルビム』に、もう一隻は、黒い艦隊の方に向かいました！」

「その不明艦……ディスプレイに出せるか!?」

「黒い艦隊の方に向かっている奴の方でしたら……出します！」

　メイン・ディスプレイの面画が切り替わり、漆しつ黒こくの空間を疾しつ走そうする、黒い宇宙船ふねの姿が映うつし出された。

　翼つばさを閉じてダイブする鳥のような船体。甲こう虫ちゆうを想おもわせる。有機的なフォルムの黒い装甲がその全身を包み込み、一体どういうしかけになっているのか、銀色の球体が、黒い船体をとりまいて、いくつか漂ただよっている。

『ケルビム』から出撃した黒い艦隊と、多少似に通かよったイメージはあるが──

　──違う。

　クライドは、その黒い宇宙船ふねに、何か、決定的な違和感を感じていた。

　どこがどう違うのかと聞かれれば、答える術すべはないのだが、彼にはそれが、『ケルビム』から出た艦隊とは、一線を画かくする存も在ののような気がした。

　その時。

　ディスプレイに映った、黒い宇宙船ふねの姿が一瞬、ゆらめいて見えた。

　同時に、船体の各部から射出された、数十条のまばゆい光が、虚こ空くうでいきなりその軌き道どうを変え、一条の光と収しゆう束そくし、闇やみを切り裂さく！

「不明艦の砲撃！」

　言わずもがなの報告。そして──

「『ケルビム』からの艦隊の一隻に命中！　撃破！」

「なに!?」

　予想とは違った報告に、クライドは思わず声を上げていた。

「──味方──なのでしょうか……？」

「──いや──」

　誰だれかの漏もらしたつぶやきに、クライドは呻うめくように言った。

「味方とは思えん……『ケルビム』から出た艦隊を狙ねらってはいるようだが、な……」




「ないッ！　脱出ポッドがないッ！」

　思わず両手で頭をかかえ、ミリィは悲鳴を上げていた。

　惑ほ星しへと墜おちゆく『ケルビム』の中──

　ケインとミリィの二人は、ようやくたどり着いた、脱出ポッドの設置場所で、とほうに暮くれていた。

　二十人乗りほどのポッドが一機ずつ、別々のエア・ロックにおさまっており、それがこの場所には全部で五つある──はずだった。

　だがしかし。

　エア・ロックの中はもぬけのから。がらんとした空間が、ただひろがっているだけで、ポッドなど影も形もやかった。

「……たぶん……ほかの誰かが先に使って逃げちまったんだな……」

　ぼーぜんとした口調で言うケイン。

「逃げちまったんだな、じゃないでしょーがっ!?　どーすんのよっ!?」

　半泣きの口調で問うミリィに、ケインはしばし考えてから、

「──よし！　とりあえず、宇宙服が置いてあるエア・ロックを探さがす！　たぶんそこいらにあるだろ」

「まさかとは思うけど……宇宙服着ただけで外に出よう、なんてムチャ言いだすんじゃないでしょーね……？」

「まさか。エア・ロックの中で、通信機つけっ放しにしといて、キャナルに迎むかえに来てもらうんだよ。

　あいつが来た時点でエア・ロック開けて乗り移る、ってわけだ」

「ををっ！　なるほど！　ケインかしこいっ！　ムチャなだけが取とり柄えじゃなかったのねっ！」

「俺おれのどこがムチャなんだっ!?　どこが!?」

「いつでもどこでもじゅうぶんムチャでしょうが!?……っと、それよりも……」

　あたりをきょときょと見回した、彼女の視線が、通路の奥──とある一点で止まった。

「あれって──そうじゃないの？」

「行ってみるぞ」

　短い距離を駆かけ抜ぬけて、二人はやがて、一枚のドアの前で足を止めた。

「大ビ当ンりゴ──だな」

　ケインは壁かべのスイッチを押し、ドアを開いた。

　部屋の左右の壁には、合計一ダースほどの宇宙服が吊つるされており、向かいには、気密室へと通じるドアがあった。

　ケインたちが最初に、この『ケルビム』に乗り込んできたところと、同じようなつくりの、作業用エア・ロックである。

　ケインは、左手の通信機でキャナルとの回線を開き、迎えに来てくれるよう話をつけてから、通信を切らずに、上から宇宙服を着る。

　そのまま二人は、気密室へと入った。

『……さてと……これで、あとは待つだけ……』

　ケインがのん気な口調で言った、まさにその時。




　がぅんっ！




　強きよう烈れつな衝しよう撃げきはいきなりやって来た。

　──何だっ!?

　声を上げる暇ひますらなく、二人の体が宙に舞う。

　吸い出されているのだ。引き裂さかれた壁から、中の空気ごと、宇宙へと。

　戦闘で沈められた宇宙船の、大きな破片が、『ケルビム』の外装をえぐったのだが、むろんそんなことは、ケインたちにはわからない。

　ほとんどわけもわからぬままに、しかしそれでも、ケインは右の手で、裂けた壁からつき出した、構造材にしがみつく。

　すぐその横を、風に巻かれてミリィがゆく。

『──ミリィ！』

　ヘルメットの中で声を上げ、ケインは左手をさしのべる。

　ミリィの伸ばした右の手と、一いつ瞬しゆん、指先がからみ合い──

　そして、離れた。

　そのままミリィの宇宙服は、闇の奥へと流れてゆく。

『ミリィ！　ミリィ！』

　ケインは彼女の名を叫さけび──

　その瞬間。

　いきなり視界を埋うめて出現した壁が、宇そ宙らを流れてゆくミリィの体を受け止めた。

『──どうやら──なんとか間に合ったみたいですね』

　左手の通信機から、キャナルの声が流れて来た。

『……助かったか……なんとか……』

　ケインは、安あん堵どの息をつき、目の前の壁──『ソードブレイカー』の船腹に向かって虚こ空くうを流れていった。
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「状況は!?」

『ソードブレイカー』の操縦席パイロツト・シートに身を沈め、ケインはキャナルに問いかけた。

「爆発のあと、『ケルビム』から、密造戦艦の出てくる様子はありません。脱出ポッドが山ほど出て来ただけです」

「宇Ｕ宙・軍Ｆはがんばってる？」

　ケインにやや遅れて、ミリィも砲手席ガンナー・シートについた。

「はっきり言ってけちょんけちょんに負けてます」

「……はっきり言いすぎてると思う……それって……」

「けれど、負けるのは密造艦隊の方ですね」

「ああ。俺たちがいる以上は、な」

　不敵な口調で言うケインに、しかしキャナルは、重い口調で、

「……というよりも、あいつがここに来た以上は──ですね……」

「あいつ？」

「ええ……」

　キャナルはメイン・ディスプレイの映像を、虚空を駆かける『ゴルンノヴァ』の姿へと切り替えた。

「──こいつが──!?」

　つぶやくケインに、首を縦たてに降り、

「『ナイトメア』の遺失宇宙船ロスト・シツプ、重砲撃艦『ゴルンノヴァ』。──はっきり言って、あまり戦いたくない相手です……」

　めずらしく弱気な口調で言うキャナルに、ミリィは不ふ審しんの目を向けて、

「戦いたくない……って……なんか事情でもあんの？」

「単純な理由です。

　こと攻撃力に関しては──この『ソードブレイカー』より、あいつの方がはるかに上なんですよ……」

『……な……!?』

　ケインとミリィは、同時に思わず声を上げた。

「……け……けど待てよ。お前、大昔に、一度はあいつらを倒してるんだろ？」

「『封じた』だけです。わたし自身が力つきるのと引き換かえに。戦って倒したわけじゃあありません。

　──けど、とにかく今は、コピーの艦隊をどうにかする方が先です。

　それまではとりあえず、あいつとは休戦、ということになってますから。

　──あいつの戦いかた、よく見ておいてくださいね」

　自信ないキャナルの口調に、ケインとミリィはしばし顔を見合わせていたが、やがて、どちらからともなくうなずき合った。

「──何にしろ、やるっきゃない、ってことだろ？」

　言ってケインは、キャナルに向かってウインクひとつ。

「だいじょーぶよ。あたしたちがついてるから」

　ミリィも、根こん拠きよのない気休めを言う。

「ともあれ、こんなところで見物してる、ってわけにもいかねーからな」

　ケインは、目の前のコントロール・レバーを、ぐっ、とにぎりしめ、

「行くぜぃっ！」

『了解っ！』

　ミリィとキャナルの声がハモった。

『ソードブレイカー』のエンジンが、まばゆい輝かがやきを放つ。

　一気に加速・転進し、『ウィスプ』の黒い艦隊が狙ねらえる位置についた。

　無数の光条が闇に交こう叉さし、大小さまざまの爆光が閃ひらめく。

　近くには、もはや宇宙軍ユニバーサル・フオースの姿はない。突出していた部隊はすべて、後退か撃げき墜つい、いずれかの道を辿たどっていた。

　もはや宇宙軍ユニバーサル・フオースは、『ウィスプ』の艦隊を遠まきにして、統とう率そつの取れていない砲撃をくり返すのみである。

　しかし、『ウィスプ』の艦隊もまた、混乱の中にあった。

　原因は、艦隊のまっただ中を、強引につっ切ってゆく、一隻の黒い宇宙船ふねだった。

　銀色の球体に囲まれた、黒いゆらぎのような『ゴルンノヴァ』の船体が輝き、次の瞬間、解き放たれた一条の光は、バリアを展開した『ウィスプ』の宇宙船を、そのバリアごと貫つらぬき通す！

　そして、爆光が宇宙にまたひとつ。

　しかし『ウィスプ』の艦隊とて、むろん無抵抗ではない。戦場のどまん中を疾しつ走そうする『ゴルンノヴァ』へと向かって、エネルギーの矢を放つ。

　そのうちの数条は、まともに直撃のコースを辿る。『ゴルンノヴァ』はよけようとすらしない。

　光がつき立つその直前。

　エネルギー光は、まるで何かにはじかれたかのように、あらぬ方向へと向かって飛んでゆく。

「……派は手でにやってますね……あいつ……」

　ぽつりと小さくつぶやくキャナル。

　しかし、ケインとミリィの二人は、ただ呆ぼう然ぜんと、『ゴルンノヴァ』の戦いぶりを映し出すディスプレイを眺ながめているだけ。

「……な……なんだ……？　ありゃあ……？」

　ややあって、ようやく我われにかえったか、ぽつりとつぶやきを漏もらすケイン。

「言ったでしょう？　あいつはこの『ソードブレイカー』より攻撃力は上だ、って」

「いや……攻撃力もともかく……あいつ、今さっき、飛んできたエネルギー弾だんはじかなかったか!?」

　ディスプレイに映し出された、黒いゆらぎとも霞かすみともつかぬ『ゴルンノヴァ』の姿を眺めつつ、彼は言った。

「はじいたんじゃありません。歪ゆがめたんです」

　キャナルはディスプレイを切り替え、記録メモリーにある、『ゴルンノヴァ』の本当の姿を映し出した。

　銀色の球を纏まとった、翼つばさを畳たたんだ鳥のような、あの姿である。

「これがあいつの本来の姿です」

　キャナルは言う。

「まわりの球体で、船体付近の空間を歪め、それをレンズ替わりにしてるんです。

　船体の各部に設置されたエネルギー砲を一斉射撃して、それを空間レンズで収束して、相手にたたきつけます。

　──はっきり言って、あれを受けたら、『ソードブレイカー』のバリアでも、ひとたまりもありませんから。注意してください」

「……注意してなんとかなるのか……？　それは……？」

　暗あん澹たんたる口調でツッコミを入れたケインを無視し、キャナルはことばを続ける。

「もちろん、逆に拡かく散さんさせて、エネルギー・シャワーのように使うこともできますから、むやみに近づくのも危険です。

　今しがた、敵からのエネルギー弾をよけたのも、空間を歪めて弾道をそらしたわけです。

　あいつの姿が、今はゆらいで見えるのも、始し終じゆうまわりの空間を歪めまくっているせいです」

「……で……密造艦隊片づけたあとは、あんなのと戦わなきゃならねーわけか……」

「……キャナルが『戦いたくない』って言ったのが、わかるよーな気がする……ひょっとしてあいつ、無敵なんじゃない？　はっきり言って……？」

　ゆううつな顔でつぶやくケインとミリィに、キャナルは首を横に振り、

「無敵、というわけじゃあありません。一撃を放ってから、次の一撃を放つために、若じやつ干かんのタイム・ラグが生まれますし、空間を歪めて調整するのにも、やはり一瞬の間ができます。

　──たしかに、エネルギー弾を直撃させることは、ほとんど不可能に近いでしょうけど、リープ・レールガンを使って空間ごとえぐり取ることは可能です」

「けどそれって……リープ・レールガン以外の武器は効きかないぞ、ってことじゃないの？」

「……まあ……そういう説もありますけど……」

　ミリィの問いに、困った顔で答えるキャナル。

「──以ま前えに封じたことがある、って言うのなら、今度も同じ手で封じちゃえば？」

「理り屈くつとしてはできないことはないんですけど──今それをやると、わたしも機能停止しちゃいますから……

　かりにあいつをそのテで封じたとしても、『ナイトメア』に、まだ三つ、敵が残ってます。

　いろいろな意味で、あいつ以上にやっかいなのが。

　そいつらを残して、わたしがリタイアするわけにはいきません」

「……あいつ……以上に……？」

　キャナルのことばに、ミリィは顔を引きつらせる。

『ソードブレイカー』のコックピットに、しばしの沈黙が落ちた。

「えーいっ！　何はともかく、だっ！」

　その沈黙を破ったのはケインの声だった。

「ここでうだうだ言ってても、どーにかなるもんじゃねーだろ!?　まずはあの艦隊をとっとと叩たたき潰つぶす！　あいつのことを考えるのはそのあとだっ！

　そーゆーことでいいな！　二人ともっ！

　戦闘準備だ！　ミリィ！　砲撃頼たのむぜっ！」

「は……はい……！」

　いきなり声をかけられて、あわててミリィは返事を返し、砲手席ガンナー・シートの、火器コントロール・パネルに指を走らせた。

「ケイン、ミリィ！　あいつとの戦いにそなえて、リープ・レールガンの弾た丸まはなるべく温存しておいてください！」

「ああ！　わかった！」

「りょーかいっ！」

『ソードブレイカー』はふたたび進撃を開始した。

『ウィスプ』の艦隊のうち何隻かが、ようやくこちらに気づき、砲撃をしかけて来る。

「へたくそっ！」

　ケインはその攻撃のことごとくを、一いつ喝かつと同時にかわし切る。

　同時に、ミリィがビーム砲を数発、たて続けに発射した。

　通常のビーム砲ではあったが、コピー艦相手には、これで充じゆう分ぶんだった。

　砲撃をしかけて来たうちの一隻が、機関部に直撃を受けて爆発し、あとは、あるいはなんとか回かい避ひし、あるいはバリアを展開して防ふせぐ。

　しかし、バリアを解除したその瞬間、『ソードブレイカー』からの二撃目が、その船体を貫つらぬいた。

「さくさく行くぜぃっ！　敵は数が多いんだっ！」

　吠ほえてケインは、艦隊の、まっただ中へと突っ込んで行った。




　──『ウィスプ』のファントム・フリートは、まともに浮き足立っていた。

　星間警察ユニバーサル・ガーデイアンのパトロール艦を撃破し、宇宙軍ユニバーサル・フオースにさえひと泡あわ吹かせることができた。

　そこまではよかったのだ。

　宇宙軍ユニバーサル・フオースの無む謀ぼうな攻撃で『ケルビム』が大破、マクフィールへと落下をはじめた──それもまた、よしとしよう。

　もとより『ケルビム』は、証しよう拠こを消すため処しよ分ぶんする、という指示が出ていたのだ。そういう意味ではむしろ、手て間まが省はぶけたとも言えるだろう。

　しかし──である。

　そんな中、いきなり現われ、問答無用で攻撃をしかけて来た正体不明の宇宙船ふねは、無敵のはずのファントム・シップを、いともやすやすと沈めていった。

　相手はたかが一隻と、攻撃をかけてはみたものの、こちらのエネルギー弾は全く通用しない。

　おまけにまた一隻、新あら手てがやって来た。

　こちらは、ケタ違いの機動性と正確な射撃とで、ファントム・シップを、一隻、また一隻と、着実に沈めてゆく。

　相手はたかだか二隻、という油断と、宇宙軍ユニバーサル・フオースを手玉に取った、という自信──いや、慢まん心しんにつき動かされて戦い、ふと気がつけば、いくらも時間が経たたぬうち、かなりの数のファントム・シップが沈められていた。

　もはや、艦隊としての統制も何もない。駆け抜けてゆく相手を狙った砲撃がそれ、あるいははじかれ、仲間のファントム・シップにダメージを与える、などという場面すら何度かあった。

　さっさとこの場を逃げ出したい──

　そう思う者もむろんいただろう。

　しかし、ギッシュが下した指示──次の指示があるまで、絶対にこの空くう域いきを離れるな、というその命令に縛しばられて、それもできずにいた。

　組そ織しきの中で、上からの命令にそむけば、一体どういう運命が待ち構えているか、それは彼らも承しよう知ちしていた。

　そして彼らは、そのギッシュがすでに死んでいることを知らない。

　来るはずもない『次の指令』を待ちながら、彼らはひたすら戦い続けた。




「宇宙軍ユニバーサル・フオースが動きはじめました！　こちらに向かって進撃して来ます！」

「なにぃぃぃぃぃぃっ!?」

　キャナルの報告に、コントロール・レバーを操あやつる腕うでは休めぬまま、ケインは声を上げていた。

『ソードブレイカー』と『ゴルンノヴァ』の乱入で、『ウィスプ』のファントム・シップの数はかなり減っていた。

　最初は百五、六十はいたはずだが、今となっては、その半分ほどになっている。

　おそらく宇宙軍ユニバーサル・フオースは、ファントム・シップの数が減った今こそチャンス、と読んだのだろう。進撃しない部隊もあったが、ほとんどの部隊が、ここぞとばかりに突っ込んで来る。

　しかし、この『援軍』は、はっきり言って、ケインたちにとっては、ジャマ以外の何でもなかった。

　今の状態なら、当たるを幸い、片かたっ端ぱしから攻撃をしかければいいだけなのだが、これに宇宙軍ユニバーサル・フオースが混じって来ると、識しき別べつと、それに流れ弾だ丸まの問題が出てくる。

　ついでに言うなら、ケインたちはともあれ、『ゴルンノヴァ』の方は、宇宙軍ユニバーサル・フオースの艦隊を巻き込むことをためらいはしないだろう。

「えーいっ！　日和ひより見みなっ！

　キャナル！　宇Ｕ宙・軍Ｆに回線開いてくれ！　こっちの船せん籍せき示して、『あの黒い一や隻つは味方じゃない、いっしょくたに攻撃されるおそれがあるから近づくな』って言ってやれ！」

「けど、言ったからって聞いてくれるとは思えませんが……宇あ宙ち軍らにも面子めんつってものがあるでしょうから……」

　たしかに、苦戦しているところを、たかだか二隻の宇宙船ふねに助けられ、敵の数が減った時点でふたたび進撃しはじめた──

　この時点ですでに、じゆうぶん面めん目もくは潰つぶれているのだが、この上、乱入して来た宇宙船に、『危ないから近づくな』と言われて、はいそうですか、と言えるわけはない。

「けど、言わねーわけにもいかねーだろ!?」

「──わかりました。それじゃあ一応、わたしが通信送ってみます」

　言ってキャナルは、ケインとミリィの手をわずらわせることのないよう、宇宙軍ユニバーサル・フオースに向かって一方的な通信を送った。

　しかし──

　キャナルの予想した通り、宇宙軍ユニバーサル・フオースの艦隊は、その通信をまるっきり無視して進撃を続けた。

　そして、最初の犠ぎ牲せい者しやが出た。

　宇宙軍艦ユニバーサル・フオース隊からの砲撃を、バリアを展開して受け止めていた、一隻のファントム・シップに向かって、『ゴルンノヴァ』の砲撃が来た。

　収しゆう束そくされたエネルギー弾は、バリアを貫き、その船体をえぐるようにかすめた。

　狙いがやや甘あまかったのか、一撃で四散はしなかった。

　船体の一部が爆発を起こし、その反動でファントム・シップは、バリアを失い、宇宙軍ユニバーサル・フオースの艦隊の方へと吹っ飛んでゆく。

　爆発に巻き込まれまいと、あわてて回避に移る宇宙軍ユニバーサル・フオース。

　そこに、『ゴルンノヴァ』からの第二撃が来た。

　エネルギーの矢は、今度こそ、ファントム・シップの機関部をまともに貫いた。

　そして、爆発が起こった。

　ま近にいた。宇宙軍ユニバーサル・フオースの巡洋艦一隻をまともに巻き込んで。

　宇宙軍ユニバーサル・フオースの誰かが、『ゴルンノヴァ』に向かって警告の通信を送ったが、もとよりそんなものが通じる相手ではない。

　ファントム・シップが、宇宙軍ユニバーサル・フオースの艦かん艇ていを盾たてに取るような動きを見せれば、『ゴルンノヴァ』は、ためらうことなく、宇か宙れ船らの船ごとファントム・シップを撃うち抜いた。

　──宇宙軍ユニバーサル・フオースが、『ゴルンノヴァ』を敵とみなすのに、それほどの時間は必要としなかった。

　困ったのがケインたちである。

　宇宙軍ユニバーサル・フオースの中には、『ゴルンノヴァ』を敵とみなすだけならともかく、何を思ったか、ケインたちをも敵とみなして、攻撃をしかけてくるものもいた。

　しかしケインたちの方としては、だからといって、相手を沈める、というわけにはいかない。

　結局。『ソードブレイカー』は、宇か宙れ軍らからの攻撃をかいくぐりつつ、ファントム・シップに攻撃をかける、などという、かなり面めん倒どうな戦いを強しいられることになったのだ。

　──戦いは、時とともに、混乱の色を深めていった。




『ゴルンノヴァ』の砲撃に、船体を貫かれ、ファントム・シップの一隻が、宇そ宙らに爆光を撒まき散らした。

　──最後の一隻が。

　混乱に満ちた戦いにも、やがて、終わりの時が近づいていた。

『ケルビム』から出撃していたファントム・シップのことごとくは、『ソードブレイカー』と『ゴルンノヴァ』、そして宇宙軍ユニバーサル・フオースによって沈められていた。

　──むろん、ファントム・シップの中には、不利を悟さとって逃とう亡ぼうを企くわだてたものもいた。投とう降こうを宣せん言げんした船もあった。

　しかしそれを、『ゴルンノヴァ』は許ゆるしはしなかった。

　バリアを解かい除じよし、背を向けて、エンジンを噴ふかすファントム・シップに。投降を宣言し、バリアを解除した船に。

　容よう赦しやのない攻撃が浴あびせられ、次々と、宇宙に漂ただようゴミと化す。

　投降を宣言した船を護まもろうと、割って入った宇宙軍ユニバーサル・フオースの船が、いっしょに撃げき沈ちんされたこともあった。

　──もともと『ゴルンノヴァ』に与えられた命令は、遺失宇宙船ロスト・シツプの模コ造ピ品ーを、完全に殲せん滅めつすることだった。

　そして、ファントム・シップの最後の一隻が沈められた時、戦場に残っているのは、いまや百ほどにその数を減らした宇宙軍ユニバーサル・フオースと『ソードブレイカー』、そして──『ゴルンノヴァ』。

　宇宙軍ユニバーサル・フオース艦隊からは、やや距離を置いたあたりで、『ソードブレイカー』は『ゴルンノヴァ』と対たい峙じした。

「……いよいよ……決着ですかね……」

『ソードブレイカー』のコックピットで、キャナルはぽつりとつぶやいた。

　──だが。

『……まだだ……』

『ゴルンノヴァ』の『声』がコックピットに流れた。

「……まだ……？」

　眉まゆをひそめてミリィがつぶやく。

　もうこの空域に、ファントム・シップの姿はないはずだが……

『……まだ……完全ではない……』

　言って、『ゴルンノヴァ』は転進をかけた。

　マクフィールのガスの海へと沈みつつある『ケルビム』に向かって。

「──あいつ──『ケルビム』を完全に潰つぶすつもりですね」

「行こうぜ。俺たちも」

　ケインのことばに、キャナルとミリィは眉をひそめた。

「行く……って、行ってどーすんのよ？　『ケルビム』潰すの手つだうつもり？」

　尋たずねるミリィに、ケインは苦笑を浮かべ、

「……いや、……そういうわけでもねーけど。

　ガスの海の中での決戦、ってぇのもなかなかオツなもんだろーと思って、な」

「……またそーゆーわけのわかんないことを……」

「それに、あいつが戻って来るまで、宇Ｕ宙・軍Ｆの艦隊と顔つき合わせてる、ってのもあんまりゾッとしねぇからな。

　どうせ、お前らやあの黒い宇宙船ふねは何だ、だの、なんでそんな高性能の宇宙船ふねを持ってる、だのと根ほり葉ほり聞かれるだろーし。

　第一、宇Ｕ宙・軍Ｆを巻き込まれないように、なんて注意しながら戦える相手じゃねーだろ？

　あの『ゴルンノヴァ』とかって奴は」

「ま、確かにその通りですね。

　──ところでケイン、その宇宙軍ユニバーサル・フオースから通信入ってますけど？」

「……あー……そーだな……

『事情を説明している時間はない。こちらはあの黒い艦を追う。そちらは『ケルビム』から脱出した者たちの脱出ポッドの回収を頼たのむ』とでも言っといてくれ。

　たぶんあっちは納なつ得とくしねーだろ─けど、何か言って来ても無視して、振り切ってあいつを追っかける」

「……いつもながら……あとさきのこと考えてませんね……

　さっきの『ゴルンノヴァには気をつけろ』って警告流した時に、こっちの船せん籍せきバレちゃってるんですよ。

　あとあときっと、いろいろ言って来ますよ」

「馬ば鹿か野や郎ろう。いちいちあとさきのことなんて考えてて今が生きられるかっ！」

『……………………』

　ケインのムチャな返答に、絶ぜつ句くするキャナルとミリィ。

　キャナルは苦笑混じりのため息をつき、

「……わかりました。それじゃあそういうことで」

「おうっ！　そうと決まりゃあ、さっそくあいつを追うぞっ！　キャナル、連絡の方は頼んだぞっ！」

　そして、『ソードブレイカー』は転進をかける。『ゴルンノヴァ』のあとを追って。




　一条の光が閃ひらめくそのたびに、『ケルビム』のどこかが火を吹き、大小の爆発を起こす。

　砲撃をくり返すそのうちに、『ゴルンノヴァ』は、最初に宇宙軍ユニバーサル・フオースがメテオ・マッシャーでぶち抜いた、亀き裂れつの前へとやって来ていた。

　小型の偵てい察さつユニットを飛ばして中を覗のぞき見れば、そこには、広大な空間の中、無数の黒い宇宙船が、あるいは係けい留りゆうされ、あるいはあたりを漂ただよっている。

『──ほう……』

　センサーで探ってみたが、動いている艦ものはどうやらなさそうである。

　メテオ・マッシャーがここを直撃した時、この区画ブロツクにいて、まだ船に乗り込んでいなかった者たちは、おそらく全員、生きてはいないだろう。

　灼やかれたか──あるいは空気とともに宇そ宙とへと吸い出されたか。

　むろんその時には、すでに船に乗り込み、難を逃のがれていた者たちもいたかもしれない。

　しかしおそらく彼らも、『ケルビム』から出て、戦列に加わり──そして散っていったのだろう。

　現に『ゴルンノヴァ』は、さきほどの戦いの最中にも、この『ケルビム』の方には注目していた。その間に、二隻のコピー艦がこの『ケルビム』の裂さけ目から姿を現わし、それらも『ゴルンノヴァ』の砲撃が沈めていた。

　まさか今さら、ここまでやって来て、船を動かす者もいないだろう。となればこの場はこのまま放置して、マクフィールの重力の底に沈むがままに任まかせてもかまわない。

　だが、『ゴルンノヴァ』は、それで納得はしなかった。

『ケルビム』の裂け目からやや距離を取り、自分のまわりをとり巻く空間レンズを調整し──

　次の瞬間。百にも近い光の矢が、外装の裂け目から、『ケルビム』の中へとたたき込まれた。

　同時に『ゴルンノヴァ』は転進をかける。

　そして──爆発。

　ウィルキンス社の──いや、『ウィスプ』の誇ほこる巨大宇宙実験工場スぺース・ラボ・フアクトリーは、外がい装そうの亀裂から爆光の柱を吹き上げた。

　その吹き上がる火柱を背せに、『ゴルンノヴァ』は、まわりの空間レンズを一時、解かい除じよして、ゆっくりと回頭した。

　やって来た、『ソードブレイカー』の方に向かって。

　二者はふたたび対たい峙じした。

　沈みゆく『ケルビム』のそば、マクフィールのガスの海の中で。

『……こちらのしごとはあらかたかたづいた……』

　艦かん首しゆのセンサー・アイで、かつて自分たちを封じた相手の姿を捕とらえながら、『ゴルンノヴァ』は『ソードブレイカー』へと通信を送った。

『──はじめるとするか──』
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　それが、宣せん戦せん布ふ告こくの合あい図ずだった。

　同時に『ゴルンノヴァ』の巨体がゆらめくようにかすんだ。

「ちぃっ！」

　舌した打ちひとつ残して、ケインはコントロール・レバーを強引になぎ倒す。

　急速な姿勢変化とほぼ同時に、たった今まで『ソードブレイカー』の占しめていた空間を、『ゴルンノヴァ』の収束弾が貫つらぬきゆく。

「ミリィ！　銀色の球を狙ねらえるか!?　あれさえぶっ潰つぶせば話は早いっ！」

「やってみるっ！」

　言ってミリィはコントロール・パネルを操そう作さし、サイ・ブラスターの照しよう準じゆんを、『ゴルンノヴァ』をとり囲む銀色の球に合わせた。

『ソードブレイカー』は、たてつづけにサイ・ブラスターを発射する。しかし『ゴルンノヴァ』は回かい避ひするそぶりさえも見せない。

　一発目は空間ごと軌き道どうを曲げられ、しかし二発目は、まともに銀色の球を直撃した──ように見えた。

　だがその瞬間、光は銀色の球を包み込み、あらぬ方向へと流されて行った。

　やはり、球の方に当てるのも難むずかしいようである。

「だめか!?」

「まだよっ！」

　言ってミリィは、たてつづけにサイ・ブラスターを撃うち込み──それに紛まぎれて一発だけ、リープ・レールガンを発射した。

　射出された実弾が、設定された距離で炸さく裂れつし、小さな空間転移装置を四方にまき散らすのだ。

　その転移装置が作動すれば、半径にして五〇Ｍほどのものが、空間ごとえぐり取られることになる。いくら『ゴルンノヴァ』が船体付近の空間をレンズ化していようと、たいして関係はない。

　しかし──

　それまで全く回避をしなかった『ゴルンノヴァ』が、いきなりそのコースを変えた。

　放ったリープ・レールガンは、マクフィールのガスを空むなしくえぐり取る。

「見切られた!?」

　驚おどろきの声を上げるミリィ。

「こーなったら、リープ・レールガンだけで攻撃をしかけろ！」

「それしかなさそうねっ！」

　ケインのことばに答えるミリィ。

　ふたたび発射したリープ・レールガンを、『ゴルンノヴァ』はやはり回避して、逆に収束砲を撃ち返してくる。

　これをあっさり回避した『ソードブレイカー』に向かって、今度は、分散させた、数十条のエネルギーの雨が降ふりかかる！

　収束砲に比べれば、むろん威い力りよくは低いものの、バリアなしでこんなものを受ければ、むろん無事ですむわけはない。

　──サイ・バリア展開──

　のどもとまで出かかったそのことばを、ケインはあやうく呑のみ込んだ。

　バリアを展開し、動きが止まったその一瞬を狙って、『ゴルンノヴァ』が収束砲を撃って来れば、それですべてはジ・エンドである。

「なんとぉぉぉぉぉぉぉっ！」

　はっきり言って、自分でもよくわからない操そう艦かんで、ほとんど奇き跡せき的にも、すべての光条をかわしてのけた。

　とはいえそう何度も、こんな真ま似ねができるわけもない。ケインは『ケルビム』の表面を滑すべるように『ソードブレイカー』を疾はしらせて、その巨体を盾たてがわりにした。

『ゴルンノヴァ』の収束砲は、『ケルビム』の外装をやすやすとえぐり、『ソードブレイカー』へと迫せまる。

　紙かみ一ひと重え、『ソードブレイカー』は強大なエネルギーの矢から身をかわした。

　たしかにこの収束砲の前では、『ケルビム』の巨体を覆おおう外装など、盾の役には立たないが、分散弾からの盾にはなるだろう。

『ゴルンノヴァ』は、距離を詰めるべく近づいて来るが、スピードでは『ソードブレイカー』の方にかなりの利がある。

　もちろんこの間にも、ミリィの、リープ・レールガンによる砲撃は続いていたが、やはり『ゴルンノヴァ』は、そのことごとくを回避していた。

　二隻は『ケルビム』の表面を這はうように、距離を取りながら砲撃を続けた。

　実験工場の外装を、リープ・レールガンが転移消しよう滅めつさせ、収束砲がえぐり取る。

　どちらかの攻撃が当たればそれで終わりなのだが、双方にいまだ命中はない。

　そして──

「ミリィ！　リープ・レールガン、残弾あまりありません！」

　キャナルの声が響く。

「ええええええええええっ!?」

　悲鳴と同時に思わずミリィの放った一撃は、『ゴルンノヴァ』からかなり離れた空間で炸さく裂れつした。

「あんましないって……!?　あとどれくらい!?」

「あと五──いえ、今のであと四発！」

「もーちょっと早く言ってよぉぉっ！　そーゆーことはぁぁっ！

　なんとかなんないのっ!?　キャナル!?」

「なるわけありませんっ！」

　リープ・レールガンの、転移装置をくみ込んだ実弾ブリツドは、現い在ま人が持っている科学技術では製造不可能である。使うその分は、キャナルが『ソードブレイカー』の自動修復装置を流用して作っているのだが、さすがに生産能率は低い。

　たとえフル稼か動どうさせたところで、一時間に一つ、なんとか作れるかどうか、といったところだろう。

　むろんこの状況で、できあがりを待っている時間はない。

「えーいっ！　こーなりゃいちかばちか、だ！」

　二人の話を聞いていたケインは、転進をかけた。

　ほどなく『ソードブレイカー』は、軍のメテオ・マッシャーが開けた、あの亀き裂れつの前へとやって来た。

　さきほど『ゴルンノヴァ』に分ぶん散さん弾だんを撃ち込まれ、中のコピー艦隊が爆発を起こしたが、外から見たかぎりでは、今はもうその爆発もおさまっているようである。

「突っ込むぞ！」

　言って艦首を、亀裂の方へと向ける。

「ちょっとケイン！　ンなことしたら袋のネズミよ！」

　抗こう議ぎの声を上げるミリィ。

　たしかに『ケルビム』の中には、かなりだだっ広い空間があった。

　だがそれでも、宇宙船が機動するのには狭せますぎる。

　それでは、『ソードブレイカー』が『ゴルンノヴァ』に優まさる運動性を十分に発はつ揮きできない。

　しかしかまわず、ケインは『ケルビム』の中へと入ってゆく。

「このままじゃ仕方ねーだろ！　たぶん奴は、俺たちを仕し留とめるのに、あの亀裂の外に来る！　その時を狙ってリープ・レールガンで叩く！　いちかばちかの一発勝負だ！」

「……またそーゆームチャなことを……」

「つきあってられねえ──か？」

「──ううん──」

　ミリィは不敵な笑みを浮かべ、

「そーゆーのも面おも白しろいかもしんないわね。いいわ。そのテ、乗った」

「よーし！　やるぜっ！」

　言ってケインは『ソードブレイカー』の艦首を、亀裂の方に向けた。

　──『ケルビム』の内部──かつて〇─Ｚ区画と呼ばれていたそこには、いまや、死の色だけが満ちていた。

　宇宙船ふねの残ざん骸がいがあたりを漂ただよう。無事な船も、その表面は爆発で焼けこげている。

　ときおり瞬またたく青白い光は、おそらく、何かの部品がショートでもしているのだろう。

　闇やみの底へと身を沈め、ケインたちは待った。

　亀裂の外に、『ゴルンノヴァ』がその姿を現わす瞬間を。

　ディスプレイを見つめるケインの額ひたいにうっすらと汗がにじむ。

　リープ・レールガンの照準・設定をすませ、発射キーにそえられたミリィの指がかすかにふるえる。

　そして──

　それは唐とう突とつにやって来た。

『ケルビム』の外装を、皓しろい光がつき破り、『ソードブレイカー』からは、かなり離れた位置に着ちやく弾だんした！




　がぐんっ！




　衝しよう撃げきが『ソードブレイカー』を襲おそう。

　砲撃の生んだ衝撃や爆発で流された、宇宙船の破片が当たったのだ。

「どうやら……無差別攻撃で来たようですね……」

「あ……あいつぅぅぅっ！　一発勝負じゃなく、ジミチな絨じゆう毯たん爆撃かよっ！　ワビサビのわからん奴だぜぃっ！」

　わけのわからん文もん句くを言うケイン。

「それより、どーすんのよっ!?　うかつに飛び出たら一発でやられちゃうわよっ！」

　ミリィの声と同時に、またもや一条の光が、離れた場所に撃うち込まれた。

『ゴルンノヴァ』は見けん当とうだけで撃っているのだろうが、このままでは、いずれいつかは直撃を受けるだろう。

「おーしっ！　リープ・レールガン、炸さく裂れつと同時に転移装置が作動するように設定して連射！　上の壁かべに穴あなを開けて、そこから飛び出す！」

「それだけの穴を開けるなら──三発は要いります」

「となりゃあ残りは一発か!?

　──えーいっ！　かまわねーからやっちまえっ！」

　キャナルのことばに、ケインは安あん易いにきっぱり言って、『ソードブレイカー』の艦首を上の壁に向けた。

「ミリィ！　リープ・レールガンのコントロールを一時キャナルに回してくれ！　キャナル！　設定と砲撃は任まかせる！

　一発目が穴を開けてから、三発目が穴を開け終わるまでのタイム・ラグは!?」

「およそ〇・七秒です」

　砲撃の設定をしながらもキャナルは即答した。

「〇・コンマ七か……その間に、奴からの攻撃が来るかどうか、だな」

　──またもや『ゴルンノヴァ』からの砲撃が、あらぬ場所を撃ち抜いた。

「とにもかくにもやるっきゃねえっ！　キャナル！　砲撃設定は!?」

「完了しました。あとはＧＯサインだけです」

「おーしっ！」

　ケインは一瞬沈黙し──

「今だっ！」

　声を合図に、『ソードブレイカー』がリープ・レールガンを発射する。

　──同時だった。

　リープ・レールガンの最初の一発が、『ケルビム』の壁に穴を開けるのと、そのすぐそばの壁が、『ゴルンノヴァ』の砲撃で撃ち抜かれたのとは。

『ソードブレイカー』は一気にエンジンを吹ふかし、『ゴルンノヴァ』の収束砲のすぐわきをすり抜けるように、リープ・レールガンで開けた穴から宇そ宙らへと飛び出した！

　間を置かず飛び来た収束砲をなんとかかわし、相手との距離を取った。

　──しかし、残りのリープ・レールガンは一発。

「……ひょっとして……『この一発にすべてを賭かける』なんてやんなくちゃなんないわけ……？」

　絶望的な口調でつぶやくミリィ。

「──いや、ちょっと待て。

　キャナル、あいつの弱点とか、わかんねーのか!?」

「わかってたらとっくに教えてます。わたしが持っているのは、大まかなデータにしかすぎませんから」

「……ちっ……」

　ケインは舌打ちひとつして、ディスプレイに映った、ゆらぎとも霞かすみともつかぬ『ゴルンノヴァ』の姿をにらみつけた。

　相手は、こちらに船せん腹ぷくを向けるかたちで、なおも砲撃を続けている。

「……ん……？」

　その時。とある疑問がケインの頭をかすめた。

　──あるいは──ひょっとして──

「キャナル、あいつ、本体と離れたセンサー・ユニットとか出してるか!?」

「その様よう子すはありませんけど……あ！」

「そういうことだ！

　ミリィ！　サイ・ブラスターのみで攻撃をしかけろ！　適当にやったあとすれ違うから、あいつの目を狙ねらえ！」

　ケインのことばに、ミリィは一瞬眉まゆをひそめ──

「──そっか！　わかったわ！　やってみる！」

　答えてミリィは、サイ・ブラスターで、たてつづけに砲撃をしかける。そのことごとくが、『ゴルンノヴァ』をとり巻く空間レンズに屈くつ折せつさせられ、あらぬ方向へと曲げられてゆく。

『ソードブレイカー』は、なおも砲撃を続けつつ、ジグザグにでたらめな軌き跡せきを描えがいて、『ゴルンノヴァ』との間を詰つめていった。




　──この時点で、『ゴルンノヴァ』は、ほぼ勝ちを確信していた。

『ソードブレイカー』──いや、彼にとっては『ヴォルフィード』が、攻撃を、リープ・レールガンから、サイ・ブラスターへと切り替えた。

　すなわち相手は、リープ・レールガンの弾た丸まが尽つきたか、あるいはほとんど残っていないかのどちらかだろう。

　しかし、こちらに向かって近づいて来る、というのであれば──

　おそらく、相手にはまだリープ・レールガンの残弾がある。

『ゴルンノヴァ』に回避を許さぬほどの至し近きん距離から、リープ・レールガンを叩たたき込むつもりなのだろう──彼は、相手の動きをそう読んだ。

　──たしかに運動性能では、相手の方が数段上である。しかし、リープ・レールガンは、その兵器の性質上、一いつ旦たん間合いを外はずしてしまえばそれでおしまいである。

　リープ・レールガンの砲ほう座ざの動きにのみ注意し、発射のそぶりを見せた時点で回避をかければ、かわせないことはないだろう。

　あとは、リープ・レールガンの弾た丸ま切れを待って、追いつめるだけ。

　ただ、相手が逃げ出すことだけが心配だった。

　しかし油断をするわけにはいかない。今は、相手のリープ・レールガンを見切ることに集中するべきだった。

『ヴォルフィード』はこちらの砲撃をかわし、無意味な攻撃をくり返しつつ、こちらに向かって突っ込んで来る。

　──リープ・レールガンの砲座はいまだ動かない。

　二者の距離は、次し第だいに縮まりつつある。

『ヴォルフィード』が砲撃をかけつつ軌道を変え、『ゴルンノヴァ』の正面を通り過ぎるコースに乗った。

　──来るか!?

　サイ・ブラスターの砲撃は変わらぬまま。しかしリープ・レールガンの砲座はやはり動かない。

　──まさか、このままこちらを抜いて、逃げ出すつもりか!?　それとも一度目はフェイントか──

『ゴルンノヴァ』が『思った』その瞬間。

　視界が白く輝かがやいた。




「行くぞ！　ミリィ！」

　吠ほえてケインは、コントロール・レバーを乱暴に引き倒す。

『ソードブレイカー』は砲撃を続けたままで軌道を変え、『ゴルンノヴァ』の正面を横ぎるコースに乗った。

『ゴルンノヴァ』は、やはり回避もせぬままで、間断的に砲撃をかけて来る。

　そして、『ソードブレイカー』が、『ゴルンノヴァ』のまっ正面へとやって来たその瞬間。

「今っ！」

　言ってミリィは、サイ・ブラスターの一門を発射した！

　──発射キーを叩いたその瞬間、ミリィは一瞬、照準器スコープの向こうに、こちらを見つめる『ゴルンノヴァ』の赫あかいセンサー・アイを、たしかに見たような気がした。

　そして──

『ぐああああああああああああっ!?』

『ゴルンノヴァ』の『悲鳴』が、ケインとミリィの頭に直接響いた。

　その黒い船体がかすかにゆらぎ、本来の──いや、センサー・アイを含ふくめる艦首の部分を破壊された姿を現わした。

　──空間をレンズ化しているそのせいで、外から『ゴルンノヴァ』の姿がゆらぎ、見えないのなら、単純に考えれば、中からも、外の様子はわからないはずである。

　しかし、センサー・ユニットを出しているわけでもないのに、『ゴルンノヴァ』は常に、『ソードブレイカー』の正確な位置を掴つかんでいた。

　──ならば、どこかに空間レンズを張っていない部分があって、そこからこちらの位置を確かめているのではないか──ケインはそう推すい測そくしたのだ。

　そして、艦首のセンサー・アイこそがそこなのではないか──と。

『ゴルンノヴァ』が、空間レンズに頼たよりきり、サイ・ブラスターからの攻撃にはほとんど無む警けい戒かいなのを利用して、相手の正面をすり抜けざまに、空間レンズのないセンサー・アイの部分に、サイ・ブラスターを叩き込んだのだ。

　まっ正面からは、やや外れていたせいか、砲撃は『ゴルンノヴァ』の船体を貫かん通つうはせず、艦首を破壊するにとどまったのだ。

「ミリィ！　リープ・レールガン！」

「わかってる！」

　相手がその姿を現わしてから間かん髪はつ入れず。

『ゴルンノヴァ』が空間レンズ機能を再始動するより早く、リープ・レールガンの最後の一発が、銀色の球体の一つを破壊し、『ゴルンノヴァ』の船体の一部をもえぐり取る！

　しかしまだ『ゴルンノヴァ』は生きていた。中途はんぱな空間レンズをはり巡めぐらせ、使える砲座を使って攻撃をしかけて来る。

『……ま……まだだ！　まだだ！』

「いいや！　終わりだ！」

　頭に響いた『ゴルンノヴァ』の『声』に、相手の砲撃をかわしつつ、ケインも声を上げていた。

「キャナル！　プラズマ・ブラスト！」

「了解！」

　射出された六基の増幅チップは、船体のまわり、正六角形の位置にはりついた。

『ソードブレイカー』の展開したサイ・バリアが触ふれるなり、それは青白い輝きを放った。

「プラズマ・ブラスト！　ファイア！」

　バリアから、十数条のプラズマの腕が伸のびる！　『ゴルンノヴァ』を目がけて！

『まだだと言った！』

　残った五つの球体が、いきなりその軌道を変え、伸び来るプラズマの腕をからめ取る！

『なっ……!?』

　ケインたち全員が驚きよう愕がくの声を上げた。

　しかし！

「──もう一度言う！　終わりだ！」

　ケインはバリア粒りゆう子しの一部を噴ふん出しゆつさせ、プラズマ・ブラストを放ったそのままで、『ゴルンノヴァ』へと向かって突っ込んでゆく！

『正気か!?　ヴォルフィード!?』

「パイロットに言ってくださいっ！」

　キャナルも思わず悲鳴を上げる。

「ケイン！　無茶です！」

「知ってる！　しかしムチャなのはあいつも同じだ！」

「けど、いくらなんでも出力が……！」

「教えといてやるよ！　キャナル！　殺し合いってのはな、どれだけ相手よりムチャができるかで勝ち負けが決まるんだ！」

「………………」

「行くぜぃっ！　『ゴルンノヴァ』！」

『お……おおおおおおおおおおおおっ！』

　ケインのことばに応こたえるかのように、『ゴルンノヴァ』の『声』が響き渡る。

『ソードブレイカー』はそのまま、ためらうことなしに、『ゴルンノヴァ』へと突っ込んだ！

　ぎぢっ！

　きしむような音を立て、『ソードブレイカー』のサイ・バリアと接せつ触しよくした瞬間、その負ふ荷かに耐たえきれず、『ゴルンノヴァ』の操あやつる五つの球が爆発した！

　遮さえぎるもののなくなった『ゴルンノヴァ』の船体を、プラズマの腕がからめ取った！

　その横をすり抜け、『ソードブレイカー』が宇宙を駆かけ抜ける。

　背後で爆光が閃ひらめいた。




　ごあぁぁぁぁぁっ！




　至近距離での爆発が、強烈な衝撃波と化して、バリアの上から『ソードブレイカー』を襲おそった。

　──そして。

　……お……おお……お…………

　細い断だん末まつ魔まの余よ韻いんを残し、『ゴルンノヴァ』は、この宇宙から消滅した。




　……ふう……

『ソードブレイカー』のコックピットに落ちた沈黙を破ったのは、ケインの漏もらした安あん堵どのため息だった。

「……もう……何も言うことないです……」

　あきらめ切った表情で、首を左右に振り、キャナルが言う。

「……あの相そう対たい速度で相手のセンサー・アイ狙うなんて芸はするわ、相手に向かって突っ込んでゆくわ……」

「感心したか？」

「感心しました。いろんな意味で。

　……まあ……倒せたからいいですけど……

　ミリィなんて、完全にかたまっちゃってますよ」

「へ？」

　ケインが視線を巡めぐらせれば、そこには、メイン・ディスプレイの方に視線をくぎづけにしたまま、砲手席ガンナー・シートで硬こう直ちよくしているミリィの姿。

「……おーい。どーしたミリィ？」

　ケインの呼びかけに、彼女はようやく、ぎぎぃっ、と首だけ動かして、しばしぼーぜんとした目でケインを眺ながめてから、ぽつりと、

「……危険手当て……ちゃんと出してね……」

「心配するなって。依い頼らい料が振り込まれたら、ちゃんとボーナス出してやるよ」

「──それで、ですね、ケイン……」

　キャナルが言う。

「どうします……？　宇宙軍ユニバーサル・フオース……」

　マクフィールのガスの海を抜け出た外には、まだ宇宙軍ユニバーサル・フオースの艦隊がいるはずである。となれば当然、いろいろとしつこく聞かれるだろう。

「心配するな。どうするかはもう決めてある」

「……それじゃあ、やっぱり……？」

　苦笑を浮かべて問うキャナルに、ケインはいたずらっぽいウインクを送り、

「おうっ！　このままガスの海の中を進んで、軍のいないところから浮上、とっとと逃げ出す！」

「りょーかいしました」




　──そしてそれからしばらくの後。

『ソードブレイカー』は、惑わく星せいマクフィールの反対がわから、ガスの海を貫つらぬき、飛び出した。








　エピローグ




「──けど宇宙軍ユニバーサル・フオース、なんにも言って来ませんね」

『ソードブレイカー』のコックピットで、キャナルがぽつりと言ったのは、戦いから一週間ほどが過ぎた、ある日のことだった。

　宇宙軍ユニバーサル・フオース艦かん隊たいの目の前で、ファントム・シップをばたばたなぎ倒したあげく、乱入の事情も説明せずに、とっとと逃げ出したのだ。

　ついでに言うなら、艦かん籍せきもはっきり告つげてある。

　すぐにでも連絡と詮せん索さくをされて当然のところである。それが、一週間が経たった今なお、なんの音おと沙さ汰たもなかった。

　運がいい、というのではない。

　現に、名義上『ケルビム』を所有していたウィルキンス社に対しては、徹底的な取り調べが行なわれ、組そ織しきとのつながりが判明したことや、組織の大物にまで捜そう査さの手が伸びたことなどが、ここ数日、ニュースで報道されている。

　これで『ソードブレイカー』に関してだけは、問い合わせすらない、というのは、どう考えたところでおかしな話だった。

「──圧力、かかったんじゃないの？」

　砲手席ガンナー・シートに身を沈しずめ、ぼんやりとどこかを眺ながめたままで、ぽつりとそう言ったのはミリィだった。

「──圧力──って、どこからです？」

「もちろん──『ナイトメア』」

「…………!?」

　あっさり言った彼女のことばに、思わずキャナルは絶ぜつ句くした。

「軍の上層部やなんかにも、あそこと裏でつながってる人って、けっこう多いみたいだから。

　もしあたしたちが、軍からいろいろ調べられたら、この船が遺失宇宙船ロスト・シツプだってバレちゃうでしょ？

　となればとーぜん、軍はその技術研究はじめるじゃない。

　そうなったら──『ウィスプ』のコピー艦隊みたいなのを、こんどは宇Ｕ宙・軍Ｆがつくりはじめるわ。連中にとって、目ざわりな艦隊を、ね。

　そんなことになるのがヤだから、軍の上層部を通して圧力かけて、あたしたちはほっぽっとくように指示した──

　ンなところでしょ」

「……なるほど……」

「──宇Ｕ宙・軍Ｆがあれこれ言って来ないのはいいとして──だ」

　横からケインが、不ふ機き嫌げんな調子で口をはさんだ。

「依い頼らい料りようの残りがまだ振ふり込まれてねえ、ってのは気に入らねーな」

「まだなの!?」

　ミリィは背もたれから身を起こし、せっぱつまった声で言う。

「そいじゃあ──ボーナスは!?」

「心配するな。

　──依頼料、今からタニアに請せい求きゆうする。

　キャナル、タニア＝スティッキーに連絡を」

「わかりました」

　言って彼女はしばし沈ちん黙もくし──

「……変ですね……」

　眉まゆをひそめてぽつりとつぶやいた。

「どうした？」

「……まさか……『この番号は使われてない』とか……？」

「ミリィの言う通りです」

「おいおいっ！　まさか、残りの依頼料持ち逃げした、なんてことは……

　──おしっ！　こーなったら、職場の方にかけちゃるっ！

　キャナル、星間警察Ｕ・Ｇのデータから、タニアのいる分ぶん署しよはわかるな。そっちに連絡入れてくれ。俺おれが直接話つけちゃるっ！」

　やがて、通信回線がつながり、『ソードブレイカー』のメイン・ディスプレイに、星間警察ユニバーサル・ガーデイアンの、どこかの受付が映うつし出された。

「タニア＝スティッキーを頼たのむ。ケイン＝ブルーリバーからだといえばわかるはずだ」

　わけありだと感じ取ったのか、あるいは単にめんどくさがりなだけなのか、受付の相手は、どんな用かとも聞かぬままにうなずいた。

『しばらくお待ちください』の文字がディスプレイに映し出され──

　やがて、映像が切り替わった。

　メイン・ディスプレイは、ひとりの女性を映し出す。

『──タニアよ。何の用？』

『……………………………………………………』

　彼女のことばに、ケインとキャナルは思わず沈黙していた。

　──別人──だった。

　濃こいブラウンの髪かみと眼鏡めがねは同じだが、ディスプレイに映し出された女性は、かなり太っていた。

　知的な美人、などという印いん象しようはみじんもなく、はっきり言って、そのあたりにすっ転がっているただのおばさんだった。

　しかし問題なのは──その彼女が、まぎれもなく、ケインたちに話を持って来たタニアの面おも影かげを宿していることだった。

『──何の用？　用がないなら切るわよ』

　ぶっきらぼうに言い放たれて、ようやくケインは我われに返った。

「──あ……ああ、あんた……ほんとにタニア＝スティッキー？」

『おかしなこと聞くわね』

「けど……データの顔写真と違うぞ……」

『データの、って、星間警察うちの？

　あんなもの、就しゆう職しよく当時の顔写真よ。手て帳ちようの方はともかく、データの方は、経けい歴れき以外は更こう新しんなんてしないから。

　──それより──

　そもそもあんたたち何者で、どこでどうやって星間警察うちのデータなんて見たのさ？』

「──え……!?　いや、あの……！」

　問われてケインは口ごもった。

　まさか正直に、『あんたのニセモノに依頼されて、『ウィスプ』の艦隊とケンカした』などと言えるわけはない。

　彼はしばし考えて、

「──ほら、あんたの同どう僚りように、レイル＝フレイマーっているだろ？」

『……レイル……？　レイル＝フレイマー……ああ、あのレイルね』

「あいつとは、ちょっとした知りあいなんだけどな……どーやらあいつにからかわれたみてーだ」

『からかわれた……って、どんなふうによ？』

「ま……まあ、それは当人にでも聞いてくれ。

　それじゃ！　邪じや魔ましたなっ！」

　責任を、すべてレイルになすりつけ、ケインは一方的に通信を切った。

「……どういうことだ……？」

　通信を切って、ケインはつぶやいた。

「……何がどーなってるわけ？」

　タニアの顔を知らないミリィは、事情がわからず、眉をひそめる。

「依頼を持って来たタニアは、やっぱりニセモノだった──ってことだ」

「にせものだった……って……キャナルが確かめたんでしょ!?」

「確かめました。星間警察ユニバーサル・ガーデイアンから取り出したデータの顔写真と照しよう合ごうして」

「しかし、実際あいつはニセモノだった……」

　ケインは言う。

「そうすると、この話を持って来たタニア＝スティッキーってのは、誰だれかがやっぱり星間警察Ｕ・Ｇのデータを引き出して、顔写真にそっくりな誰かを使ったか、でなけりゃ写真をもとにしたＣコンピユーター・・Ｇグラフイツクスでも作り上げたか……

　けどＣ・Ｇなら、当然キャナルが気づくはずだし、となれば──」

「そうとは限りませんよ」

　キャナルは言った。

「たしかに、そのあたりに転がってるような機械マシンで作られたＣ・Ｇなら、あっさり見み抜ぬいてみせます。

　──けど──もしそのＣ・Ｇをつくり上げたのが、わたしと同じレベルの存も在のなら──話は別です」

「──キャナルと同じレベル、って──」

「……『ナイトメア』か……」

「──ちょっと!?　それって……！」

　ミリィの顔がひきつった。

「ああ……そういうことだ。

　もしそうだったとしたら──俺たちは今回、最終的に勝ちはしたが、『ナイトメア』の手のひらの上で踊おどってたことになるな……」

「……いや……そうじゃなくて……」

　彼女は引きつった表情のまま、

「そうするととーぜん、あとの依頼料なんて入って来ないし……

　となるとそれって、ボーナスも危険手当も出ないってこと!?」

「出ん。一いつ切さい合がつ財さいカケラも出ん」

「……しくしくしくしくしくしく……」

　ケインのことばに、ミリィは心から涙したのだった。




　……ぉぉ……ぉおおおおおおおおおおおおおお……

　昏くらい部へ屋やにうずまくその音が、今日は特に耳についた。

「──本日の報告は以上です」

　ダーク・スーツの男は、言って、手にした報告書を下ろし、

「──そう、それと。

　末まつ端たんに一人、『ウィスプ』のスパイがいたので、ご命令通り、殺さず捕つかまえています」

　──始し末まつするべき人間がいれば、誰でもかまわず一人、殺さず捕とらえて連れて来い──

　目の前に佇たたずむ老人──アルバート＝ヴァン＝スターゲイザーから、その妙みような命令を受けたのは、数日前のことだった。

『ナイトメア』の末端にもぐり込んでいたそのスパイは、星間警察ユニバーサル・ガーデイアンの捜査の手が、『ウィスプ』中ちゆう枢すう近くにまで伸びたその影えい響きようか、ここ数日、おかしな動きを見せ、結局ぼろを出すことになったのだ。

「──ここへ連れて来い」

「わかりました」

　ダーク・スーツの男は一度、部屋を退出し、ややあって、三人の男とともに、ふたたびその部屋へとやって来た。

　一人は『ウィスプ』の送り込んだスパイ。

　その一人を、二人の男が両りよう脇わきからがっちりと捕まえている。

　全員が──捕まえられたスパイまでもが、部屋の空気に圧されてか、無言のまま、額ひたいに汗あせをにじませている。

　老人は、ゆっくりと視線を上げ、『ウィスプ』のスパイに目をやった。

「見せてやろう。面おも白しろいものを」

　言うと、マントの下からゆっくりと右手を突つき出した。

　その指先にぶら下がっているものは──

　ペンダントが一つ。

　細い銀色の鎖くさりの先には、部屋の薄うすい明りを受け、赫あか黒ぐろい色の宝玉が、、にぶい光を放っていた。

「信じられるか？　こんなもので人が殺せると」

「……む……無理だ……！　そんなもんで人は殺せねえよ……！」

　声をふるわせ、男は言った。

　たしかに男の言う通り、少なくとも、凶きよう器きに向いているようには思えない。たとえ相手の首に巻まいて引いたとしても、相手が絶命する前に、細い鎖はちぎれ飛ぶだろう。

「知っているな。

　かつてこの銀河に、文明があったことは」

「……それが……どうした……!?」

　かつての文明の痕こん跡せきは、さまざまな場所で発見されていた。その程てい度どのことは誰でも知っている。

　そして、どうやらそれが、今の人類よりも高い技術力を誇ほこっていたらしい、ということも。

「その文明の遺のこした品──暗殺道具の一種だ。

　この赤い球を額に触ふれさせる、ただそれだけで相手を殺せる」

「嘘うそだ！」

　男が叫さけんで身をよじる。

「嘘かどうか、それを今から試す」

　言ってスターゲイザーは、ゆっくりと男に歩み寄る。

「来るな！　来るなぁっ！

　──嘘だ──嘘だ！　そんなもんで殺せるわけがねえっ！　来るなぁっ！」

「嘘と思うなら、おびえる必要はあるまい」

　スターゲイザーは、やがて男の目の前で足を止め、手にしたペンダントを額の高さにかざす。

「嘘だ！」

　ペンダントを持った右手がゆっくり伸びた。

「嘘──」

　ぶら下がった赤い球が、男の額に軽く触れる。

　そのとたん。

　がくんっ、と、唐とう突とつに、男の首が力なく垂たれた。

　ダーク・スーツが、男を押えていた二人が、低い驚おどろきの呻うめきを漏もらす。

　なにしろ、スターゲイザーのやることである。やはりだめだった、などというようなことはないだろうと思ってはいたが、こうやって実際、目まのあたりにすると、やはり思わず驚きの声も出る。

「……死んでます……確かに……」

　首を垂れた男の鼓こ動どうを調べ、押えていた男の片方が言った。

「連れてゆけ」

　スターゲイザーのことばに、二人の男は、スパイの死体を引きずって、部屋をあとにした。

　残ったのはスターゲイザーと、そして、呆ぼう然ぜんと佇たたずむダーク・スーツのみ。

「……しかし……大したものですね……どうなっているんです……？」

　思わず問いかけたダーク・スーツの男に、スターゲイザーは、手にしたペンダントを差し出した。

「欲しければやる。ただのペンダントだ」

「……え……？　しかし……？」

　言いながら、おそるおそる手に取って調べてみれば、たしかに老人の言う通り。それは、何のへんてつもないペンダントだった。

　先に吊つるされた赤い球はただのガラス玉のようだし、止め金具の部分に、メーカーの頭文字らしきものまでが、英文字で刻きぎみ込まれている。

　少なくとも、前文明の遺い物ぶつに見えないことだけは確かである。

　そのあたりのおもちゃ屋か、安っぽいアクセサリー屋で、数クレジットも出せばじゅうぶん買えるだろう。

　しかし──

　事実、このペンダントがかるく額に触れただけで、男は死んだのだ。

「……どういう……ことです……？」

「そのペンダント自体には何の力もない」

　スターゲイザーは言った。

「しかし、お前たちは信じた。そのペンダントに力がある、と。

　それが男を殺した」

「…一種の、自己暗示のようなものですか……？」

「違うな。

　単なる自己暗示で、ああいうふうに人は殺せん。

　人の精神力を物理応用できるなら、それはすなわち精神それ自体にも力があるということだ。

　ペンダントはただの『鍵かぎ』だ。それに力がある、とお前たちにある程度信じさせることによって、『鍵』を媒ばい介かいに力を蓄たくわえる。

　その蓄えた力が、今の男を殺した」

「……できるのですか!?　そんなことが!?」

　ダーク・スーツは、半信半疑の声を上げる。

　精神力を蓄える技術など、今の人類にはないはずだった。

　スターゲイザーの言う通りなら、何か──たとえば魔ま法ほう陣じんを使い、それに力がある、と信じる人間の精神力を集めて、それを信じない人間を殺すことさえできる、ということになる。

　それではまるで──科学ではなく、魔法ではないか。

　しかし、スターゲイザーはあっさりと、

「今、やって見せた」

「………………」

　端たん的てきなそのことばに、男は返すことばを失った。

「実験は終わった。退さがるがいい」

　スターゲイザーのことばに、ダーク・スーツは一礼を残して部屋をあとにした。

　やがて──

「力は回復したようだな」

　スターゲイザーは静かに言った。

　誰もいないはずの部屋の中で。

『……完かん璧ぺきとはいえん。しかし、滅ほろびを生むには足りる力だ。

　それに──恐怖は拡大する』

　空間それ自体がふるえるかのようなその声は、以前にも増して明めい瞭りようになってきていた。

「ならば──」

『そうとも……ふたたび私が、銀河に闇やみを撒まく、その時がやって来た……』

　──そして──悪夢がはじまる……








　ぜんぜんわけのわからんあとがき




　　　　　（物理アレルギーの人の目の届かない場所に保管して下さい）




　年が明けたし春も来た！　桜さくらも咲いたし原稿遅れた！　すまんっ！　作者わたしが悪かった！

　──とゆーわけで神坂です。

　ロスト・ユニバースもこれで三巻、ちょうどまん中のお話になります。

　二巻のあとがきで、『相対性理論をうちやぶったひと先着一名様に、作者直じき筆ひつサイン色紙プレゼント』などと書きましたが、いまだうち破ったひとはいませんねー。（そーそーかんたんにうち破れるか。そんなもん）

　しかしまあ、無責任に他人任まかせにする、とゆーのもナニなので、作者自身も、猫ねこでもわかる相対性理論、みたいな、やさしく書いてある本を買って来て読んでみたりもしてるんですけど──

　わからんわからん。

　ツッコめばツッコむほどぜんぜんわけがわかんなくなってく、ってぇのが実にいとをかし。

　一見すると、たとえば、「光の速さは超こえられない」というりくつの一端をになう『ものさしのちぢみ』の方ほう程てい式しきに光自身の速度ｃを代入してみれば、ライトやレーザーから発射された光の長さはゼロ、つまり光は観測不可能、などという結果が出てきて、「そんなわけねーだろ。間違ってるんじゃねーか？　この方程式」となるんですけど。

　しかし、空間は膨ぼう張ちようするわ慣かん性せい系の基準はよくわからんわ同時性は崩ほう壊かいするわ光はなんかしらんが特別だわ。そこいらへんのことがどーゆーふーにからんで来るのか、さっぱりわからなかったりします。

　──あ、このへん、わかんない人は『わからん単語の羅ら列れつ』と思って読み流してください。

　そもそも作者わたしが現在の物理学、とゆーものに疑問をおぼえたのは、「観測できなきゃ存在しないのと同じ、つまりそれは存在しないのである」などとゆーへ理屈さえまかり通っていることですね。

「ないのと同じ」と「ない」のとでは、天と地ほどのへだたりがありますし、人間の目に触ふれよーが触れまいが、あるいは人間の役に立とうが立つまいが、事実は事実──それこそが物理とゆーもんのよーな気がするんですが。

　アインシュタインの相対性理論になんとなく反論したくなる理由のその二は、アインシュタインが、光というものを絶対視──というより神聖視しすぎているような気がする、ということ。

　そして何より第一の理由は──

　光の速度を超えられた方が、世の中面おも白しろいから、です。

　さあっ！　みんなで相対性理論をうち破るんだっ！




　……と、ゆーことで、ページの都つ合ごう上、今回のあとがきはここまで。

　なんか……今回のあとがき、わりとマジメだったなー。




　何はともあれ、それでは、次のロスト・ユニバース４にてお会いしましょうっ！
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